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なぜこれほどPitney Bowesに情熱を傾けているのか、そう尋ねられるたび
に、私は当社の成功を支える核心をお話することにしています。お客様に奉仕
すること、そして魅力的でやりがいのある職場環境を創出すること。これこそ
が長期的な価値を生み出すと私は信じています。永続的な価値を生み出すた
めの近道はありません。また、正しいことを正しい方法で行う、その取り組み
を示すことは、他の企業に模範を示すことになるはずです。責任ある行動を取
り、倫理的で、インクルーシブな企業であろうとする当社のコミットメントは、
組織のトップのみならず、すべての部署のチーム全員に浸透しています。

現在、Pitney Bowesは、小包や郵便物を送る際の複雑な業務を軽減するため
に、世界トップクラスのテクノロジー、ロジスティクス、ビジネス、金融サービ
スを提供しています。私たちは、この分野での躍進を誇りに思っており、今後
もお客様により良いサービスを提供するためにイノベーションを推進し続けま
す。同様に、私たちの企業文化に根付いている価値観、倫理観、責任あるビジ
ネス慣行、そして目的を持って前進するアプローチに忠実であり続けることに
もコミットします。ESG報告を主要な基準やフレームワークと合わせることで、
ステークホルダーの皆様の新たな期待に応えるだけでなく、開示方法や開示
内容におけるベストプラクティスを実践します。

創業以来、ダイバーシティ、インクルージョン、エンゲージメントへのコミッ
トメントは私たちチームの歩みの基盤となってきました。当社は、チームメン
バーの個性の素晴らしさを受け入れ、安全性とウェルネス慣行を高水準で
維持し、すべての人の帰属意識を高めることで、永続的な卓越性と優れたパ
フォーマンスという文化を推進するよう努めています。現在、世界人口の43%
が女性であり、米国の人口の50%近くが非白人です。当社は、会社全体にイ
ンクルーシブな環境を実現することを約束しており、取締役会に多様性を持
たせ、お客様の多様なニーズに対応するためアクセシブルな製品を設計して
います。また、多様なサプライヤ基盤や責任ある調達にも配慮しています。�

Pitney Bowesはよりインクルーシブな組織として、ステークホルダーのために
より価値を創造できる、より生産的な企業となります。

私たちはまた、運用およびバリューチェーンからの影響を最小限に抑えるため
に、環境に対する管理責任の水準を高める必要性を認識しています。これに
は、2040年までにカーボンニュートラルを達成するという目標も含まれてい
ます。この目標を実現するために、当社の拠点および輸送車両におけるエネル
ギー効率を改善し、再生可能エネルギーの利用を拡大します。それと同時に、
私たちは、当社の果たすべき責任が自身の業務だけにとどまらないことも認
識しています。当社は先頃、カーボンニュートラルの目標を拡大し、2050年ま
でにバリューチェーンからのスコープ3排出量を含めるようにしました。そのた
めに、私たちはサプライヤの持続可能性への取り組みをより深く理解し、サプ
ライヤのCO2報告に高い精度を求め、持続可能な取り組みを行っているサプ
ライヤと提携することに力を注いでまいります。環境を重視するPitney Bowes
は、より効率的で回復力のある企業であると同時に、急速に変化する世界でよ
り繁栄できる企業であると確信しています。

地域社会への奉仕というアプローチもまた、永続的であり、私たちの価値観
として不可欠なものです。これは、公平な教育機会へのアクセスを増やすこと
で、十分な教育を受けていない学区の生徒を支援するという取り組みにも表
れています。良いことを成し遂げるために力を合わせるという信念のもと、他
の企業に働きかけてFairfield County Business Collaborative for Education 
Equity（教育公平性のための地域社会のビジネスコラボレーション）を設立し
ました。わずか3年の間に、コラボレーションの力と、拡張可能で実証に基づ
いたプログラムに焦点を当てることが、真の変化をもたらすことを目の当たり
にしてきました。社会に積極的に関わるPitney Bowesは、人々が働きたいと
思う場所であり、お客様や地域社会が長期的にお付き合いするパートナーと
して選んでくださる会社です。

この報告書をお読みになれば、Pitney Bowesのチームが何に胸を躍らせてい
るかがお分かりいただけると思います。それは、お客様、従業員、環境、そして
地域社会のために正しいことを、正しい方法で行うという情熱です。しかし、
我々はゴールに到達したわけでも、現在の状況に満足しているわけでもあり
ません。当社は、すべてのステークホルダーのために目的を持って前進する中
で、実行可能なステップを踏み、意義ある影響を生み出すことができるよう
に、企業責任というすでに強固な基盤をさらに強固に構築すべく全力で取り
組んでいます。

マーク・B. ローテンバック社長兼CEOからのご挨拶
ステークホルダーの皆様へ
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ESGへの取り組み
Pitney Bowesにおける、環境、社会、ガバナンス（ESG）への取り組み
は、雇用者、隣人、企業市民としての私たちの願いを反映しています。
そのプラスの影響は、当社の包括的な事業の中で生み出されていま
す。当社は環境の持続可能性、従業員の能力開発、従業員の安全、
多様性、公平性、インクルージョン、倫理とコンプライアンス、地域社
会への参加、慈善活動など、プラスの影響をもたらす機会に焦点を当
て、目的を持って行動しています。

人間中心の企業としてお客様、従業員、サプライヤが当社および当社
製品と接する際のエクスペリエンスを継続的に向上させるよう努めて
います。また、私たちが共有する世界を守るため、社会の多様性を反映
させるよう努めています。

当社は最高のESG基準に照らして業績を測定し、当社が行う報告を、
グローバルレポーティングインデックス（GRI）、国連の持続可能な開
発目標（UN SDGs）、気候関連財務情報開示に関するタスクフォース
（TCFD）などの主要な国際ベンチマークに適合させています。当社の
ガバナンス体制は、こうしたコミットメントをサポートしています。

環境、社会、ガバナンスの説明責任
と監督
当社は、周辺の世界に対する責任に取り組むにあたり、クライアント、
従業員、投資家、そして当社が事業を展開する地域社会など、さまざま
なステークホルダーの視点を考慮します。ステークホルダーに効果的
にサービスを提供するために、各分野の責任を監督する管理構造とプ
ロセスを設計しています。これには、Pitney Bowesガバナンス委員会、
およびPitney Bowes取締役会全体が含まれます。取締役会レベルで
は、特にガバナンス委員会と取締役会全体がこれらの分野における当
社の取り組みを監督します。

郵送および発送	
テクノロジー

郵便および小包	
ロジスティクス

金融	
サービス

Pitney Bowesの紹介

当社の業務 

Pitney Bowes（NYSE:PBI）は、発送・郵送を支援する
グローバルな会社であり、フォーチュン500の90%以
上の企業にテクノロジー、ロジスティクス、金融サー
ビスを提供しています。世界中の中小企業、小売業、
大企業、政府機関のお客様が、郵便物や小包を送る
際の複雑さを軽減するためにPitney Bowesを利用し

ています。
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当社が実行したアクション 

取締役会の多様性を維持しながら、取締役会を大幅に刷新しま�
した。

2040年までに事業活動におけるカーボンニュートラルを達成する
という従来の目標に加え、2050年までにバリューチェーンのカー
ボンニュートラルを実現するという目標にもコミットしています。

Pitney Bowesでの学習を一元化し、キャリア経験を強調するため
にPBユニバーシティを開設しました。

社内のさまざまなオンラインサイトおよびパートナーの外部サイ
トを活用したデジタル戦略を通じて、ダイバーシティとインクルー�
ジョンの取り組み、ベストプラクティス、および情報の可視性と範囲
を拡大しました。

メンタルウェルビーイングの支援を拡大および改善しました。

毎日の安全に関するハドルトレーニングやその他の定期的な研修
プログラムを刷新しました。また、安全に関する会話を日々の業務
ミーティングに取り入れています。

ガバナンス

環境の管理責任

チームの歩み

今後の計画と目標 

取締役会の多様性を引き続き確保します。

当社は、2025年までに50%の再生可能電力を達成することを目指
しています。

PBユニバーシティを活用し、クラス最高の学習とキャリア経験を
Pitney Bowesで提供し続けます。

Pitney Bowesのダイバーシティ、インクルージョン、エンゲージメ
ントに関するグローバルな対話とフォーカスを維持し、インクルー
ジョンとハイパフォーマンスの文化を推進していきます。

私たちは、一人ひとりがありのままの自分で働くことができるインク
ルーシブな企業文化を確立する中で、健康とウェルビーイングを推
進し続けます。

これらすべてを2023年に継続し、研修の内容は適宜更新します。

ESGの注目点

ESGへの取り組み
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恵まれないコミュニティを支援するため、識字率向上と教育を提唱
しています。

地域社会への影響

サプライヤダイバーシティマネージャーをフルタイムで雇用しま�
した。

責任ある調達 Tier IIの育成と事業目標に重点を置き、サプライヤダイバーシティプ
ログラムをさらに発展させます。

当社は、使命と目的が私たちのそれと一致する組織との有意義な
協力関係を促進し続けます。

お客様体験の継続的な強化に尽力しました。総合的なお客様満足
度が向上しました。

お客様体験 目的を持った、お客様中心の取り組みの優先し、お客様をあらゆる
活動の中心として位置づけていきます。受賞歴のある、お客様中心
のイノベーションスキル構築プログラムなどの取り組みを通じて、
当社の企業文化をさらに強化していきます。

当社が実行したアクション 今後の計画と目標 

ESGへの取り組み

ESGの注目点
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ガバナンス
このセクションの内容
• 概要 

• �主要なコーポレートガバナンス慣行
• 価値観と倫理
• リスク
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ガバナンス
「正しいことを、正しい方法で行う」というPitney Bowes 
の基本的価値観は、お客様、従業員、投資家、地域社
会を含むステークホルダーとのすべての関わりにおい
て、私たちの指針となるものです。当社のガバナンス慣
行では、信頼を育むための説明責任、監督、健全な経営
理念に重点を置いています。 トレーニングと助言の提供

コンプライアンスの監視
と説明責任の履行

倫理問題に関する定
期的な話し合い

倫理問題の調査と対処 

倫理とコンプライアンス
に対するPitney Bowes
のアプローチの根幹

ガバナンス



9社長兼CEOからのご挨拶目次 ESGへの取り組み 環境 社会 付録

取締役会の構成、取締役の資格、取締役会の更新
取締役会は、幅広い経験を持つ多様な人材を揃えることの重要性を認識しています。この目的は、株主に代
わって経営を監督するのに必要な包括的スキルを取締役会に持たせるためです。さらに取締役会は、誠実
さ、倫理的行動、健全な判断力、利益相反を回避しながら取締役会の活動に十分な時間と注意を払う能力
など、各取締役は一定の資質を有すべきであると考えています。取締役会およびガバナンス委員会は、取締
役および指名候補者の資格を個別に評価するほか、取締役会の全体的な構成に照らし合わせた評価も行い
ます。

Pitney Bowesの取締役会は非常に多様性に富んでいます。取締役9人のうち4人が女性、2人が非白人、1人が
ヒスパニック系またはラテン系です。取締役会議長は女性であり、取締役会の4つの委員会のうち3つの委員
会で女性が委員長を務めています。取締役会のメンバーは、財務の専門知識からeコマースやロジスティクス
の経験、投資家の視点に至るまで、多様な経歴とスキルを持ち合わせています。

考え抜かれた取締役会の構成

さまざまな視点を持つ、多様で高度なスキルを備えた取締役

8名の独立した取締役には、女性4名、黒人取締役2名、ヒスパニック系またはラテン系取締役1名が含まれ、�
高い多様性を持つ取締役会となっている

独立性

議長とCEOを分離し、独立した議長に確固たる義務と責任を課す

CEOを除くすべての取締役が独立している

当社の従業員である取締役は2名以内にすべきであるという方針がある

取締役会におけるエグゼクティブセッション

株主の権利

競争相手のない取締役選挙での多数決 

毎年の取締役選挙

憲章改正の多数決基準

定款改正の多数決基準

強力なコーポレートガバナンス慣行

取締役およびCEOに対する株式の保有と維持のための有意義なガイドライン

取締役および役員による当社株式のヘッジおよび担保を禁止する方針

取締役の定期的な参加による迅速かつ積極的な株主エンゲージメント

取締役会の独立したリーダーシップ、説明責任、監督機能
を強化する主要なコーポレートガバナンス慣行

ガバナンス
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取締役委員会
取締役会の監査委員会、役員報酬委員会、財務委員会、およびガバナ
ンス委員会は、それぞれ完全に独立した取締役で構成され、それぞれ
の委員会の定款で明確に定義された責任を負っています。監査委員会
は、当社の財務報告基準および慣行、ならびに社内財務統制を監視し
て、取締役会によって確立されたポリシーおよび目標の遵守を確認し
ます。役員報酬委員会は、役員報酬ポリシーおよびプログラムを担当
します。財務委員会は、財政状態および資本構成を審査し、重要な財
務方針および活動を評価します。ガバナンス委員会は、通常取締役会
の後継者育成計画を監督し、取締役会選挙に候補者を推薦し、取締
役会の委員会のメンバー、役割のあり方、および議長を推薦します。さ
らに、執行委員会は、委員会定款の記載に則り、定例取締役会の合間
に発生し得るあるあらゆる業務に対処することができます。

リスク監督における取締役会の�
役割
取締役会は、リスクを監督する責任を負います。経営陣は、エンター
プライズリスク管理（ERM）を担当します。これには特定と軽減計画が
含まれます。会社には、企業およびその事業運営全体にわたるリスク
の特定、評価、監視、対処を行うためのERMプログラムが用意されて
います。各エンタープライズリスクの説明、評価、軽減計画、およびス
テータスは、マネジメント「リスクオーナー」および監督マネジメントリ
スク委員会を含む経営陣によって、作成および監視されます。

価値観と倫理
法律や政策が常に変化する中、当社はお客様、従業員、投資家、ビジ
ネスパートナー、そして地域社会との誠実で公平かつ尊重し合う関係
を維持することに全力を尽くしています。会社が求める行動基準を認
識できるようにするだけでなく、成功に必要なツールを身につけるた
めの定期的な教育と研修を従業員に提供しています。当社のトレーニ
ングプログラム、方針、行動規範、報告と相談の手段、経営陣によるサ
ポートは、従業員が困難な状況下で正しい判断を下すために必要な指
針を提供します。シニアリーダーは、これらの行動の模範を示し、誠実
さという企業文化に対する個人的なコミットメントを実証することが求
められます。年次研修には、シニアリーダーが倫理の重要性を論じ、倫
理に関連する問題をどのように乗り越えてきたかを語る動画が含まれ
ます。また、当社事業や当社を取り巻く世界の変化と、それらが倫理と
コンプライアンスにとって何を意味するのかについて、一歩離れた立場
で定期的に検討し、倫理とコンプライアンスのプログラムを進化させ
ていきます。2022年には、ソーシャルメディアの使用とセクシャルハラ
スメントに関するトレーニングモジュールが追加されました。

行動規範 
Pitney Bowesのビジネス慣行ガイドラインは、当社の行動規範であ
り、世界中の全従業員に対して当社のポリシー、法律、期待される行
動を概説しています。法律に準拠した行動は期待される最低水準であ
り、従業員は最高の倫理基準に従って行動することを期待されていま
す。公開している行動規範には2つのバージョンがあります。1つは米国
に拠点を置く従業員向けで、もう1つはそれ以外の国々に拠点を置く従
業員向けです。国際バージョンは複数の言語で提供されています。その
目的は、できるだけ多くの従業員が自国語で読めるようにすることと、

法的要件と文化的慣例の違いに対応することです。当社は最近、行動
規範をより参照しやすく改定し、倫理チームに寄せられる問題や質問
に対応する内容を追加しました。

倫理およびコンプライアンス検証
委員会
当社の倫理およびコンプライアンス検証委員会は、定期的に会議を
開催して、業務に影響する規制要件を当社の各部署が遵守しているか
どうかを監視し、そのためのサポートを提供しています（たとえば、公
共事業の契約や製品コンポーネントの廃棄に適用される規制など）。
委員会は、社内の業務機能と事業部門にまたがるシニアリーダーで構
成されています。委員会は、各事業部門のシニアリーダーと会議の場
を持ち、リーダーたちが担当部門内のコンプライアンスに関する議論
に不可欠な役割を果たすようにします。これらの会議を通じて、コンプ
ライアンスの各分野について個人が説明責任を負うことが徹底され、
コンプライアンスを管理するための適切なプロセスの配備が確保され
ます。さらに、このような会議は、コンプライアンスは正式なコンプラ
イアンス担当者だけでなく、全従業員の責任であるという考え方をサ
ポートするのに役立ちます。別途設けられている検証委員会は、労働
および雇用に関連する倫理とコンプライアンスの問題に重点的に取り
組んでいます。

人事と倫理のシニアリーダーも毎月会合を開き、傾向や具体的な事
柄について知識を共有しています。こうした会議によって、それぞれの
チームが全社的な傾向を把握し、視点を共有することができます。同
様に、倫理セキュリティチーム、安全チーム、損失防止チームも毎月会
合を開き、共通の問題について話し合い、部門横断的なレベルの可視
性を提供し、情報を共有しています。

ガバナンス

https://www.pitneybowes.com/content/dam/pitneybowes/us/en/our-company/business-practices-guidelines.pdf
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トレーニング 
当社は、毎年、教育およびトレーニングを提供し、会社が期待する行
動を従業員が認識・理解できるようにしています。研修にはさまざま
なコンテンツ提供方法を使用しており、個々の従業員グループのニー
ズに合わせてカスタマイズしています。トレーニングセッションでは、
全従業員が対象の標準コースと、従業員の役割と責任に基づくグルー
プ別の専門トレーニングの両方で、コンプライアンス関連のトピックを
取り上げています。たとえば、グローバルeコマース事業や事前仕分け
サービス施設では、時間給の従業員向けに特別に設計された研修を
提供しています。

また、倫理とコンプライアンスという重要な要素を強化するための再
教育コミュニケーションも提供します。新しく加わった従業員は、各自
の職務に関連した入門的なコンプライアンストレーニングを受け、そ
の翌年は、従業員全般向けのコースに登録されます。このサイクルに
よって、従業員が定期的に重要な要件を確認することができるように
促します。毎年のトレーニング資料は、多言語で提供されています。

相談と報告手段 
当社は、従業員に倫理的な問題への対処に助言を求めること、および
不正行為の疑いや実際の不正行為を報告することを奨励し、透明性
と説明責任を促進しています。当社の倫理ヘルプラインは、サードパー
ティの管理者により、年中無休24時間体制で運営されています。問題
があれば、従業員はヘルプラインに（現地法で認められている限り匿
名で）電話して報告するか（140の言語に対応）、オンラインで報告で
きます。また、グローバル倫理およびコンプライアンス部門に直接連
絡するか、ウェブページの報告機能、書簡、電話、機密扱いの電子メー
ルを使用して連絡することもできます。従業員は、上司、または人事、
法務、監査部門のメンバーに問題を報告することもできます。グローバ

ル倫理およびコンプライアンス部門は、法律またはポリシーに違反し
ている可能性のある行いの申し立てのすべてを速やかに検証し、申し
立てを適宜調査します。調査により申し立てが裏付けられた場合は、
適切かつ一貫性のある懲戒処分が適用されます。また、受け取った報
告を定期的に確認して、傾向を特定し、発生した問題の種類について
シニアリーダーに教育を行い、研修を改善するなどの方法で、プロセス
を継続的に改善しています。

リスク
エンタープライズリスク�
管理（ERM）
当社には、企業リスクを特定および監視し、適切な行動計画を通じて
軽減プログラムを管理するための正式なERMプログラムがあります。�
当社の戦略、業務、事業環境、その他の要因に照らして想定されるリ
スクを検討し、定期的に更新しています。事業横断的な経営陣で構成
されるリスク運営委員会が、この内容を毎年評価します。また、取締役
会全体またはその委員会のいずれかが、リスクの特定、評価、管理に
関する方針とプロセスを検証します。このように特化した多層的なERM
プロセスは、当社が株主のために価値を創出し、維持し、実現する上
で欠かせないツールとなっています。

当社のERMプログラムには、ESG監督に関連する特定のリスクも含ま
れています。ESGは、毎年のERMプログラムの一環として、ガバナンス
委員会および取締役会全体に提出されます。さらに、監査委員会は財
務および外部報告に対する監視の一環としてESGを考慮し、役員報酬
委員会はシニアリーダーに対する評価の一環としてESGを考慮します。

プライバシーとサイバー�
セキュリティ
ERMプログラムの要素の1つが、プライバシーとサイバーセキュリティ
の管理です。Pitney Bowesは、従業員、お客様、パートナーの個人情
報および機微情報のプライバシーを保護することを最優先事項として
います。当社の目標は、プライバシーリスクを最小限に抑え、社内規則
および法律上の義務を果たし、効果的なデータ管理を実践することに
よって、進化を続けるデジタル経済における革新性と信頼性を促進す
ることです。プライバシーを製品の設計に組み込み、共有情報に関す
る選択肢をお客様に提供し、データの使用方法について透明性を維
持しています。

当社は、欧州連合の一般データ保護規則を含む世界各地の多数のプ
ライバシー関連法および規制を遵守しています。このような法律には
さまざまなバリエーションがあるため、当社はプライバシーとデータ
を保護するために原則主義のアプローチを採用しています。これらの
原則は、適用法を遵守して公正かつ適切にこの情報を収集、使用、開
示、保存、アクセス、転送、または破棄するための統一された慣行を伝
えるものです。

シニアエグゼクティブで構成される、当社のプライバシーおよびサイ
バーセキュリティ運営委員会が、これらの取り組みを監督しています。
また、取締役会全体だけでなく、シニアリーダーからなるリスク運営委
員会、取締役会の監査委員会とも協力して、プライバシーリスクとリス
ク軽減計画の検証を行っています。

ガバナンス
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環境の管理責任
このセクションの内容

• 環境の管理責任
• カーボンニュートラルへの進展
• �環境に対する当社製品の影響の軽減
• 環境パフォーマンス
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環境の管理責任
責任ある企業市民としての私たちの役割は、この地球上
のすべての生命が依存している自然のシステムを保護し
保全するために、これまで以上の努力をしなければな
らないということです。このために、当社は、事業が環
境に及ぼす実際の影響と潜在的な影響について、特に
気候関連のリスクと持続可能性に重点を置いて考慮し
ています。

当社は、製品とサービスの開発、変更、納入におけるこ
れらの要素に注意を払っています。また、情報とアイデ
アを共有し、会社の戦略、製品、運営を環境的持続可
能性の観点から見直します。

2040年までに事業活動
において、2050年までに
バリューチェーンにおいて
カーボンニュートラルを達
成するというコミットメント

 環境問題の調査結果に
おけるサプライチェーン

の割合

当社のエネルギーのうち�
再生可能資源の割合

63%

43.7%

環境
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当社が影響を及ぼす課題、当社の事業やステークホルダーにリスクと
なる可能性のある課題、および短期、中期、長期にわたって目に見える
前進を遂げる可能性のある課題に特に注目しています。これらには以
下が含まれます。

•	当社の業務で（主に郵便物や小包の仕分けを行う事業所や輸送車
両など）エネルギーを使用することによる炭素排出の影響のほか、
バリューチェーン、サプライヤ、お客様全体での炭素排出量の影響

•	当社の事業で生産または使用される物理的な商品の影響（主に業
務の一環として使用されるSendTech製品と梱包）

温室効果ガス排出量ネットゼロの経済という長期的ビジョンにも、当
社のビジネスモデル、目標、戦略は適合しています。これらの目標を達
成し、成長と環境の持続可能性を実現するため、当社は業務とサプラ
イチェーンの効率化に着実に取り組み、既存および開発途上のグリー
ンテクノロジーの利用に力を入れています。当社のアプローチは、当社
の業務に適したグリーンテクノロジーの早期導入と、継続的なテクノロ
ジーの進化に伴う変化を活用する柔軟性を組み合わせたものです。

当社には長い革新の歴史があり、当社はそれによって新しい状況への
適応を幾度となく可能にしてきました。持続可能性サービスのイノベー
ションは、このアプローチの一例です。今日、当社ではこの同じ精神で
ネットゼロの課題に取り組んでいます。

以下の対策によって、当社事業におけるカーボン	
ニュートラル目標（スコープ1および2）を2040年	
までに達成すること
•	拠点と車両での効率的なエネルギー使用

•	再生可能エネルギーの利用拡大

•	残った炭素排出量の相殺

以下の対策によって当社の製品が環境に与える	
影響を軽減すること
•	当社のSendTech製品の持続可能なライフサイクル

•	責任ある梱包

•	廃棄物の影響を最小限にする

以下の対策によって、当社事業におけるカーボン	
ニュートラル目標（スコープ3）を2050年までに	
達成すること
•	サプライヤの持続可能性に関する取り組みについて理解�
を深める

•	サプライヤのCO2報告の精度を高める

•	持続可能な活動に取り組むサプライヤと提携する

これらの問題を前進させるとい
う私たちのコミットメントを強調
するために、次の目標を策定し
ました。

環境
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当社が追跡する気候指標

2050年までにバリューチェーンのカーボン
ニュートラル化を目指すという新たなコミット
メントを支援するため、当社はサプライヤが
独自の気候変動目標を設定し、より持続可能
な社会を目指すよう奨励しています。

2022年には、サプライチェーンの価値ベース
で63%の環境問題を調査し、ロジスティクス
業者から受け取るスコープ3のCO2排出量報
告書を24%に増やし、CDPの情報開示を強
化しました。

2022年には、スコープ3排出量を2021年（ス
コープ3排出量を報告した最初の年）の基準
値と比較して15%削減しました。

USA Todayの「America's Climate Leaders 
2023」（アメリカの気候リーダー）リストに掲
載されました。

2022年には、2019年の基準値と比較して、
収益に正規化したCO2排出量16.5%削減を
達成しました（スコープ1＋2の市場ベース）
（CO2/収益100万ドル）。

2022年には、スコープ1と2（市場ベース）の
絶対排出量を2019年の基準値に対して7.8%
削減しました。

2025年までに電力の半分を再生可能エネル
ギーから調達するという目標にコミットしま
した。

2 0 2 2年には、再生可能エネルギー証書
（REC）を含む新しい契約を通じて、再生可
能電力のシェアを29.7%から43.7%に増や
しました。

報告フレームワーク
当社は、気候関連財務情報開示タスク�
フォース（TCFD）、GRI（グローバルレポー
ティングイニシアチブ）、および国際サステ
ナビリティ基準審議会（ISSB）の下で報告
基準を統合する新たな取り組みなどのフ
レームワークに則り、外部情報を開示して
います。TCFDとGRIの開示要求事項の整合
性については、付録を参照してください。

環境
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カーボンニュートラル
への進展
当社は、2020年企業責任報告書において、2040年までに事業におけ
るカーボンニュートラルを達成することを約束し、その目標を達成する
ための戦略を定義しました。この約束は、長年の努力が形となって現
れたものであり、正しいことを、正しい方法で行うという当社の価値観
を具現化するものです。

当社の事業活動におけるCO2排出量の絶対値（スコープ1および2の市
場ベース）は前年比で0.7%減というわずかな減少となりましたが、ス
コープ3の排出量は15.3%減少し、2021年から2022年にかけてCO2排
出量全体で14.1%の削減となりました。2020年まで単一のCO2排出源
として最大だったのは、当社の事業所における電力使用に伴う排出量
でした。当社は、2020年後半に再生可能資源から電力を調達する戦
略を実施し、2021年以降それを加速させ、2022年もそのペースを維持
しました。これにより、この種のCO2排出量は、2019年の基準値と比
較して52%と大幅な削減を達成しました。同時にPitney Bowesは、
ロジスティクス車両フリートの拡大に焦点を置いて、eコマース対応企
業へと戦略的変革を推進してきました。その結果、2021年から2022年

の事業活動における最も重要なCO2排出源は、輸送車両および個人
用車両におけるディーゼル燃料とガソリンの使用となり、それが当社
の事業によるCO2排出量の約62%を占めました（スコープ1および2の
市場ベース）。第2位の排出源は、事業所でのエネルギー使用（主に電
力）で、CO2排出量の約29%を占めています。これら2つのカテゴリの
排出量を、収益比でも絶対量でも削減することが、当社の第一の長期
目標であることに変わりはありません。

当社の事業所におけるエネルギー使用によるCO2排出量（市場ベース
のスコープ2に天然ガス、燃料油、冷媒のスコープ1を加えた平方フィー
トあたりの量）は、主に低炭素エネルギーの調達戦略により、2021年
比で16.3%、2019年の基準値比で50.8%改善し続けています。3年連
続で事業所におけるエネルギー使用量が改善され、1平方フィートあた
りのエネルギー使用効率が向上した後、2022年には1,000平方フィー
トあたりの全エネルギー使用量が14.13MWhから14.57MWhへと若干
悪化しましたが、それでも2019年の基準値を19.7%下回っています。

対応 年 気候変動 
スコア

サプライヤエン
ゲージメント 
評価スコア

気候変動 2022

気候変動 2021

気候変動 2020

B

B

C

A-

B-

B

Site operation: 
38%

Electricity

Natural gas

Refrigerant

29%

8%

1%

Goods transportation: 
62%

Diesel

Gasoline

B2

56%

6%

<1%

排出源ごとのC02 – 2022年

環境
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当社が最近行った用地取得の一部は、主な暖房源として天然ガスが好
んで使用される地域だったため、一部の電力使用が天然ガスに入れ替
わりました。この用地取得で不動産面積が1.1%増加したため、天然ガ
スの使用量が12.8%増加し、電力使用量もわずかですが2.6%増加し
ました。

2022年には、121,600平方フィート近くの従来型照明を、必要に応じ
てモーションセンサー制御を備えたエネルギー効率の高いLED照明に
変更したほか、すでにLEDが設置されている新たなスペースを取得し、
この技術を使用している施設を約520万平方フィートに拡大しました。
また、引き続き、必要に応じて効率性の高いHVACユニットと高速ファ
ンを追加し、空調ユニットを補完する効率的な直接冷却を行うことで
省エネを実現しました。

当社は長年にわたり、二酸化炭素排出量を削減するための短期目標
を設定し、その目標に対する進捗状況を報告しています。2020年に
は、2025年までに収益比で8%削減するという短期目標を設定し、4
年早い2021年にその目標を達成したことを報告しました。現在は2019
年を基準として、2025年までに8%の絶対的削減を実現することを目
指しています。2040年までにカーボンニュートラルを達成するという
長期目標に加え、2050年までにスコープ3排出量でカーボンニュート
ラルを達成するという新たな長期目標を発表した当社は、これらの大
きな目標に向かうための適切な短期目標を検討してきました。その調
査の中で、2つのことが明らかになりました。第一に、技術と選択肢で
す。グリーン電力や電気自動車などにみられるように、技術は進化し
続け、選択肢も広がっています。第二に、さまざまな規制や法律（カリ�
フォルニア州のアドバンスドクリーンフリート規制など）が短期目標
を設定していることです。この事実を鑑み、当社は新たな短期目標を
別途定めるのではなく、短期的な法規制要件に焦点を当てながら、
二酸化炭素排出量の削減を継続していくこととしました。継続的なレ
ビュープロセスを通じて、ベストプラクティスと法規制の進化を確認し
ながら、短期目標の設定を再検討します。

効率的なロジスティクスフリート
輸送とロジスティクスは、当社のグローバルeコマース事業と事前仕
分けサービス事業の重要な構成要素であり、550台を超える商用動力
車、バン、トラック、トラクターからなるフリートを擁しています。これら
の事業は成長を続けており、フリートの規模も拡大すると予想していま
す。そのため、当社は環境的な観点から今後もフリートのさらなる効率
化に取り組んでいきます。

当社は、ロジスティクス業務の成長における重要な構成要素として、
エネルギー源の多様化と代替エネルギーの利用が必要であることを認
識しています。2022年に、当社は引き続き、フリートでの持続可能燃料
（たとえばバイオディーゼルとディーゼルを2%と20%混合した燃料
など）の使用量を増やしました。また、トラックの電化における技術進

歩も積極的にモニタリングしています。技術の急速な進化とフリート
電化に関連する業務上の考慮事項を踏まえ、当社は業務におけるパイ
ロットプログラムの実施、結果の分析、他社の経験から学びに重点を
置き、電化戦略の改善に取り組んでいます。たとえば、適切な充電ス
テーションを備えた事業所の1つで、ヤードトラックをディーゼルから
電気に切り替え、この技術をテストし、この導入を拡大させる可能性を
検討しています。

これらはいずれも、事業を拡大しながらカーボンニュートラルを達成
するための当社の長期戦略の重要な要素です。当社は、新しい技術と
効率性の高い社内フリートキャパシティを追加することで、部門キャパ
シティあたりのCO2排出量を削減しながら、増加するお客様をサポー
トできるネットワーク能力を確保していきます。

環境
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近年、最適な傾斜のボンネットとグリル、エアデフレクター一体型バ
ンパー、エアロダイナミックミラー、アッパードアシール、一体型アンテ
ナなど、省エネのための改良をトラックの設備に施しました。2020年
以降、当社が追加したトラックはすべて、車両前面からエンジンコン
パートメントに入る空気を減らす牽引フックカバーと、フロントガラス
周りの気流を改善するAピラーデフレクターを装備しています。これら
の新車両は現在、当社の商用車保有台数の60%以上を占めています。

車両のアイドリングはエネルギー効率を低下させるため、当社では、
厳格なポリシー、目標、ツール、監視能力を備えてアイドリング削減を
図っています。規定の時間を超えたアイドリングを防止するために、
当社の車両には自動エンジン停止システムが装備されています。同様
に、アイドリングによる無駄な燃料消費を最小限に抑えるために、長距
離寝台車に補助動力装置（APU）を装備しています。さらに、燃料消費
量、燃料コスト、炭素排出量、稼働時間、アイドリング時間などの正確
な運用データと持続可能性データを提供するテレマティクスをフリー
ト全体に導入しました。同時に、経路最適化ソフトウェアを使用する
ことで、経路距離と移動時間を最小限に抑えることができました。ま
た、燃料購入カードの利用を拡大し、持続可能性やその他の効率性評
価で使用するデータの品質と可視性を向上させています。

これらの取り組みの結果、当社のトラクターフリート（クラス8b）の平
均燃料消費量は改善し続けており、2021年の1ガロンあたり8.06マイ
ルから、2022年には1ガロンあたり9.24マイルへと向上しました。効率
化対策を進めていますが、保有車両数が増加したことにより、社内の
輸送活動に関連するCO2排出量は前年比で11%増加しました。ただ
し、輸送に関連する外部バリューチェーンにおける排出量は14.5%減
少し、社内外のロジスティクス業務に関連する排出量全体では12.8%
の減少となっています。

米国EPA 
SmartWay 
メンバーシップ 
2022年、Pi t ney Bowesは所有するフリートに関して、米国EPA 
SmartWayプログラムへの参加を継続しました。SmartWayは、貨物の
輸送効率を測定、評価、改善することで、企業によるサプライチェーン
の持続可能性の向上を支援します。2004年に開始されたこの自主的
な官民プログラムは、以下のメリットをもたらします。

•	サプライチェーン全体で燃料使用量と貨物排出量に関する情報を追
跡、文書化、共有するための、包括的で広く認知されたシステムを提
供します。

•	企業がサプライチェーンの持続可能性の向上とコストの削減を実現
できるように、より効率的な貨物輸送業者、輸送モード、設備、運用
戦略を特定および選択できるように支援します。

•	高度な燃料節約技術の利用を促進することで、輸送に関連する排出
量を削減します。

個人用車両の効率
当社のカスタマーサービス担当者と営業担当者は、お客様のニーズを
満たすために、ほとんどの時間、外回りをしています。その際に現地の
ポリシーに応じて個人所有の小型乗用車かPitney Bowesの社用車を
運転します。当社は現在、ヨーロッパ数か国でハイブリッド車と完全電
気自動車のテストを実施し、この技術が従業員の具体的な業務要件を
どのようにサポートできるかを検証しています。その結果、個人用車両
の平均排出量は152gCO2/kmから150gCO2/kmに改善されました。

事業所での再生可能エネルギーの
利用拡大
再生可能エネルギー証書（REC）をバンドルした電気契約のグリーン
リテールプログラムを通じて再生可能資源から電力を調達する当社の
拠点数は18に増えました。私たちはこの大幅な増加を誇りに思ってい
ます。2020年、グリーンリテールプログラムでは、当社のグローバルe
コマース事業および事前仕分けサービス事業内の6つの事業所で、
再生可能エネルギー契約を通じて約10,375MWhの再生可能電力を
調達しました。2021年には、再生可能資源由来電力の量が2倍超の
25,093MWhとなり、再生可能資源関連の電力の割合は29.7%にな
りました。2022年は目標に向かって前進を続け、再生可能資源から
電力を供給する拠点をさらに増やし、その電力量を37,940MWhに増
加させました。これは、電力消費量全体の43.7%に相当します。当社
は、2025年までに再生可能エネルギーを約50%にするための対応と
して、エネルギー市場が自由化されている州（再生可能エネルギーが
容易に利用できる場所）にあるすべての拠点で再生可能エネルギーを
調達することにコミットしており、この目標達成に向けて急速に前進し
ています。Pitney Bowesは、敷地内に再生可能発電設備を設置するた
めに社内の不動産チーム、地主、電力会社、専門的なサードパーティ
などのステークホルダーと緊密に協力し、再生可能エネルギーの使用
と提供を高める次の段階に積極的に取り組んでいます。現在、いくつか
のプロジェクトが設計段階にあります。

環境
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Pitney Bowesは、長期にわたってグリーン電力パートナーシップに参加
しています。これは代替エネルギーの開発と購入の促進を目的として、�
米国環境保護庁（EPA）との間に結ばれた業界パートナーシップです。�
2022年も引き続き、当社はこの重要な官民パートナーシップの発送カ
テゴリで常任企業パートナーを務めました。

炭素排出量の相殺
当社では、自社の戦略に沿って、まずはエネルギーの効率的な使用に
重点を置くことで消費量の削減につなげ、次に再生可能資源由来の電
力シェアを増やすことに重点を置いています。カーボンニュートラルを
達成する戦略の一環として、カーボンオフセットプログラムはこうした
取り組みを補完するためにも、引き続き必要であると考えています。

スコープ3 GHG排出量：
2年前、当社は2040年までにカーボンニュートラルを達成するという
コミットメントを発表しました。この目標を設定することで、環境と持
続可能性への強いコミットメントを明確にし、二酸化炭素排出量の
削減、グリーン電力の使用拡大、電気自動車への移行に向けたロード
マップを計画することができました。この報告書で、2050年までにバ
リューチェーン（スコープ3）におけるカーボンニュートラルを実現する
という新たな目標を発表できることを誇りに思います。私たちがこの

目標を明示しているのは、当社の炭素排出量が、自身の事業活動（ス
コープ1および2）と、取引先からの輸送および製造、さらには製品の使
用中や使用後の段階での炭素排出の両方から生じていることを理解
しているからです。この指標のおかげで、社内の持続可能性目標に注
力するだけでなく、プロバイダと提携して二酸化炭素排出量の改善に
共同で取り組むことができます。25年以上先の目標に向かう中で、未
知の部分が多くあることは否定できません。しかし、グリーンテクノロ
ジーや電気自動車、そのサポートは今後も改善され、他社もより持続
可能な事業運営や製品を目指して努力を続け、持続可能性に関する情
報や対話は今後も継続されるでしょう。当社はこの初期段階からサプ
ライヤと緊密に協力してその環境戦略を理解し、その内容を踏まえた
上で持続可能な未来へのコミットメントを共有する企業との提携を深
めていく予定です。当社は時間をかけて、サプライヤの業績に関する情
報をより詳細かつ直接的な形でCO2排出量と削減戦略に反映させるこ
とを目指しています。このアプローチはすでに実を結んでおり、ロジス
ティクスパートナーがCO2排出量の直接報告を行う割合は、2021年の
19%から2022年には24%に増加しました。この分析を、戦略的なサ
プライヤ選定の意思決定につながる将来の改善行動計画に反映させ
るつもりです。

当社のバリューチェーンにおける主なCO2排出源には、以下の主要活動
が含まれています。

•	陸上輸送や国際海上/航空輸送などの外部ロジスティクス活動 

•	製造から、お客様による電力使用、および最終処分に至るまでの、�
SendTech機器のライフサイクルへの影響 

•	従業員の飛行機での出張や通勤など、当社の業務に結び付いた�
活動

お客様のサポート
Pitney Bowesは、CDPサプライチェーンプログラムを通じて、長年にわ
たり排出量レポートに対するお客様のニーズをサポートしていますが、�
2023年にはそれをさらに一歩進める予定です。具体的には、グローバ
ルeコマース事業のお客様にPitney Bowesを介した発送の影響をより
正確に理解していただくため、独自のCO2排出量計算機をリリースし
ます。この新しいツールは、PBネットワークを利用した米国内発送の各
小包のCO2排出量を計算できます。これで得られる重要なデータによ
り、お客様はスコープ3報告書の精度を高めることができます。お客様
に適切なツールを提供することで、Pitney Bowesは引き続きお客様の
サステナビリティプログラムに貢献します。

環境
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Upstream Downstream

Pitney Bowes operations

Upstream
transportation
and distribution

Fuel- and 
energy related 
activities

Capital
goods

Downstream 
leased assets

Franchises

Investments

Downstream
transportation 
and distribution

Processing of 
sold products

Use of
sold products

End-of-life
treatment of
sold products

Business
travel

Employee
commuting

Purchased
goods 
and services

Scope 1

Direct 
GHG emissions
Emissions from combustion in owned or 
controlled boilers, furnaces and vehicles.

Scope 2

Electricity indirect 
GHG emissions
Emissions from the generation of purchased 
electricity consumed by the company.

Upstream
leased assets

Scope 3

Other indirect 
GHG emissions
Emissions are a consequence of the activities 
of the company, but occur from sources not 
owned or controlled by the company.

Waste 
generated
in operations
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Purchased goods and services

Capital goods

Fuel & energy-related emissions

Upstream transportation & distribution

Waste generated in operations

Business travel

Employee commuting

Use of sold products

Scope 3 category

Scope 3 emissions (MTCO2e)

0 100000 200000 300000 400000 500000

カテゴリ別スコープ3 GHG排出関連度
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環境に対する当社製品の影響の軽減

Raw materials and 
manufacturing
Complies with environmental 
legislation – ISO14001 manufacturing 
sites preferred and covered by our 
Suppliers Code of Conduct.

End of life
Reverse logistic program to assess 
potential of each machine.

Design
PB sustainability criteria 
maximizing machine parts 
and packaging recyclability.

Transport
Intercontinental sea transport 
preferred to minimize CO2 emissions 
– ISO 14001 carriers preferred.

Use and service
Energy Star – remote resolution to 
avoid service CO2 emissions – used 
ink cartridge return program.

Recycling
Partnership with industry-leader 
e-waste recyclers that reduce 
waste to landfill to minimum. 

Remanufacturing
PB remanufacturing program 
started in 1997 offers second life 
to parts and equipment at highest 
quality standard.

Pitney Bowesの持続可能な発送ソリューション

製品の持続可能なライフサイクル 
当社は、郵送と発送を容易にするためのさまざまな機器をお客様に提
供しています。当社は、初期コンセプトから製造、輸送、使用、再生、再
利用、廃棄後のリサイクルまで、これらの製品のライフサイクル全体を
通じて製品の環境への影響を軽減することに取り組んでいます。

省エネ製品設計 
当社はENERGY STAR®（国際エネルギースタープラグラム）のパート
ナーとして米国政府の厳しい環境基準に裏付けられたエネルギー
効率の高い製品を提供しています。当社のSendPro製品ファミリー
（SendPro MailStation、SendPro Cシリーズ、SendPro Pシリーズ、最
新のSendPro MailCenter）のほか、デジタル郵便システムとイメージン
グ機器の多くがエネルギースター認定です。当社の画期的なイノベー
ションであるPitneyShip™ Cubeは、史上初のスケールを内蔵したラベ
ルプリンターで、これもエネルギースターに認定されています。このプロ
グラムは、お客様は当社の機器を使用する際の電気使用量の削減に役
立つため、CO2排出量の削減に貢献しています。

製品の環境コンプライアンス 
当社は、自社製品が適用される環境基準に準拠していることを保証す
るための厳格なプロセスと手順を定めています。これらのコンプライ
アンス基準をサプライヤ行動規範、サプライヤ契約、エンジニアリン
グ基準、製品仕様に組み込んでいます。サプライヤに対しては、コンプ
ライアンスを監視するために使用するデータベースに関連データを入
力することを要請しています。また、お客様に提供する情報が正確で
最新であることを保証するため、主要サプライヤと定期的に打ち合わ
せを行い、当社のインクに含まれる化学成分の再分類などの問題を含
め、持続可能性と規制の問題に対応しています。

環境
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REACH（Registration, Evaluation, Authorisation and Restriction of 
Chemicals）は、人の健康と環境を有害な化学物質への暴露から保護
することを目的とした欧州連合の規則です。他の多くの国でも同様の
法律が制定されています。REACH高懸念物質（SVHC）を含んでいる可
能性のあるPitney Bowes製品については、EHS@pb.comにお問い合
わせください。当社の製品コンプライアンスチームは、Pitney Bowes
ブランドの化学製品が会社の安全性要件を満たし、適切に輸送し、最
新安全性データシートを備え、規制報告用に適切に追跡管理されてい
ることを保証するための審査と承認を担当しています。また、サプライ
ヤと協力して、毒物学分野の進歩を製品の製造方法と提供方法に取り
入れています。

持続可能な調達
Pitney Bowesには、上流（アップストリーム）と下流（ダウンストリー
ム）の両方に、サービスプロバイダと材料メーカーからなる大規模で複
雑なサプライチェーンがあります。サプライヤの環境への影響を理解
し、それを最小限に抑えるためにパートナーシップを組むことは、当社
自身の環境への影響を最小限に抑える戦略の重要な要素です。先に
述べたようなサプライヤを調査する活動もその戦略の主要な要素の1
つです。この調査は、昨年の支出額で当社のサプライヤの63%を対象
に実施されたもので、サプライヤのCO2排出量の報告プロセス、カーボ
ンニュートラルの目標を公表しているサプライヤ、目標を達成するため
の戦略などのトピックを取り上げています。2022年には、ロジスティク
スサプライヤから直接提供されるCO2排出量データの割合が2021年
と比較して5パーセントポイント（19%から24%）増加しました（米ドル
支出で測定）。

当社のサプライヤ行動規範は、直接的な協議を超えて、当社がこのよ
うな関係を選択し維持する上でサプライヤに期待する環境持続可能
性のレベルを定めています。当社の定期的な対話、調査、レビューは、
当社の期待が満たされていることを確認する一助となります。このよう
な話し合いの中で、CO2排出を含む環境への影響、天然資源の使用や
リサイクル素材の使用の可能性といった業界固有の影響を確認できま
す。これは、たとえば植樹などの自然に根ざしたソリューションを通じ
て影響を最小限に抑制または環境を回復する取り組みを促進、特定、
サポートする機会でもあります。

当社の2022年の活動の一例として、インクカートリッジの材料に使用
済みの再生プラスチックを使用し始めました。これによりバージン原
料を節約しています。

ISO14001認定
環境保護のベストプラクティスを推進するため、当社は世界的に高く評
価されている環境規格ISO14001に基づく環境管理システムを採用して
います。当社のシステムは1997年以降、英国でISO14001認証を取得し
ています。

循環経済製造業
循環経済（サーキュラーエコノミー）とは、米国環境保護庁（EPA）に
よって、素材や製品、サービスを可能な限り長く循環させ続ける経済モ
デルと定義されています。Pitney Bowesは、1987年に革新的なサイト
「コピー機再生センター」を開設したのを皮切りに、製品の再生とリサ
イクルの取り組みには長い歴史を持っています。それ以降、当社は米

2022年、当社は23,000ユニット以上を再生し、�
725,000ポンド以上の廃棄物をリサイクルから再
利用に転換しました。

国、カナダ、ヨーロッパの各地にセンターを設置し、お客様から回収し
た製品の再生、部品の再利用、リサイクルを行っています。私たちは継
続的にプロセスを改善し、より優れた持続可能なソリューションを生
産環境にもたらします。たとえば、2022年には新しい生産設備に投資
し、スクリーン周りのプラスチック部品を廃棄して新しいものを購入す
るのではなく、再生して再利用できるようにしました。現在の再生拠点
であるインディアナ州の中央流通センター（CDC）では、お客様のリー
ス終了時にPitney Bowesはメーターを回収しています。これらの機械
はそれぞれ検査され、性能、コンプライアンス、現在の需要、お客様
の期待といった確固たる基準に基づいて、再生可能かどうか評価され
ます。

再生可能と選別された機械は解体されます。各部品はクローズドループ
の水ベースの洗浄プロセスで洗浄され、個別に検査されてから、完全な
機械に組み込まれます。この工程が終わると、Pitney Bowesの最高の
品質基準を満たした認定中古機がお客様に提供されます。

明らかに摩耗の影響を受けている部品、たとえばローラーやベルトな
どは再利用できず、交換が必要になります。Pitney Bowesは、再利用で
きる部品数を最大化するために完璧な再生プロセスを導入しており、�
「認定中古品」に自信を持っています。当社のベストセラーのCシ
リーズのような機械では、通常、重量比で約87%の部品を再利用して
います。

環境
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If the machine is unfit
for remanufacturing it is 

recycled through local, ISO 
14001 preferred specialists

If some parts are unfit
for remanufacturing they are 
recycled through local, ISO 
14001 preferred specialists

Used water is
treated by approved 
third-party specialist

End of lease
equipment

Cleaning of all parts using 
water-based solutions

Dismantling into individual 
parts at PB Global 

remanufacturing site

Technical inspection
at our local site and 

consolidation of shipment 

Remanufacturing of 
complete machines to 

highest quality standards

Reuse by client to extend 
life cycle of machine

環境

当社のグリーン再生サイクル
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責任ある梱包 
Pitney Bowesは、eコマースロジスティクスの世界的リーダーとして、�
社内業務と発送の両方で梱包を義務付けています。当社は、段ボー
ルベースの梱包を信頼できる持続可能なパートナーから調達し、�
Programme for the Endorsement of Forest Certification（PEFC：森
林認証プログラム）、Sustainable Forestry Initiative®（SFI®：持続可
能な森林イニシアチブ）、Forest Stewardship Council®（FSC®：森林管
理協議会）などの、外部機関によって認定された材料を使用している
ことを実証できるサプライヤを優先的に選択しています。これらの組織
は、森林資源の持続可能な管理に貢献し、生物多様性の保護を支援
しています。

当社の外部梱包は通常、使用後にリサイクルされる（PCR）資源を
25～35%含む段ボールで作られています。当社の内部梱包は種類が
豊富で、郵便料金計器とインサーターに発泡スチロール（EPS）を使用
せず、PCRパルプ100%の段ボール製のインサーターに置き換えるなど
の対策を講じて、内部梱包の改善に努めてきました。より多くの衝撃吸
収インサートを必要とする重い機器には、現時点ではリサイクルできな
い材料を使用していますが、その構造的性能によって保護が確保され
るため、EPS梱包よりも必要な材料が少なくて済みます。

また、業務で使用する梱包材も改善しています。ゲイロード（パッ
ケージが入ったパレットを包む保護段ボール）を再利用し、再利用率
をさらに高めるプログラムを導入しています。USPSの主要パートナーと
して、Pitney Bowesの事前仕分けサービスでは、トレイ、パレット、ス
リーブなどのUSPS再利用可能取り扱い資材を完全に統合し、郵便ネッ
トワークの廃棄物を最小限に抑えています。

当社の製品と事業は、生物多様性や水に重大な直接的影響を与えま
せんが、段ボールベースの梱包材の調達は、生物多様性と水に対する
当社の主要な間接的影響を表しています。当社のエンジニアは、梱包
の機器保護能力を損なうことなく、梱包の環境パフォーマンスを改善
することに熱心に取り組んでいます。

廃棄物の影響を最小限に抑える 
当社は持続可能な廃棄物管理の実践に取り組んでいます。当社が最
も頻繁にリサイクルしている素材は、混合リサイクル品、段ボール、混
合電子機器のカテゴリに分類されます。

当社は各国の廃棄物処理業者の選定には細心の注意を払ってお
り、ISO14001などの第三者環境認証を取得している組織を優先して
います。これにより、当社の廃棄物は持続可能な廃棄物管理を実践し
ている信頼できる組織によって処理されていることが保証されます。

2022年には、廃棄物業者と提携してデータ管理を改善し、各事業所の
前年比進捗状況を比較するための一元的な拠点を開発できました。

環境
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Pitney Bowesには、ロジスティクスセンター、オフィス、再生拠点の3つ
の異なるタイプの施設があります。施設のタイプによって発生する廃棄
物の流れが異なるため、それぞれの施設に最適な方法で廃棄物を管理
するようにしています。

1.	ロジスティクスセンターでは最も多くの廃棄物が発生しますが、
その大半は無害な段ボールベースの梱包材とプラスチック製シュリ
ンク包装材です。事業所内でのゲイロードの再利用を優先し、廃棄
物削減のため、お客様にはその返却を奨励しています。効率的に再
利用できない段ボールは、段ボールの使用量が特に多いグローバル
eコマース事業部門に設置されている、当社の総合段ボール梱包設
備とリサイクルプラットフォームを使用して処分されます。2022年に
は、これらの現場機能によって再生された段ボールの量は、前年比
で約2倍となりました。年間で4,202トンの段ボールを回収しました。
段ボールは当社で最も多く排出される廃棄物の1つであるため、ベー
ラーを増設して段ボールのリサイクル能力を強化しました。このプ
ログラムによってリサイクルされたダイボールは、2021年に1,745ト
ン、2022年には3,087トンに増加しました。

2.	当社の事業所では、紙、コンピューター、関連する消耗品の使用
に伴う少量の廃棄物しか発生しません。当社は、地域のリサイクル活
動を通じて環境への影響を最小限に抑えています。データを収集す
るのは、当社が廃棄物収集を管理している事業所のみです。

3.	当社の再生工場は、廃棄物の排出量が2番目に多い場所です。
この拠点では、循環経済へのコミットメントに沿って、お客様のリー
ス終了時に機器を受け取り、再生しています。発生する主な廃棄物
は、電子機器、プラスチックおよび金属です。こうした廃棄物を責任
を持って管理するため、当社では部品や機械を可能な限り小さな構
成要素まで分解し、さまざまな種類の廃棄物の分別と適切な処理

段ボール4,202トン
段ボールは当社で最も多く排出されつる
廃棄物の1つであるため、ベーラーを増設
して段ボールのリサイクル能力を強化しま
した。
このプログラムによってリサイクルされた
ダイボールは、2021年に1,745トン、2022
年には3,087トンに増加しました。

を促進しています。当社は、鉄や非鉄金属、プラスチック、電子機器
など、材料を種類別に分類するために、物理的な分別や機械的な粉
砕、その他のプロセスを使用する責任あるリサイクル業者と協力し
ています。廃棄物は可能な限りリサイクルし、再生原料として使用す
るよう努めています。これにより、バージン原料を抽出するのに比べ
て、エネルギーと資源を節約することができます。リサイクルが不可
能な場合は、廃棄物を処理するためのエネルギー回収プロセスを検
討しますが、埋め立て処分される廃棄物についてはゼロを目指して
います。

廃棄物総量に対するリサイクル廃棄物総量の
割合を示す当社の転用率は53%です。

日常業務では、有害廃棄物はほとんど発生しません。当社のエンジニ
アリング研究開発チームは、溶剤やエアゾールなど少量の製品を生産
しています。各事業所では、回収とリサイクルを促進するために規定さ
れたEPAカテゴリの「ユニバーサル廃棄物」に分類される廃棄物（さま
ざまな施設でよく発生するランプやバッテリーなど）が出されます。こ
れらは当社の有害廃棄物カテゴリには含まれませんが、EPAの規制に
従い、報告では他の相応のカテゴリに含まれています。

これには、当社のお客様の名においてPitney Bowesが処分した有害
廃棄物、たとえば、当社のロジスティクスネットワークに滞留している
が、第三者が合法的に所有している不要品などは含まれません。

また、従来の事業に起因する過去の修復作業から生じた有害廃棄物も
除外されます。

環境
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2022年全体で、段ボール4,202
トン、電子廃棄物2,086トン、�
混合リサイクル物1, 0 3 6トン�
を回収しました。

リサイクル 
可能物

Total 
recyclable 
content: 

99.7%

Total 
non recyclable 

content: 

0.3%

Cardboard 
50% recycled material 
489g

Outer box 

Cardboard pulp 
100% recycled material
288g

Inner cushion
Cardboard 
70% recycled material
64g

Pad 

LDPE
16g

Inner bag
OPP
5g

Bag for manual
EVA 
25% recycled material 
3g

EVA sheet 

環境

PitneyShip™ Cube包装の持続可能性パフォーマンス
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 Ferrous metals 
(iron etc.)

Non-ferrous 
metals (aluminium, 

copper etc.)
Plastics Electronics

Manual sorting
Remove batteries, 

cables

Physical breaking 
and granulation

Recycled raw material sold to replace virgin raw material 
- net CO2 gain vs extracting new material

インクカートリッジのリサイクル 
Pitney Bowesのハードウェア発送デバイスでは、独自のインクカート
リッジを使用しています。使い終わった後、ほとんどのお客様は他の電
子機器廃棄物と一緒に責任を持って廃棄しています。しかし、廃棄物
処理の流れの中で廃棄できない、あるいは廃棄することを好まないお
客様もいます。そのため、当社ではカートリッジを現地の施設に返却
できるオプションを用意しています。このような施設はほとんどの国に
あり、カートリッジの責任ある廃棄を可能にします。

水の使用
当社の再生業務では、再利用可能と判断された部品を、水ベースの洗
浄剤を使用して徹底的に洗浄します。水の使用量を最小限に抑えるた
め、作業はクローズドサーキットで行われ、水は可能な限り再利用され
ます。しかし、当社の機器の性質上、発生する廃水の多くは印刷エンジ
ンに含まれるインクによって着色されています。確実に責任ある廃棄物
管理を行うため、当社はこのこの廃水を回収し、専門の業者に送って処
理してもらっています。

また、同じ拠点で、シーリングソリューションE-Z Seal®を製造するのに
も水を使用しています。当社はこのような水の利用が環境に何らかの
影響を与えることを認識しており、重大にはならないよう配慮していま
す。さらに、当社の施設は水ストレスの少ない地域に位置しており、責
任を持って水を使用し、無駄を最小限に抑えるための措置を講じてい
ます。

水不足に直面する地域が増えている中、この貴重な共通資源のより良
い管理に貢献することが重要だと考えています。これが、今年から新た
に水に関する指標を報告することになった理由です。

当社では製品の再生と再利用を優先し
ていますが、不可能な場合はリサイクル
も行います。

環境

当社の発送および郵送機器の耐用年数終�
了に伴うリサイクル原料の回収
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2017年 2018年 2019年 2020 2021 2022

スコープ1（CO2換算メートルトン） 27,273 28,660 30,478 34,211 40,614 45,060

スコープ2拠点ベース（CO2換算メートルトン） 48,723 47,924 41,241 35,368 30,620 32,724

スコープ2市場ベース（CO2換算メートルトン） 61,681 39,537 37,958 34,177 22,921 18,011

絶対排出量：スコープ1および2排出量市場ベース�
（CO2換算メートルトン） 88,954 68,197 68,436 68,388 63,535 63,071

総収益（100万ドル） 2,784 3,212 3,205 3,554 3,674 3,538

企業効率の強度比：収益あたりのスコープ1および2排出量市場ベース
（MTCO2e/収益（100万ドル）） 31.95 21.23 21.35 19.24 17.29 17.83

スコープ3

購入した商品とサービス 131,107 108,907

資本財 31,871 17,527

燃料およびエネルギー関連アクティビティ 20,363 21,270

上流の輸送と流通 481,071 411,108

業務で発生する廃棄物 3,316 4,654

出張 3,671 5,454

従業員の通勤 10,377 10,079

上流のリース資産 該当なし 該当なし

下流の輸送と流通 該当なし 該当なし

販売した製品の処理 該当なし 該当なし

会社の実績

環境

環境パフォーマンス 
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2017年 2018年 2019年 2020 2021 2022

拠点面積（カレンダーで正規化された平方フィート） 5,919,046 7,249,251 6,802,827 8,006,252 7,818,621 7,907,448

拠点効率の強度比：

1,000平方フィートあたりのスコープ2市場ベース排出量�
（MTCO2e/1,000平方フィート）

10.42 5.45 5.58 4.27 2.93 2.28

拠点効率の強度比：

スコープ1（天然ガス、燃料油、冷媒） + 1,000平方フィートあたりの�
スコープ2市場ベース排出量（MTCO2e/1.000平方フィート）

10.82 5.96 6.15 4.72 3.61 3.02

2017年 2018年 2019年 2020 2021 2022

販売した製品の使用 12,894 9,310

販売した製品の使用終了時処理 該当なし 該当なし

下流のリース資産 該当なし 該当なし

フランチャイズ 該当なし 該当なし

投資 該当なし 該当なし

スコープ3の合計（CO2換算メートルトン） 694,670 588,309

直接的および間接的な二酸化炭素総排出量（MTCE）�
（スコープ1、2、3） 758,205 651,380

拠点の実績

会社の実績（続き）

環境

環境パフォーマンス 
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2017年 2018年 2019年 2020 2021 2022

移動排出源からのスコープ1のCO2排出量 – B2、B20、ディーゼル、�
E85、E100、LNG、メタノール、プロパン、ガソリン（MTCO2e） 24,923 24,998 26,628 30,572 35,281 39,157

車両の燃料使用量 – ディーゼルとガソリンの合計（ガロン*） 2,419,031 2,447,232 2,603,767 2,980,880 3,425,426 3,868,974

フリート効率の強度比

トラクターの燃料消費量（1ガロンあたりのマイル（MPG*）） 6.2 7.6 8.06 9.24

トラックの燃料消費量（1ガロンあたりのマイル（MPG*）） 10 10.3 10.66 12.67

バン（ディーゼル）の燃料消費量（1ガロンあたりのマイル（MPG*）） 14.5 23.76 28.04

バン（ガソリン）の燃料消費量（1ガロンあたりのマイル（MPG*）） 9.8 9.8 15.22 15.03

個人用車両のメーカーCO2排出量平均値（gCO2/km）** 152 150

フリートの実績

*米国ガロンおよびMPG
**個人用車両のCO2排出量測定単位が、2021年にUS MPGからgCO2/kmに変更され、フリートの電気自動車配備に対応できるようになりました。

2017年 2018年 2019年 2020 2021 2022

購入または取得した電力の総消費量（MWh） 115,600 116,295 102,341 90,583 84,565 86,780

バンドルされたRECの合計（MWh） 4,493 21,399 31,688

バンドルされていないRECの合計（MWh） 5,882 3,694 6,252

RECを通じて調達された再生可能電力の割合* 11.5パーセント 29.7パーセント 43.7パーセント

エネルギー調達実績

*当社のRECの購入および報告の方法が2020年に変更され、バンドルされたRECとバンドルされていないRECが区別されるようになりました。

環境
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2017年 2018年 2019年 2020 2021 2022

水データでカバーする拠点の割合（%） - - - - - 17

水データでカバーする面積の割合（%） 42

水の使用量（ガロン） 17,020,000 

対象の敷地面積1平方フィートあたりの水使用量（ガロン/平方フィート） 5.1

水の使用

2017年 2018年 2019年 2020 2021 2022

ユニット数 - - - - 20,569 23,329

総重量（トン） - - - - 312 329

再生

環境
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2022年リサイクル可能物

リサイクル可能物 合計（トン）

リサイクルされない非有害廃棄物 都市廃棄物（ゴミ）* 6,382 

リサイクルされた非有害廃棄物

段ボール 4,202

電子機器 2,086

混合したリサイクル可能物 1,036

リサイクルされた総量 7,324

有害廃棄物 エンジニアリング研究開発（焼却済み） 0.1

廃棄物総発生量 
ゴミ、リサイクル、有害物質 13,707

廃棄物転用率 53%

廃棄物強度比：�
収益100万ドル当たりの廃棄物総発生量（トン） 3.87

環境
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社会
このセクションの内容

• チームの歩み
     �- �ダイバーシティ、インクルージョン
および従業員のエンゲージメント

     - �採用と能力開発
     - 安全性
     - 心身の健康
• 責任ある調達
• お客様体験
• 地域社会への影響
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チームの歩み
当社の企業文化は、私たちはどのように協力し、互いに
どのように接し、すべてのステークホルダーのためにど
う尽くすべきかを考えるものであり、会社のあらゆる側
面に表れています。

個人としても集団としても、あらゆるレベルの意思決定
で指針となっているのは、正しいことを、正しい方法で
行うという価値観です。この核となる価値観を実践する
ことで、当社は多様で包括的かつ革新的な職場を育ん
でいます。つまり、すべての従業員の独自の人生経験、
視点、貢献が、安全で協力的な環境の中で評価される
職場を創出しています。

このセクションでは、当社のグローバルチームと、ダイ
バーシティとインクルージョン、従業員エンゲージメン
ト、採用、能力開発、安全性、そして従業員の福利厚
生、健康およびウェルネスに対する目的意識を持った当
社のアプローチを紹介します。従業員が活躍し、すべて
の能力を発揮できる豊かな職場を創出している背景を
説明します。

施設内にアスレチック
トレーナーが常駐。
さらに拡大予定

48か所（4か国）で同日中に
ウォーキングイベントが開催
され、合計2,700万歩以上

を達成

米国の人口のうち�
非白人が占める割合

世界人口のうち�
女性が占める割合 

49% 43%

従業員参加率は世界の高業
績企業を8%上回る

「ダイバーシティとインク
ルージョン」カテゴリの�
結果は世界の高業績企業を�

5%上回る

従業員エンゲージメント調査

社会



36社長兼CEOからのご挨拶目次 ESGへの取り組み ガバナンス 環境 付録

ダイバーシティ、イン
クルージョンおよび従
業員のエンゲージメ
ント
ダイバーシティ、インクルージョン、エンゲージメントは、1世紀近くに
わたり、卓越性と高い業績の維持に向けたチームの歩みにおいて不可
欠な役割を果たしてきました。私たちは、これが長期的な価値を創造
するための基本であると考え、常に改善と拡大に努めています。

Pitney Bowesは人が中心の会社です。私たちは、グローバルチームの
アイデンティティと経験に影響を与えるさまざまな属性と要素が融合
した環境を尊重しています。ダイバーシティとインクルージョンに対す
る当社のアプローチは、共通の人間性を認めると同時に、私たちの個
性を生み出す違いを受け入れるものです。

Women and People of Color*
Great place to 

work for all

43% 
women globally

33%
women in 
management

28% 
women in senior 
management

49%
people
of color

34%
people of color
in management

21%
people of color

in senior
management

Global
Headcount

11,332

US Only

*As of 12/31/22 - Management numbers includes all employees with the title of manager.

Forbes names Pitney Bowes 
as one of the

Best Employers
for Diversity
in 2020, 2021 & 2022

Forbes also named 
Pitney Bowes as one of the

Best Employers
for Women  
in 2018, 2019, 2020,       
2021 & 2022

Pitney Bowes was included
in the 2019, 2020 & 2022

Bloomberg Gender-
Equality Index

Human Rights Campaign 
named Pitney Bowes

Best Places to Work 
after achieving 100% 
score on the Corporate 
Equality Index for 
LGBTQ+ employees
in 2021 & 2022

社会
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文化の重要性
当社は、文化とパフォーマンスの間に明確な関係があることを理解し
ています。取締役会が毎年、企業文化を見直すのはそのためです。私
たちが企業文化やビジネスアジェンダの基本的な要素として、意図的
にダイバーシティとインクルージョンの視点を組み込んできたのもその
ためです。多様性と包括的行動への理解を支えて促す価値観と行動を
構築し、維持することが、従業員の歩みにとって重要です。採用から学
習と能力開発、昇進、後継者育成に至るまで、ダイバーシティとインク
ルージョンは私たちの人的資本を管理する方法の一部です。

当社のダイバーシティとインクルージョンの学習戦略には、インク
ルーシブな行動やリーダーシップを促進するために開発したトレーニ
ング、当社の企業文化に沿った外部トレーニング、さまざまな従業員
を対象としたダイバーシティとインクルージョンチームが主導する知識
セッションなどがあります。2022年、当社は3部構成のインクルーシブ
リーダーシッププログラムをグローバル展開し、一歩前進しました。こ
れは、マネージャーと従業員が違いを理解し、受け入れ、活かすことに
よって、より強力なチームを構築できるように設計されたものです。ま
た、要望に応じて、社内のチームやグループ向けに当社の歴史、戦略、
慣行について話し合うためのカスタマイズしたナレッジセッションも開
催しています。当社は、すべての従業員が尊重され、高く評価され、成
長する機会を得ることができる、包括的で安全な環境を構築して維持
することを目指しており、学習戦略はそのための重要な要素であると考
えています。

介護者
仕事と介護の両立はいつの時代も労働者を悩ませる問題ですが、世
界的なパンデミックの間、それはさらに複雑なものになりました。当社
は、情報やリソースとともに、バックアップケアの助成金など、介護者に
配慮した福利厚生を提供し続けてきました。また、試験的に運用され
ているPitney Bowes Caregiver Assurance Network（PBCAN）でも、�
記事、介護者のためのPB福利厚生に関するウェビナー、介護者のスト
レス管理に関するウェビナーやアドバイスシートなどを通じて、情報、
ベストプラクティス、リソースの提供を継続しました。

世代
Pitney Bowesでは、誰もがキャリアの各段階で成長し、活躍できるよ
う、全世代の人材育成に取り組んでいます。さまざまな世代の才能と
経験を組み合わせることで、当社の市場対応力と、問題を解決して機
会を活用する能力が向上します。当社は、すべての従業員が有意義な
貢献を果たし、潜在能力を最大限に発揮できるように、従業員のキャ
リア全体を通じて、また世代を超えて、研修、機会、経験を提供してい
ます。私たちは人材獲得チームと連携して、キャリアのあらゆる段階の
多様な人材を取り込む機会を特定し、その機会を活かしています。ま
た、学習と能力開発チームとも連携し、当社のプログラムが人材のニー
ズを確実に反映できるよう支援しています。これには、インターン向け
の知識セッション、短期能力開発プログラム、ライジングスター能力開
発プログラムなどが含まれます。すべての世代を対象とした学習機会に
関する詳細は、採用と能力開発のセクションを参照してください。

「私たちはますますグローバル化する環
境で生活し、活動しています。すべての人
を受け入れ、それぞれが職場でありのまま
の自分でいられ、本当に貢献できるように
することは、企業にとって価値を実現する
ことなのです」

Christopher Johnson
シニアバイスプレジデント兼プレジデント	
グローバル財務サービス

「私が味方であること、支援者であること
に重点を置いている理由は、どの会社で
もそうであるように、ここPitney Bowesで
も間違いなく、多様な考え方、経験、視点
が私たちにとって重要だからです」

Jason Dies 
グループプレジデント	
SendTechソリューション& 
事前仕分けサービス

社会
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LGBTQ+
当社のLGBTQ+諮問委員会は、LGBTQ+を自認する従業員とそのアライ
となる従業員のインクルージョンを継続的に促進する方法について洞
察を提供し、支援しています。委員会は、インクルーシブな福利厚生か
ら、「Pride Month（プライド月間）」などのイベントの計画、LGBTQ+
の方が経営する企業とのパートナーシップ拡大方法の調査まで、ベス
トプラクティスやアクティビティの進展を特定および模索するサポート
を行っています。2022年、同委員会は、トランジションする従業員、そ
の上司および同僚を支援するための戦略とコミュニケーションプロト
コルを策定し、その実施を支援しました。この委員会は、家族形成の
ための福利厚生の大幅な強化や、ビジネス慣行ガイドラインにおける
LGBTQ+に配慮した文言の充実を見事に提言しました。また、よりイン
クルーシブなトイレポリシーの採用について法務チームと協力し、より
インクルーシブな福利厚生ガイドの開発についてトータルリワードチー
ムと協力しました。

PB PRIDEは、LGBTQ+を自認する人々、そのアライ、またはその知識を
深めたいという人々のための同委員会のインクルージョンネットワー
クです。有意義な対話、サポート、行動を通じて、LGBTQ+インクルー
ジョンを育み、認知を高め、LGBTQ+の問題に関する意識を生み出す
ことを目的としています。2022年、当社は昨年に続き、Human Rights 
Campaign財団のBest Employers for LGBTQ+（LGBTQ+にとって最高
の雇用主）部門で企業平等指数100%の評価を得ました。私たちは
これまでも、そしてこれからも変わらず、当社が成してきた実績を基盤
に、雇用と経営の実践において意図的にダイバーシティとインクルー
ジョンを追求していきます。

Prideの祭典は、堅実なプログラミング、企業のPrideストア、教育的な
コミュニケーション、就職説明会への参加により、一年で最も注目さ
れるイベントの1つです。当社は今後もこの祭典を継続していきます。

メンタルウェルネス
私たちは、文化、世代、性別、民族性、人種など、個人のさまざまなアイ
デンティティが交差するインターセクショナルなダイバーシティとメン
タルウェルビーイングの関係を理解しています。よって、メンタルウェ
ルビーイング委員会と緊密に連携し、従業員のメンタルヘルスに関す
る理解を深め、サポートスキルの向上に努めています。当社は、特に非
白人に対する排他的な行動が精神衛生に与える影響や、介護に伴うス
トレスとその対処法についてウェビナーを提供し、メンタルウェルビー
イングの交差的な性質を訴えてきました。詳しくは健康とウェルネスの
セクションを参照してください。

「2022年のテーマ：誇りと目的は、私た
ちが作り出した空間を反映するものです。�
すべての人の平等とインクルージョンを支
持しながら、それぞれが誇りを持って自ら
を自認し、表現できるということです」

Brett Young
地域オペレーションエクセレンスマネージャー

社会

https://www.pitneybowes.com/content/dam/pitneybowes/us/en/our-company/business-practices-guidelines.pdf
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「時間をかけて話を聞き、他の人々の立場
や経験に身を置き、相手を受け入れてくだ
さい。そうすることで初めて私たちはイン
クルーシブな社会と環境を築くことがで
きるでしょう」

Ana Chadwick
取締役副社長兼最高財務責任者

非白人を称える
私たちは人類という1つの人種であるとPitney Bowesは考えています。
肌の色はアイデンティティの属性の1つにすぎませんが、アフリカ系ア
メリカ人、黒人、あるいはアフリカ系ディアスポラというアイデンティ
ティを持つ人々が米国で不当な扱いを受けるなど、世界各国で肌の色
が人生のさまざまな場面で不平等な影響をもたらす可能性があること
が、研究で明らかになっています。

私たちの多様性へのコミットメントは、1940年代に始まりました。�
まず、アフリカ系アメリカ人が公平に雇用機会を得られることに焦点
を当て、そこから目的を持って前進し続け、すべての民族と文化に対す
る意図的なダイバーシティとインクルージョンを追求しています。当社
は、すべての人が機会を得て成長できるインクルーシブな環境を構築す
るため、人材管理の方針、プロセス、慣行を継続的に見直しています。

2022年12月31日現在、Pitney Bowesの米国従業員の49%、管理職の
34%、シニアリーダーの21%を白人以外の人が占めています。1980年
代の前半から白人以外の人が取締役会に参加するようになり、2020
年にSheila Stampsが、2023年の初めにはDarrell Thomasがメンバー
に加わりました。

Pitney Bowesは、1年を通して白人以外の人々の貢献を称えています。
また、黒人歴史月間、アジア系アメリカ人および太平洋諸島民（AAPI）
文化遺産月間、ヒスパニック伝統月間などの記念行事を利用し、白人
以外のコミュニティやチームメイトの歴史、文化、貢献に対する理解
を深めています。また、書籍、ポッドキャスト、映画などのリソースを活
用し、関連する歴史に触れながら前向きに学習できるアクティビティ
を提供することで、従業員の意識と敬意の気持ちを高めています。当
社では、従業員や専門家の意見や見解を紹介するイベントを企画して
います。たとえば、黒人歴史月間では、従業員リーダーのプロフィール

を文書とビデオで紹介し、アフリカ系アメリカ人の料理や健康的なラ
イフスタイルに向けた戦略の歴史、運動と瞑想、そして偏見がメンタル
ウェルネスに与える影響などを探るウェビナーを開催しました。同様
に、AAPI文化遺産月間には、複数の従業員が従業員ポータルで自分た
ちのストーリーを紹介しました。ヒスパニック文化遺産月間では、従業
員のキャリアの歩みに関する一連のプロファイルを作成し、スペイン
語が話される複数の国にアイデンティティを持つ従業員のストーリー
と見解を取り上げたウェビナーを開催しました。

また、当社は、職場におけるダイバーシティとインクルージョ
ンを推進する最大のC E O主導型ビジネスコミットメントである�
The CEO Action for Diversity＆Inclusionや、CEO組織のThe Business 
Roundtable（BRT）など、全米規模の組織と連携しています。これに
より、ビジネス・教育委員会、人種平等・正義委員会、最高ダイバーシ
ティ責任者ワーキンググループの活動に取り組み、従業員とコミュニ�
ティの機会と公平性をサポートしています。

「私たちは皆、お互いのためにドアを開け
たままにしておくべきです。アフリカ系ア
メリカ人やLGBTQ+の人が仲間のためにド
アを開けておくというのではありません。�
この比喩的なドアは、誰もが開けたままに
しておくべきドアです。自分と同じような
人のために開けておかねばならないとい
うことではなく、誰でも通り抜けられるよ
うにするためです。それがまさに、すべての
人を受け入れる環境ということです」

Cassandra Gordon 
金融ソリューションズ責任者、	
金融サービス

社会
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Our diversity and inclusion journey
Throughout our history we have taken action to advance 
our diversity and the inclusiveness of our culture, workforce,
supply chain and communities in which we operate.

● The National Urban League recognizes Pitney 
Bowes for its Equal Employment Practices 

● Pitney Bowes CEO Walter Wheeler becomes 
vocal advocate for equal employment in 
industry associations

● Pitney Bowes CEO Walter Wheeler 
testifies before the U.S. House of 
Representatives in support of what 
became Title VII for Equal Employment 
as part of the Equal Rights Act of 1964

● Pitney Bowes provides funding support 
for local NAACP and National Urban 
League Chapters

● Pitney Bowes CEO George B. Harvey diversifies the 
Board of Directors and transforms recruiting with a 
focus on women and minorities

● The Company creates Employee Resource Groups 
for Women, Minorities and Work/Life issues

● Pitney Bowes funds research on the business value 
of diversity at the Wharton School of Business at 
the University of Pennsylvania in  honor of CEO 
George B. Harvey; the  research demonstrates that 
diverse teams outperform non-diverse teams

● Pitney Bowes CEO George B. Harvey joins the 
Catalyst Board of Directors; every Pitney Bowes 
CEO since then has served on the Catalyst Board  
of Directors

● 1994 winner of Catalyst Award for the Pitney 
Bowes Strategic Diversity Plan

● Pitney Bowes CEO Mike Critelli serves 
three terms as chairman of the 
National Urban League

● U.S. employee benefits policy 
extended to cover eligible same-sex 
domestic partners and their eligible 
children, including adoption benefits

● Pitney Bowes becomes a founding 
member of Catalyst India

● Pitney Bowes CEO Marc Lautenbach joins Catalyst Board of 
Directors; becomes a founding member of Catalyst CEO 
Champions for Change initiative

●

● Pitney Bowes launches Women’s Inclusion Network (PB WIN), 
ering webinars to encourage and support career growth 

and development for women

● Pitney Bowes launches its annual Next Gen Conference as a 
forum for young Pitney Bowes professionals to engage in 
discussions of company strategies

● Pitney Bowes launches LGBTQ+ Advisory Council

● Pitney Bowes expands inclusion networks 
ering support to 

● Achieved 100% on Corporate Equality 
Index naming Pitney Bowes as Best Place 
to Work for LGBTQ+ people

● Expansion of inclusive wellness and 
healthcare benefits to support our 
diverse employee population 

● In 2020, Marc Lautenbach led other 
businesses to establish the Fairfield 
County Business Collaborative for 
Education Equity in Connecticut with 
Fairfield County’s Community Foundation 
to help reduce or eliminate disparities for 
the most vulnerable students pre K – 12

1940s
1950s

1960s + 1970s
1980s + 1990s

2000s
2010s

2020s

● Pitney Bowes CEO Walter Wheeler Jr. resigns from a club because 
of its discrimination practices

● Pitney Bowes pulls sales conference from hotel that would not 
allow our African-American salesperson to stay there

● Wheeler directs head of personnel to ensure that our workforce 
mirrors the demographics of the neighborhoods in which our 
operations are located, including Italian immigrants and African 
Americans

● Pitney Bowes participates in Fisk University’s first National 
Dialogue on Race

● Predating civil rights laws, Pitney Bowes created a fair 
employment program specifically designed to recruit 
more African Americans into our workforce.

社会
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障害を持つ人々
当社は、障害を持つ人々を雇用し、障害者コミュニティとつながるため
に、さまざまなパートナーと協力しています。

たとえば、Able Trustは、フロリダ州のあらゆる年齢層の障害者が就労
し、雇用と自立の目標を達成できるよう支援することを目的とした組織
です。今年、私たちはAble Trustプロジェクトコンペティションに参加し
ました。このコンペティションは、キャリアの成功に向けた土台作りと
して、障害のある高校生に仕事や中等教育後の進路を検討する機会
を提供するものです。また、当社は新入社員の採用、多様なサプライヤ
の調達、障害者コミュニティの支援に取り組むため、Council of State 
Administrators of Vocational Rehabilitation、DisabilityIn、Diversity
Jobs.comとも提携しています。

「Pitney Bowesで私は、さまざまな事業部
門、機能領域、地域で働く機会を得まし
た。個人的にもプロフェッショナルとして
も成長し、20年以上のキャリアを通して
Pitney Bowesの成功に貢献できていると
感じています」

Clare Hartman-Gutowski
シニアディレクター、クライアントエクスペリ
エンス＆コミュニケーション 

「CAREERS & the disABLED」�
誌年間最優秀従業員賞�
（2022年）

Clare Hartman-Gutowski
シニアディレクター、クライアントエクスペリエンス＆�
コミュニケーション

社会
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難民
Business RoundTableとのパートナーシップにより、難民への雇用機会
提供を模索するキャリアカウンセラーのネットワークを活用すること
ができました。このネットワークを通じて、多言語に翻訳された職務内
容説明書を提供したところ、良い採用ができました。今後もこのネット
ワークと協力して他の有能な人材を採用していく予定です。

女性
当社は、お客様にサービスを提供し、価値を創出し、イノベーションを
推進する女性の功績を年間を通して称えています。当社の長年の歴史
の中で、女性は大きな力を発揮してきました。30年以上前から、当社
の主要な事業分野や機能部門で女性がトップレベルの地位に就いて
います。Pitney Bowes取締役会の独立取締役は半数が女性です。取
締役会議長のほか、取締役会の4つの委員会のうち3つで女性が委員
長を務めています。Pitney Bowesの全世界の従業員の43%、管理職
の33%、シニアリーダーの28%を女性が占めています。

当社は1980年代後半に最初のWomen’s Resources Groupを設立しま
した。現在は、Pitney Bowes Women's Inclusion Network（PBWIN）
が社内の女性の成長と昇進をサポートしています。PBWINのコアチーム
は、女性の意識と支援を高める機会のほか、女性が自己を振り返り成
長するための機会を特定して創出しています。私たちはインクルージョ
ンの対話と活動にはすべての人の関与が重要であると考えています。
コアチームおよびすべてのネットワークイベントへの参加は、性自認や
性表現を問わずすべての従業員に開かれています。

PBWINは、女性史月間における女性の祭典を主導しています。2022年
には、世界中の女性への一連のインタビュー、各国の女性パネルによ
るセッション、そして取締役会の3人の女性をフィーチャーした、当社
CEO Marc Lautenbach率いるリーダーシップに関する対談のライブス
トリーミングを制作しました。PBWINはまた、リーダーシップに関する
ライブストリーミングシリーズを制作し、そこでシニアリーダーたちにプ
ロフェッショナルとしての歩みやその過程で学んだ教訓を話してもらっ
ています。このシリーズは、Pitney Bowesのリーダーシップには決めら
れた道筋がないことを示すために企画されたもので、思想、経歴、文
化、性自認・性的指向、年齢、人種・民族など、さまざまな経験や多様
性を紹介しながら、成長と能力開発に関する実践的なアドバイスを提
供しました。

「あらゆる多様性において女性の貢献を認
めて称えることが重要です。世界をよりイン
クルーシブな場所にするために、女性が、
女性のために払った犠牲を私たちは記憶に
刻んでおかねばなりません。それは性別、
宗教、民族の問題ではないのです。なすべ
きことの遂行に集中してください。これが本
当に重要なことです。そして、この考え方が
あなたを成功に導いてくれるでしょう。この
考え方が、今日まで私を支えてくれました」 

Andrea Taposu
人事マネージャー、ドイツ/ポーランド

退役軍人
チームの成功を実現するものは協力です。そして、協力の力が最も端的
に示される例が兵役です。当社が退役軍人に敬意を持っているのは、
私たちがお客様にサービスを提供する上で大切にしている誠実さ、献
身、気概という中核的な資質を彼らが体現しているからです。

当社の求人サイトCareers at PB（pb.com）では、軍事技能変換ツール
を提供して、退役軍人がPitney Bowesでのキャリア機会を見い出せる
よう支援しています。ビデオ「Hall of Honor」で当社の成功に対する退
役軍人の貢献を紹介して、社内で称えています。また、サプライヤネット
ワークにも退役軍人が経営する企業を含めるよう模索しています。

2022年11月には、公的および社内の退役軍人従業員にスポットライト
を当てて、その意見を紹介しました。当社は、退役軍人を雇用してその
意見に耳を傾けること、そうした高い技能を持つ人材をより惹きつける
ことの重要性を認識しています。

「海兵隊に13年半在籍したことで、規
律、尊敬、リーダーシップ、そして何事にも
常に150%の力を注ぐという価値観を学び
ました。Pitney Bowesで、私は毎日その価
値観を持って取り組んでいます」

Arthur Ramirez
CDLドライバー

社会
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世界中の 
ダイバーシティと 
インクルージョン
Pitney Bowesはグローバル企業として、多様性のあるインクルーシブ
な企業文化への確固としたコミットメントを世界中に示すよう努めて
います。私たちは、多様な属性やコミュニティへの取り組みが地域に
よって異なることを認識していますが、当社のグローバル戦略はすべ
ての業務に共通の枠組みを提供しています。この活動は、地元の特色
を維持しながら、すべての人のインクルージョンと帰属意識を高める
という共通の目標に向かっています。たとえば、2022年の女性史月間
には「PB Wins with Women Around the World（PBは世界の女性た
ちと勝利を収める）」をテーマに、米国では複数の国の女性によるパ
ネルディスカッションを、ブラジルでは科学、政治、リーダーシップ、
イノベーションに関する「Women In」ウェビナーシリーズを開催しま
した。日本とオーストラリアでは女性による座談会を行い、英国では
「Menopause Café」プログラムシリーズに参加しました。いずれも女
性の認知度向上と発言力強化、擁護に焦点を当てたものでしたが、そ
れぞれ市場のニーズに応じて異なる方法で実施されました。また、ダイ
バーシティとインクルージョンのトレーニング戦略の一環として、イン
クルーシブリーダーシップに関する3部構成のプログラムのグローバル
版を開発し、当社が事業を展開しているすべての国で展開しました。

オーストラリアとニュージーランド
オーストラリアとニュージーランドでは、情報、コミュニケーション、
採用、言語の使用など、さまざまな方法で、より包括的で多様性のある
ワークスペース作りへの継続的なコミットメントを示しています。ダイ
バーシティとインクルージョンの指標と活動は、四半期ごとのビジネス
レビューとリーダーシップミーティングの不変の議題となっています。
従業員とともに、私たちはダイバーシティインクルージョンの根底にあ
る価値と重要性を伝え、祝賀会や表彰式、意識啓発の日を設けること
に重点を置いています。これらの活動の1つが世界食料デーです。この
日、チームメンバーが食事を作り、その食べ物を通して自国の文化や伝
統を共有します。

「私が根本的に信じていることがありま
す。それは、企業として、多様な背景や視
点を持つ人々を多くグループに招き、実際
にその人たちの意見に耳を傾けながら意
思決定や討論を行ったほうが、より良い意
思決定ができるということです。よりイン
クルーシブになることは非常に重要です。
最終的にはそれがより良い解決策につな
がるのですから」 

Christoph Stehmann 
取締役副社長、インターナショナル	
SendTechソリューションズ 

「ANZは、より多様で包括的なコミュニ
ティとチームに支えられています。互いを
理解し、配慮し、互いの違いを尊重するこ
とで、共通の利益のために団結すること
に集中できます」

Anthony Woods
人事マネージャー

オーストラリアとニュージーランドの従業員は、「世界食料デー」
をテーマにした食とストーリーを通じて文化の違いを称え合いまし
た。左から：Tushar Sharma（インド）、Sanka Magedara（スリラン
カ）、Samuel Labib（エジプト）、Bhoomi Gandhi（インド）、（後ろ）
Stephen Darracott（英国）、Alfredo Espino（メキシコ）、Susan 
Denyer（オーストラリア）。

社会
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ブラジルでは「Our Way of Being #PB」プログラムを立ち上げました。	
写真：Samuel Caparrotti、Christiane Suringar、Fabio Lourenço、	
Juliana Santos、Rodrigo Melo、Leticia Cesar、Fabio Alves、Emerson 
Patriali、Mauricio Marinho、Sidney Pereira、Daniela Rocha、Moises 
White、Caroline Soares、Murilo Namura、Marcel Cordeiro。

左の写真：「インドのプライド、誇りと目的とともに」と題されたイン
ドにおけるバーチャルPride対談（Tête-a-Tête）に参加したパネリス
ト：Ruchi Bhalla、バイスプレジデント、グローバルタレントマネジメン
ト。Polly Morrow、シニアプログラムマネージャー、Global Corporate 
Citizenship & Philanthropyバイスプレジデント、Pitney Bowes 
財団バイスプレジデント、Pitney Bowes救済基金担当バイスプレジデ
ント。Rustin Tonn, Sr.グローバルダイバーシティ、インクルージョン＆
エンゲージメントマネージャー、LGBTQ+カウンシル議長。右の写真：
インドの「I for Intersectionality」プログラムのロゴ。従業員は、職場
で成功するためにどのように困難を克服したかについてのインターセ
クショナリティの語（I-Tale）を共有することを奨励されました。

ブラジル
ブラジルでは、複数のマイノリティグループとダイバーシティインクルー
ジョンの取り組みを対象とする年間プログラムを提供しました。従業
員には、共通点に基づいて自分がどのグループに帰属するかを考えて
もらいました。そして、非白人、女性、LGBTQ+、移民、ウェルビーイン
グ、エンゲージメント、文化的および宗教的祭典などのトピックについ
て、従業員と情報を共有し交流するイベントを開催しました。ブラジル
は「最も働きがいのある場所」にも選ばれました。

この地域のプログラムには次のようなものが含まれます。

•	D&Iに焦点を当てた学習とリーダーシップ開発プログラム

•	女性史月間にちなんだウェビナーシリーズ「国際女性デー」

•	心と体の健康に焦点を当てたウェルビーイングキャンペーン

•	LGBTQ+教育、Prideに関する表彰と祭典、トランスジェンダー啓発
キャンペーン

•	民主主義の支援と認識「Dia Internacional da Democracia」

ドイツ
2022年のダイバーシティとインクルージョンの取り組みには、当社が開
発したグローバルインクルーシブリーダーシップ研修への参加などが
あります。女性史月間にはウェビナーを開催し、グローバルな従業員に
スポットライトを当てる「PB Wins with Women Around the World（PB
は世界の女性たちと勝利を収める）」で、1人の従業員をフィーチャーし
ました。

インド
2022年、ダイバーシティとインクルージョンのさまざまなプログラムを
インドで開催しました。今年の新しい取り組みには、次のようなものが
含まれます。

•	すべての人にとって包括的で、公平な職場を作るという当社のコミッ
トメントを記念する、DEI月間プログラムリターンシッププログラム、
リーダーシップを発揮する女性についてのパネルディスカッション、
ダイバーシティ採用活動、従業員スポットライトシリーズなど、当社
で女性を称えたイニシアチブの紹介

•	プライバシーに配慮した乳がん検診、婦人科相談会、多嚢胞性卵巣
症候群に関するウェビナーなど、女性の健康とウェルネスへの取り
組み

•	LGBTQ+コミュニティの女性を対象とした、「India Pride, Together 
with Pride & Purpose（インドのプライド、誇りと目的とともに）」と
題したバーチャルPride対談（Tête-a-Tête）、ビデオインタビュー、ダ
イバーシティ採用活動によるLGBTQ+アライシップを称える取り組み

•	「I for Intersectionality」、DIBE（ダイバーシティ、インクルージョン、�
帰属、公平性）、Mayeri 2.0などのプログラムの継続

•	Great Place to Workによる「働きがいのある会社」に選出

社会
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日本
当社は、さまざまな形でダイバーシティとインクルージョンの認知度を
高め、議論を進めてきました。当社の目標は、互いの違いを認め合い、
新しいアイデアを受け入れ、ともに革新していくことでした。活動内容
には次のものが含まれます。

•	ダイバーシティとインクルージョンチームと憲章の立ち上げ。キック
オフミーティングで、D&Iのグローバル責任者をゲストスピーカーに
迎え、アライアンスパネルと座談会、討論を実施

•	マネージャーコーチングセッション

•	ANZ女性とリーダーシップチームによる座談会

•	会社が開発したグローバルインクルーシブリーダーシップ研修プロ
グラムへの参加

英国とアイルランド
ダイバーシティとインクルージョンは、UK&Iチームにとって重要な問
題です。2022年、私たちが生活し働く地域社会のD&I意識を高める
ため、全従業員委員会が発足しました。この委員会は、従業員による
従業員のためのインクルージョン、ウェルビーイング、ナレッジ共有コ
ミュニティとして知られています。UK&Iの組織全体が四半期ごとに集
まり、女性の職歴、LGBTQ+、民族性、ニューロダイバーシティ（神経多
様性）など、多様性の概念について議論しています。これらのミーティ
ングでは、評価の高い外部ゲストスピーカーを招いたり、ウェルビーイ
ングのセッションを開催したり、ビジネスの最新情報を伝えたりしてい
ます。

当社では全面的な参加を奨励しており、そのために電話回線を一時停
止するなど、業務上の変更を行うこともあります。Menopause Caféグ
ループも定期的な会合を行っています。また、新たにニューロダイバー
シティ委員会を結成し、2023年にはこれを発展させたいと考えてい
ます。

労働力の多様化への継続的なコミットメントとして、当社は現在、多様
な求人プラットフォームにすべての求人情報を掲載しています。

UK&Iチームは6月にPRIDEを称える機会を持ちました。全従業員を対
象としたLGBTQ+インクルージョンのイベントには、非常に影響力のあ
るKellie Maloney氏がゲストスピーカーとして参加し、性別適合とトラ
ンスコミュニティの経験を共有しました。

また、教育、アウトリーチ、地域社会へのリソースの提供にも力を入れ
ました。その中のひとつ、メンタルヘルスファーストエイドプログラム
は、判断することなく従業員の話にただ耳を傾け、サポートすることを
目指す取り組みです。

英国の「インクルージョン、ウェルビーイング、ナレッジシェアリングコ
ミュニティ（IWSC）」のセッションの1つでは、更年期キャンペーン活
動家でクリエイター兼プロデューサーのKate Muir氏が更年期につい
てオープンに議論して立ち向かうことの重要性を訴えました。

社会
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エンゲージメント
Pitney Bowesは、インクルージョンがエンゲージメントを促進し、エン
ゲージメントがパフォーマンスを促進すると考えています。

従業員の思いを聴くために、パルス調査や多言語による年次グローバ
ル従業員エンゲージメント調査など、さまざまな方法で意見を収集す
る戦略を用いています。このグローバル調査では、従業員体験のさま
ざまな側面をカバーし、お客様重視、チームワーク、イノベーション、マ
ネージャーの有効性、エンゲージメント、ダイバーシティとインクルー
ジョンなど、当社が長期的なビジネス価値の戦略的実現要因と考える
分野に特に焦点を当てます。

私たちは、戦略的実現要因に特に焦点を当てながら、前年度の実績に
対する進捗を測定し、それを業績が好調な組織の外部データベースと
比較することで、より高い基準の成果が達成できるように取り組んで
います。複数年にわたる事業変革開始以来、当社の従業員エンゲージ
メントスコアは、絶対値としても、他の業績が好調な企業の成果と比
較しても、着実に増加しています。2022年も、当社の従業員回答率は
高業績組織の回答率を上回り、全体として高い水準を維持しました。
戦略的実現要因カテゴリでは、6つのうち3つのカテゴリで、業績が好
調な企業の結果を上回りました。

従業員エンゲージメントに関して、ダイバーシティとインクルージョン
のカテゴリにおけるスコアが業績好調のベンチマークをコンスタント
に上回り続けていることを特に誇りに思っています。個々の質問レベ
ルでも、高い業績を上げている組織を上回るスコアを獲得していま
す。Pitney Bowesのインクルーシブな企業文化を根付かせようとして
います。これを顕著に物語る2つの調査結果があります。「自分がどう
受け止められるのかを心配することなく、自分らしくいられる」は、業
績の高い企業よりも4%高く、「Pitney Bowesは、人種や民族、性別、
性自認、性的指向、年齢、障害の有無、その他の違いに関係なく、すべ
ての従業員が機会を得られるよう支援している」は、業績の高い企業
を12%上回りました。

当社は、エンゲージメントの高いマネージャーを特定してそのベストプ
ラクティスを学ぶことで、組織として人材を引き込みパフォーマンスを
推進する能力を向上させています。経験から得た洞察に基づいて、イ
ンフォグラフィックや記事などさまざまなマルチメディアコンテンツを
開発し、従業員とマネージャーがエンゲージメントをさらに深く学んで
会社固有のベストプラクティスを実践できるよう支援します。

年次調査に加え、米国内の施設に勤務する従業員を対象に、携帯電話
を使用して隔週で調査を行っています。1分程度の簡単な調査により、
従業員の懸念をほぼリアルタイムで理解し、傾向を把握することがで
きます。この調査ツールを介して、従業員は経営陣とのより良い対話や
認識を促すコメントも提供できます。

「広範なエンゲージメントは多国間の責
任です。そのようなエンゲージメントが育
まれる環境を作ることは、経営側の責任
です。ただし、それにはチームの幅広いエ
ンゲージメントも必要です」

Marc Lautenbach
Pitney Bowes社長兼CEO
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サプライヤ	
ダイバーシティ
Pitney Bowesでは、全社的なダイバーシティとインクルージョンへのコ
ミットメントに沿って、ダイバーシティの高いサプライヤを利用して事
業を成長させることに取り組んでいます。ダイバーシティの高い企業に
よって革新的な戦略とソリューションが生まれ、コスト、品質、納入分
野で期待通りまたはそれ以上の成果が達成されることにより、グロー
バルなサプライベースが強化されると当社は考えています。

詳しくは、責任ある調達のセクションを参照してください。

報奨と表彰
米国
ダイバーシティとインクルージョンに対するPitney Bowesのコミット
メントは、1950年にNational Urban League for Equal Opportunity 
Employmentから送られた賞を皮切りに、当社の歴史の全期間を通じ
て外部から認められてきました。それ以来、多くの賞を受賞してきまし
た。たとえば、FortuneのBest Companies for Minorities（1998年か
ら6回）、HispanicのTop 100 Companies for Hispanics（1999年から
7回）、Black EnterpriseのBest Companies for Diversity（2000年代に
7回）、DiversityIncのTop Companies for Diversity（2001年から5回、�
そのうちの2004年は第1位）などです。

最近では次のような賞を受賞しています。

•	Forbes：World’s Best Employers（2021年）、Best Employers for 
Diversity（2020年、2021年、2022年）、America’s Best Large 
Employers（2022年）、Best Employers for Women（2018年、2019
年、2020年、2021年）

•	Bloomberg：Gender Equality Index（2019年、2020年、2022年）

•	Human Rights Campaign：100 percent Corporate Equality Index 
（2021年、2022年）

•	Women’s Forum of New York：Breakfast of Corporate Champions 
（2019年および2021年）。取締役会での女性比率が平均より高い�
（取締役の女性が50%）であることを評価

アジア
•	アジアで最も働きがいのある会社（Great Places to Work Institute）
（2021、2022年）

ブラジル
•	Great Place to Work Brasil 2022 - ブラジルにおける最も働きがい
のある会社

インド
•	Top5 Companies In DivHERsity（divHERsity賞、JobsforHer 2021年）

•	Top5 DivHERsity Champions – Ruchi Bhalla（divHERsity 賞、�
JobsforHer 2021年）

•	India's Top 20 IT Companies to Work For（Great Place to Work 
Institute 2020年）

•	Best Business Continuity Practices Award（Zinnov 2020年）

•	Top20 Most Innovative Practice – Women Returnee Program 
（divHERsity 賞、JobsforHer 2019年）

•	Top20 Most Innovative Practice – Women Leadership Development 
（divHERsity 賞、JobsforHer 2019年）

•	Top20 DivHERsity Champions – Ruchi Bhalla（divHERsity賞、�
JobsforHer 2019年）

•	India's Best Companies to Work For（Great Places to Work Institute 
によって9回選出。最近では2022年）

英国
•	2021 Social Mobility Awards – Innovation のファイナリスト

•	Not Red Card Award 2020のファイナリスト（Best Mental Health 
Initiative、SME）

•	Working Families - Best Practice Awardsのファイナリスト

•	2020 Social Mobility Awards – Innovationのファイナリスト
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地域社会組織、キャリア開発パートナーと協力して、フロリダ州のあら
ゆる年齢層の障害者の就職を支援しています。

Business Roundtable

これは最高経営責任者の連合会であり、健全な公共政策を通じて
すべてのアメリカ人のための機会拡大を促進する活動を行っていま
す。Pitney BowesのCEOであるMarc Lautenbachも活動メンバーであ
り、当社では、教育・労働力委員会、人種平等・正義委員会、移民コー
ディネーション、最高ダイバーシティ責任者ワーキンググループでの活
動という形でBRTに参加しています。

Catalyst

この世界規模の非営利団体は、職場におけるインクルージョンを通
じて女性の社会進出を促す活動を行っています。Pitney Bowesは
Catalystに最初に参加した企業の1つであり、1990年代以降、Pitney 
BowesのすべてのCEOがその取締役を務めてきました。CEOのMarc 
Lautenbachは2014年に取締役会に加わり、以来2022年までCatalyst 
Women on Boardイニシアチブ（企業の取締役会への女性の登用を促
進）と、Catalyst CEO Champions For Changeに参加してきました。

当社が提携しているその他の組織には次のようなものがあります。

CEO Action for Diversity and Inclusion
CEO Action for Diversity & Inclusionは、職場におけるダイバーシティ
とインクルージョンを推進する最大規模のCEO主導型ビジネスコミット
メントです。

Council of State Administrators of Vocational Rehabilitation
米国を拠点とするこの組織は、身体障害や精神障害を持つ個人に
サービスを提供する公共職業リハビリテーション機関の管理責任者に
よって構成されています。この組織のメンバーは、約120万人の障害者

ダイバーシティとインク
ルージョンのパートナー
当社は、ダイバーシティとインクルージョンにおける当社の取り組みの
価値は、次のような補完的な使命を持つ他の組織とのパートナーシッ
プによってさらに高まると考えています。

The Able Trust

The Able Trustは、障害者雇用におけるフロリダ州全土のリーダー
的存在であり、障害を持つ人々の雇用機会拡大に専心しています。�
Vocational Rehabilitation（VR）フロリダ支部を支援するためにフロ
リダ州議会によって設立されたThe Able Trustは、フロリダの雇用者、�

のリハビリテーションを監督しています。Pitney Bowesとのパートナー
シップを含めアメリカ全土の企業と連携しているNational Employment 
Team（NET）をサポートしています。

Direct Employers
OFCCPコンプライアンス、差別是正措置/EEO、採用マーケティングの
課題に重点的に取り組む非営利団体。

DiversityJobs
アフリカ系アメリカ人、アジア系アメリカ人、ヒスパニック、女性、退役
軍人、障害を持つ人々、LGBTQ+コミュニティのメンバー、その他のマイ
ノリティグループを含む多様な求職者を雇用する求人掲示板と求人サ
イトのネットワークです。Pitney Bowesは2019年からDiversityJobsと
提携しています。

National LGBT Chamber of Commerce（NGLCC）
National LGBT Chamber of Commerce（NGLCC）は、LGBTQコミュニ
ティのビジネス代弁者であり、LGBTQビジネスコミュニティの経済的機
会拡大に特化した唯一の全米規模の擁護団体です。

PowerToFly
この求人プラットフォームは、女性、トランスジェンダー、ノンバイナ
リー、ジェンダーノンコンフォーミングの人々のコミュニティに手を差
し伸べています。当社は、PowerToFlyのプラットフォームを使用して求
人情報を投稿したり、雇用主のブランディングプロフィールを掲載し
たり、イベントを開催したりしています。Pitney Bowesは2019年から
PowerToFlyと提携しています。

Women in Trucking
Women in Trucking Associationは非営利団体であり、トラック運送業
界で女性の雇用を推奨、それら女性の業績を促進、および業界内で女
性が直面する障壁を最小限に抑制することに力を注いでいます。
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採用と能力開発
Pitney Bowesでは、クラス最高のスキル中心アプローチを利用した人
材育成に重点を置いています。この実現のために、データ重視型アプ
ローチを活用して有能な人材を採用し、現在の従業員の潜在能力を引
き出し、既存のスキルに基づく学習介入およびソリューションを設計し
てさらなる成長を支援しています。適切な経験があれば十分であるに
もかかわらず大卒の学位を要求するなど、職務に必須でない要件を求
人から排除することで、従業員の流動性を妨げる障壁を取り除いてい
ます。

従業員の育成には、会社、従業員、上司の間で「責任あるトライアング
ル」を構築する必要があり、当社ではそのアプローチを採用していま
す。当社では、人事組織全体と、サードパーティとの戦略的パートナー
シップを通じた両面でこのアプローチをサポートしています。私たちの
最終的な目標は、収益性の高い分野での成長を支援すると同時に、従
業員のパフォーマンス能力を向上させることです。

2022年にはPitney Bowesユニバーシティを設立しました。ここでは、
ビジネスの戦略的な優先事項や必須スキルに合わせた、効果的な学習
およびキャリア体験を提供します。ユニバーシティを通じて、継続的に
学ぶことの価値や急速に変化する世界で新しい考え方を取り入れるこ
との重要性を従業員に理解してもらいます。今後は、マイクロメンタリ
ング、ローテーションプログラム、専門的なトレーニング、個別能力開
発のための追加コンテンツを導入する予定です。

この一年の間に、デジタルフルーエンシープログラムを開始し、5,000
人近い従業員から好評を得ました。目的に沿った適切なプログラムの
ため、従業員は2022年も引き続きコースコンテンツを活用しました。

当社の能力開発は目的を持って行われ、ビジネス上の課題に俊敏に
対応します。投資に見合うように、グローバルeコマース、営業、サー
ビス、お客様対応、製品発売支援、リーダーシップ育成の分野におけ
るエビデンスに基づいた意思決定と、目標とする学習成果につながり
を持たせています。Workday Human Capital Management（HCM）プ
ラットフォームによる統一された「統合人材エコシステム」を構築する
ため、人事組織全体でグローバルに連携しています。これは、候補者
と従業員へのサービスを改善すべく人事機能を変革するための複数年
にわたる取り組みです。

Pitney Bowesの必須スキル
今年のキャリアエンパワーメントウィークでは、Pitney Bowesの必須
スキルモデルを発表し、職務レベル別に成功に必要なスキルと行動を
明確にしました。こうした取り組みは、従業員に次のようなメリットを
もたらします。

•	組織の戦略、文化、ビジョンに沿った継続的な教育を保証する

•	社内の従業員の流動性と継承を促進するために、学習機会のチャネ
ルを提供する

•	パフォーマンスの期待値に沿ったリソースを提供する

•	従業員が新たな仕事の機会を社内で模索できるようにする

•	インクルーシブな文化と帰属意識を育む
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リーダーシップアカデミー
2022年、5日間の対面式ワークショップであるリーダーシップアカデ
ミープログラムを試験的に実施しました。このアカデミーは、共感と思
いやりを持って指導し、従業員の経験を向上させ、Pitney Bowesとお
客様のために卓越性を推進するリーダーの能力開発を目的としていま
す。これは、互いに刺激し合い、支え合うリーダーたちのコミュニティ
を作ることを意図しており、そのように機能していると言えます。プロ
グラム実施後、参加者の離職が減少したことが確認されました。これ
らの好ましい結果に基づき、2024年末までにPitney Bowesの現在の
グローバルeコマースリーダーの過半数がこのプログラムを修了するこ
とを目標に設定しました。同時に、新任のリーダー全員が入社後120
日以内にリーダーシップアカデミーを受講することも設定しています。

コアな提供
定期的に新しいリーダーシップ開発プログラムを設計して既存のプロ
グラムを刷新し、コーチング、メンタリング、ピアツーピア学習の提供
を促進し、従業員がスキルを活かして新しいキャリア機会を追求する
のに役立つ体験型の学習機会を設計します。可能な場合には、戦略的
取り組みに沿ったアクションラーニングの成果を組み込み、学習者への
推奨事項を主要な利害関係者と共有しています。

従業員の成功を実現するには、成功を定義しなければならなりませ
ん。それぞれの仕事内容を紹介し、どのようなキャリアパスが考えられ
るかを概説しています。当社が提供する主なサービスの一部は次のと
おりです。

チームリードエッセンシャル
将来監督者を目指す時間給従業員は監督経験を積むためにチーム
リーダーの役割に就きます。このプログラムは特に、目標のスキルを習
得する機会を提供して離職率を削減することを目的としています。参
加者は、チームワークの育成、敬意を持った対話、権力行使にならない
影響力の発揮、対立の解決、エンゲージメント向上、積極的なリテン
ション戦術などの分野のスキルを身に付けます。

監督者向けリーダーシップエッセンシャル
この独立したプログラムは、時間給従業員を監督する新規採用また
は昇進直後の監督者を対象にしています。このトレーニングに参加す
ると、性格診断によって自分の思考力、行動力、影響力を評価するこ
と、直属の部下、同僚、リーダーと生産的な議論を行うこと、部下のス
キルを強化するために個人別のアクションプランを策定すること、そし
て目標設定、コーチング、時間管理を実践することができるようになり
ます。

マネージャー向けリーダーシップエッセンシャル

全社規模のこのプログラムは、新規採用または昇進直後の管理職や、
リーダーシップのベストプラクティスについて再確認したい管理職を対
象としています。着任以降リーダーシップ育成プログラムを修了してい
ないマネージャーも受講できます。このプログラムは、単独プログラム
として、また役割固有のリーダーシッププログラムの前提条件として提
供しています。

拠点リーダーネットワーク（地域をリードし、グローバ
ルに従事）
このプログラムは、従業員50人以上の施設で拠点リーダーを務めるシ
ニアリーダーを対象とし、職場におけるコミュニティ意識、協調性、活
力を促進することを目的としています。これらのリーダーは、コミュニ
ティでのイニシアチブを後押しし、拠点全体のコミュニケーション戦略
を策定して、その拠点の人材に対する理解を深めるようチームに働きか
けます。

高ポテンシャルプログラム
当社は、潜在能力の高い人材を発掘して投資し、従業員の層に厚みを
持たせる必要があると考えています。この実現のために、ビジネス成果
を促進する体験的かつ社会的な公式の学習機会を提供し、インクルー
シブな企業リーダーを育成しています。個々の事業部門向けの特定の
リーダーシップイニシアチブに加えて、4つの全社的な高ポテンシャルプ
ログラムを用意しています。

  �   �Sprint は、公正労働基準法が適用される従業員と、エントリーレベ
ルで公正労働基準法が免除される従業員を対象とした6か月間の
開発プログラムです。このプログラムは、もともと発送技術ソリュー
ション事業部門で開始され、その成功により全社的な取り組みとな
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りました。Sprintは、高い潜在能力を持つ従業員のリーダーシップ
スキルと認知度を高めることを目的としたキャリア開発プログラム
です。この取り組みには、プロジェクト管理、開発計画、および現場
マネージャーに必要なスキルや能力といったトピックが含まれてお
り、同時に、組織のさまざまなレベルのリーダーたちへの対話型ア
クセスも用意されています。

  �   ��Building Value at Pitney Bowes は、ビジネス感覚とビジネス上
の意思決定の重要性について、当社のシニアマネージャーと取締役
を教育するプログラムです。このバーチャルトレーニングでは、リー
ダーがビジネスシミュレーションの環境でリアルタイムの意思決定
を行い、その決定が長期的にどのような影響を及ぼすかを確認し
ます。

  �   ��Leading Other Leaders は、ビジネス戦略を加速させ、変革的
リーダーシップ、相互的リーダーシップ、ネットワークリーダー
シップ（総称してエンタープライズリーダーシップと呼ばれる）
の主要行動を実践、適用、検討するための、中間レベルリー
ダー向け最終プロジェクトによる新たな能力開発機会です。�
このプログラムの目的は、Pitney Bowesでの優れたリーダーシップ
に期待する内容を定義することにあります。

�Pitney Bowesでは、ディレクタークラス以上の幹部を対象に、多くの主
要大学が主催する一流のビジネス認定プログラムを選択して受講でき
る能力開発機会も提供しています。この機会を通じて、当社のリーダー
たちは他のトップ幹部とともに、それぞれの職務の範囲で実際のビジネ
ス課題に取り組みながら学びを深めています。

当社では、従業員が学んだことを維持できるよう、学びを実務に応用
するキャップストーンプロジェクトをほとんどのプログラムに取り入れ
ています。同窓会を組織し、同窓生同士で自分の経験について話し合
い、それを実務に応用して知識を磨くことができるネットワークを提供
しています。これらのネットワークは、非公式な炉辺談話という形式
で、シニアリーダーに接する機会も提供します。

安全性
Pitney Bowesの安全文化には、正しいことを、正しい方法で行うとい
う信条が含まれています。そのため、倫理コンプライアンス委員会が事
業部門と会合を開く際には、安全コンプライアンスが重要なテーマと
なります。当社の現場リーダーと経験豊かなEHS専門家は協力してパ
フォーマンスを評価し、成功事例を共有し、従業員に安全性向上を促
すプロジェクトを作成しています。

安全衛生ガバナンスでは、環境安全衛生チームの専門家のそれぞれの
責任を明確に定義して、トレーニングを提供し、方針を定め、事業所内
でこれらの方針を実施するために事業運営と運営指導について指針を
示しています。このガバナンスの枠組みの中で、当社は安全プログラム
についてベンチマーク評価を行い、指標とデータの分析を通して、プロ
セスの最適化に注力し、継続的な改善を図っています。

これらの活動によって、リスクの特定、ガイダンスとトレーニングの提
供、事故の検証と分析、負傷の削減を実現しています。また、安全指
標、傾向、リスク、規制活動について、地域拠点管理者とシニアリー
ダーに定期的な報告も行っています。最近では安全に対するガバナン
スに重点を置き、社内安全チームのリーダーと事業所のリーダーで構
成される安全プロジェクト管理チームを設立しました。このチームは、
エグゼクティブスポンサーの最新情報を定期的に提供しています。さら
に、安全チームは、運営リーダーを対象とした月次研修プログラム、施
設で働く従業員を対象とした日次安全ハドルトレーニング、各事業所の
安全コーディネーターを対象とした月次トレーニングを刷新しました。
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安全実績
従業員に「安全な環境で働いていると思うか」と尋ねた調査で
は、90%以上の従業員が「はい」と回答し、取引先や社用車を含め、
職場は安全な場所だと述べました。注目すべきは、この数字が高水
準を維持しており、90%以上の従業員が同様の回答をしていること
です。

主要指標は当社の全体的なEHS実績評価の重要な部分であり、当社は
安全委員会の会議、従業員トレーニング、施設レベルの検査などの指
標を追跡しています。重大インシデントはすべて24時間以内にEHS、
拠点リーダー、地域のバイスプレジデントによって検証され、調査、根
本原因の特定、および是正措置策定のためのリソースが存在し、それ
らをネットワーク全体で共有できることが確認されます。

当社の指標は、事業所のフルタイムの従業員と臨時従業員を対象に、
勤務時間を200,000時間として計算されました。最も多い負傷は、手
作業による資材ハンドリング（持ち上げ）に関連する挫傷です。このた
め、当社では、シフト前のストレッチ、人間工学に基づいた改善、適切
な持ち上げ技術に関するトレーニングを提供しています。適切な技術
で従業員をサポートするために1つの事業所にアスレチックトレーナー
を増員しました。来年にはこれを他の事業所にも拡大する予定です。

2019年｜2020年｜2021年｜2022年｜通年のOSHA
記録による合計件数

Sum of 2019 Sum of 2020 Sum of 2021 Sum of 2022

リスク低減
リスク低減は、当社の業務管理における中核的なプロセスです。各拠
点は、リスクを緩和または排除するための措置の特定および実施に取
り組んでいます。すべての主要プロセスに危険リスク評価（HRA）を使
用することが、重要な要素となります。これにより、リスクを緩和する
ために必要な個人用保護器具（PPE）と、エンジニアリングおよび管理
上の統制（トレーニングの更新など）が特定されます。HRAは、当社の
安全衛生管理システムを継続的に改善するために定期的に更新および
評価されます。新しいリスクが見つかった場合は、事故調査、ニアミス
レポート、施設監査プログラムと併せて、別途必要な更新が行われま
す。今年、当社は特定されたリスクを軽減するために根本原因を分析
しました。リスクの低減ならびに主要な安全対策と連絡を目的とした
月1回のトレーニング、コミュニケーション、グループミーティングを提
供するのに加え、特定の問題と改善の機会に関する安全性アラートと
教訓を作成しています。

リスクをさらに軽減するために、新入社員オリエンテーションプログラ
ム、オンライントレーニングとコミュニケーション、トピック別のワーク
ショップとウェビナー、メンタリングなど、包括的なトレーニングと意
識向上プログラムを提供しています。新しい自動化およびロボット工学
の安全性とエンジニアリングの詳細を徹底的に検証するプロセスを実
施し、新しいすべての機器の一貫性ある設置と安全な操作を確保する
ためにロボット工学と自動化の安全基準を立案しました。当社のEHS
チームは、オペレーターやエンジニアリングチームと協力して、新しい
テクノロジーのリスク評価を現場でも行います。

社会
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動力付き産業車両（PIV）の安全性
2022年、PIV関連の事故件数を減らす努力を続けたところ、特にPIV
事故の件数が減少しました。ドックの安全運営に関するコミュニケー
ションを強化し、すべてのPIV事故を24時間以内に検証し、学んだ教訓
を施設のネットワーク全体で共有し続けています。施設内のすべての
PIVオペレーター向けに、標準化されたPIV講座と実践トレーニングを
再考案して実施しました。当社は、シニアビジネスリーダーにこれらの
リスクの軽減に協力してもらうため、これらのリーダーにPIV指標を毎
月報告しています。新しいすべての建物で実施するエンジニアリング制
御と安全基準の新しいパッケージを（データ分析から得た教訓に基づ
いて）開発し、新しい管理制御とエンジニアリングソリューションを引
き続き実施しています。

2018年 2019年 2020 2021 2022

総労働災害数 379 409 375 293 297

総災害度数率 2.39 2.68 2.52 1.94 2.44

2018年 2019年 2020 2021 2022

労働損失時間数 96 127 144 116 138

労働損失時間率 0.67 0.77 0.96 0.77 1.13

労働制限時間数 225 251 180 147 149

労働制限時間率 1.42 1.58 1.23 0.96 1.22

総労働災害 カテゴリ別の負傷

ONE 1 PB Buck

Pitney Bowes Bucks

当社の安全文化の手本となる個々の第一線倉庫従業員を表彰し称賛
するのは、重要なことです。地域拠点管理者は、「PB Bucks」を定期的
に給付しています。これは、ニアミスまたは危険な状況の報告や、PIV
での安全運転技術の実践など、安全上の危険とリスクの軽減について
イニシアチブを発揮した個人に対して贈られるもので、ギフトカードま
たはPitney Bowesブランドの品物と交換できます。当社では、先を見
越した安全文化を強化し、このプロセスを役立てるようチームに奨励
しています。安全な行動に報いることは、怪我や病気の可能性の少な
い労働環境の維持につながります。このプログラムは2022年春に全施
設に展開されました。

社会
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安全性監査
当社では、コーチングのために正式な監査と非公式な現地査察の両
方を行い、業務の安全性を定期的に確認しています。現地査察と監査
を、コーチングとコラボレーションの機会としても利用します。欠陥を
特定し、是正措置を追跡システムに入力し、解決まで監視します。毎
年の監査と現地査察のリストを計画する際は、最近の負傷、負傷の程
度、過去の監査の時期と所見、新しいプロセスや機器、拡張や建設、
人員の経験などの要因に基づいて優先順位を付けます。

車両の安全性
当社では、従業員のためにも、自動車を運転する一般市民を保護する
ためにも、安全とコンプライアンスに取り組んでいます。クラス最高の
オリエンテーションとトレーニングを提供し、正しいことを、正しい方
法で行うという会社のモットーを反映した期待と説明責任を確立する
ことで、成功するためのツールを各従業員に確実に提供します。トレー
ニングには、オリエンテーション中に提供され、2年ごとに更新される
事故防止運転講座、職務に影響する規制に関する指導、先輩従業員
による実地トレーニングが含まれます。各新人はこれらのトレーニング
を通して、Pitney Bowesに対するお客様の期待に応えられるレベルで
安全かつ合法的に職務を行う方法を学びます。今年、ドライバー向け
の安全コンテンツと方針を作成し、ドライバー安全委員会を設立しま
した。また、新しい規則や社内のさまざまな安全トピックについて、ド
ライバーと継続的に情報を共有しています。さらに、ドライバーがアイ
デアや懸念事項についてフリートリーダーと直接やり取りできるドライ
バーフィードバックアプリケーションを維持しています。

当社のプロセスには、新しいテクノロジーが取り入れられています。�
ダッシュカメラと衝突緩和装置を車両に使用することは事故回避の助
けになり、発生した場合には根本原因を特定できます。

社会
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2022年通年のOSHA記録による負傷数｜原因別｜�
上位10位

Lifting

50

Pushing
or pulling

14

Fall on the
same level

15

Strain or injury by, NOC

12

Repetitive motion

11

Fall, slip or trip, NOC

12

Bending

9

Trip

7

Reaching

7
Fall/slip from a di�erent level

6
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心身の健康
Pitney Bowesは、従業員とその家族の健康に対する自社のコミットメ
ントに大きな誇りを持っています。当社の価値観の中で、ウェルビーイ
ングの文化は長い間重要な部分を占めてきました。この取り組みを実
践する方法の1つとして、世界中の従業員に包括的なウェルネスプログ
ラムを提供しています。

ミズーリ州セントルイス

ウェルネスプログラム
2022年には、従業員とその家族がアクティブに活動し、つながりを保
つよう促すため、さまざまなワークスタイルを持つ従業員が利用しや
すい、バーチャルおよびオンサイトのウェルビーイングプログラムを提
供しました。今年で16回目を迎えるOne-in-a-Million Dayグローバル
ウォーキングイベントを開催しました。このウォーキングは「世界従業
員健康フィットネス月間」を記念したもので、4か国48か所で行われ、
参加者の合計距離は2,700万歩に達しました。また、Get Movingフィッ
トネスプログラム、Change One Nutritionプログラム、年末のホリデー
シーズンに向けて心身の健康に焦点を当てた5 Days of Joyプログラム
も実施しました。

4か国48か所で同日中にウォー�
キングイベントを開催し、
合計2,700万歩以上を達成

2,875人の従業員とその家族が、セル
フケアを奨励する年間報奨プログラム
の一環として、体の健康の向上や年次
健康診断の受診など、健康的な行動を
とることで報奨金を獲得しました。

2,700万歩 

自国語で確認できるPitney Bowesの福利厚生ウェルネス情報

セルフケア従業員福利厚生
人中心の企業として、従業員のウェルビーイング（幸福）ほど重要なも
のはありません。そのため、競争力のある福利厚生を提供するだけで
なく、キャリア研修、能力開発計画、ウェルネス、奨学金など、従業員
それぞれの具体的なニーズに対応した福利厚生を提供するよう努め
ています。世界中の従業員は、健康、ウェルネス、人生、教育、金融な
ど、さまざまな福利厚生から自分のニーズに合ったものを選び、家族を
サポートすることができます。たとえば以下を提供しています。

•	医療、歯の健康、目の健康、および処方箋

•	メンタルヘルスカウンセリング

•	ウェルネスプログラム

•	ストレス管理

•	フィットネスプログラム

•	育児休暇

•	子育て・高齢者介護の給付金

•	授業料の返還

•	キャリア研修

•	財務計画

•	オンサイトのセルフサービス生鮮食品市場

社会
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医療を利用しやすくする
当社は、米国内の9,000人を超える従業員に質の高い医療サービスを
手頃な料金で提供することに加え、できる限り利便性の高い医療を受
けられるよう福利厚生プログラムを構築しています。インフルエンザな
どの予防接種や、マンモグラフィ/皮膚がん検診/血糖値検査などの毎
年の健康診断や検診など、命を救うための予防措置を講じることを従
業員に奨励しています。これらはすべて、Pitney Bowesのすべての医療
プランでカバーされています。私たちは、年齢や性別に応じて推奨さ
れる検診の完全なリストを提供するとともに、遠隔医療サービスを通

じて認定医師と医療提供者のネットワークに24時間アクセスできるよ
うにしています。また、心臓の健康、糖尿病、感情的な問題、回復力な
ど、特定の懸念事項に対処するプログラムも提供しています。2022年
には、インフルエンザの予防接種を可能な限り利用しやすくするため、
訪問診療を設定し、無料のインフルエンザ予防接種券を配布しまし
た。2022年9月、当社は統合筋骨格系ケア（IMC）を追加し、従業員が
筋肉や関節の痛みを解消し、機能を回復できるよう理学療法士やカイ
ロプラクターをより手頃な料金で利用できるにしました。福利厚生に
は、無料のセルフケアモバイルアプリが含まれています。

昨年は、2,875人のPitney Bowes従業員と
その家族が、セルフケアを奨励する年間報
奨プログラムに参加しました。参加者は、
フィットネス活動を増やしたり、年に一度
の健康診断を受けたりといった健康的な
行動をとることで報酬を受け取りました。

「毎年恒例のGet Movingコンペティショ
ンを通じて、多くのドイツ人参加者が貴
重な体験をしました。ここ数年、私たち
はドイツの2つのチームと協力し、一緒
に何百万もの歩数を刻んできました。
皆、大いに楽しみました。過去2つの大
会で他の国の参加者たちと優勝を分か
ち合えたことを嬉しく思います」 

Stefan Kiessler 
人事マネージャー、ドイツ

One-in-a-Million Dayウォーク（コネチカット州シェルトン）

社会
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人々の健康への
歩みを導く
Pitney Bowesでは、地域別および全世界
向けの各種フィットネスおよび栄養プロ
グラムも提供しています。これらのプログ
ラムは、従業員が有益なライフスタイル
を選択する動機付けとなるよう考案され
ています。ウェルネスチームは、登録栄養
士、認定ヘルスコーチ、運動生理学者で
構成されています。また、ボランティアで
ウェルネスイベントをコーディネートする
Pitney Bowes Wellness Championの世界的ネットワークもあります。
当社のサービスを通じて、従業員は、栄養カウンセリング、健康指導、
フィットネスクラス、チームベースのプログラムといった分野の現場アク
ティビティ、バーチャルアクティビティ、電話サービスを利用できます。

経済的責任と健康
Pitney Bowesの健康哲学で欠かすことができないのが経済的な幸福
です。当社は、従業員の経済的目標の達成を支援するためのプログラ
ムとリソースを提供しています。米国において、当社は、従業員が財務
管理、予算作成、将来に備えた貯蓄について専門家のガイダンスを受
けられるようにするプログラムとアプリを提供しています。

•	財務管理サービス 

•	会社拠出の401k 

•	予算管理、貯蓄、給料前払いアプリ

•	従業員割引プログラム

•	貸出および購入ツール

•	従業員信用組合

•	住宅保険、自動車保険、ペット保険商品の割引

Guild
米国では、ギルドエデュケーション（Guild Education）という新たな仕
組みを導入し、年間最高10,500ドルを学習と能力開発に充てる授業料
補助給付を拡大しました。語学学習、高校卒業資格取得コース、大学
進学準備コース、修了証・学位取得プログラムなど、20以上の質の高
い教育機関の160以上のプログラムを利用できます。すべての人が教
育を受けやすくするため、従業員は入社日の翌月1日から登録でき、上
司の承認は不要になりました。また、ギルドエデュケーションプログラ
ム以外でもグローバルな機会を提供し、アクセスしやすい環境を整え
ています。

「Pitney Bowesは、従業員のウェルネス
に配慮し、身体、心、精神の健康を守る
プログラムを提供しています。バーチャル
フィットネスクラスのおかげで、仕事の合
間に体を動かしたり、録画したセッション
を時間のあるときにいつでも見ることがで
きます。このような息抜きを持つことで、
効率よくトレーニングし、仕事に戻ったと
きには、リフレッシュした新たな気持ちで
集中し直すことができます。お客様や同僚
にうまく対応し、自分のタスクに取り組む
ことができます」 

Stephanie Joy 
ディレクター、サービスマーケティング＆	
イネーブルメント

社会
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感情的回復力の文化を育む
Pitney Bowesでは、精神的、感情的な幸福に重点を置くことが、身体
的な幸福と同様に重要と認識しています。当社の従業員支援プログ
ラムは15か国で利用でき、従業員とその家族にメンタルヘルスカウン
セリングや関連リソースを無料で提供しています。今年、当社は新し
いプロバイダと提携し、無料で受けられるコーチングやセラピーセッ
ションの数を増やし、アクセス速度を向上させることで、メンタルウェ
ルビーイングサービスを拡充しました。改訂された計画では、ネット
ワーク外の訪問が含まれ、対象となる訪問の回数が増えることで、メ
ンタルヘルスプログラムがより利用しやすくなりました。米国では、従
業員はいつでもオンラインリソースを利用でき、カウンセリングの予約
を自分で入れたり、資格を持つカウンセラーのネットワークに接続し
たりできます。

カウンセリングに加えて、従業員とその家族は、有資格のワークライフ
スペシャリストに連絡し、ライフイベントのナビゲーションに役立つ個
別のガイダンスを受けることもできます。スペシャリストがサポートを提
供できる分野は次のとおりです。

•	育児または介護

•	世帯維持サービス

•	財務または法的ガイダンス

•	地域社会サービス

•	緊急時用リソース

サービスの促進と従業員のエンゲージメントを支援するために、不
安、健全な関係の構築、ダイバーシティと違いの受け入れなど、さまざ
まなワークライフ関連トピックに関する毎月のウェビナーを提供してい
ます。また、15分間のガイド付き瞑想セッションを毎週実施して、心が
折れそうになっている従業員や数分間のリフレッシュが必要と思われ
る従業員に、落ち着き、集中力、リラックスをもたらす支援も行ってい
ます。

2022年には、有資格の心理士によるウェルビーイングセッションを17
チームに提供しました。セッションは、成長マインドセット、ピークへ向
けた精神的準備、職場における感情的安全性、燃え尽き症候群の回
避などのトピックに焦点を当てました。

また、メンタルヘルス問題への意識を高め、スティグマや差別を減
らし、従業員が利用できるメンタルヘルスリソースを促進することを
目的とした、従業員ウェルビーイングおよびエンゲージメントキャン
ペーンも作成しました。毎月のウェビナーに加えて、メンタルヘルス
に対する意識をサポートする2つのグローバルイベント（5月のMental 
Well-being Weekと、10月のGlobal Mental Health Day）も開催しまし
た。ライブのオンデマンド仮想イベントを主催し、業界の専門家やゲス
トスピーカーを招いて、精神的、身体的、さらには経済的な健康に関す
るトピックについて話し合いました。世界中の従業員が都合の良い時
間に参加できるようにスケジュールを考慮し、フランス、ドイツ、日本の
従業員には現地の言語でセッションを提供しました。

2022年には、有資格の心理士による
ウェルビーイングセッションを17チーム
に提供しました。セッションは、成長マ
インドセット、ピークへ向けた精神的準
備、職場における感情的安全性、燃え
尽き症候群の回避などのトピックに焦
点を当てました。

社会
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職場と家庭において家族をサポー
トする
当社では、福利厚生サプライヤと協力して、介護者としての責任を果
たす家族を支援するプログラムを提供しています。Bright Horizons 
Back-Up Careを通じて、米国の従業員は子供や高齢の家族、あるい
は自分自身のために医療提供者にアクセスすることができます。2022
年、この給付にはペットの世話も含まれるようになりました。Bright 
Horizonsは、家庭のニーズにも対応するほか、個別指導サービスなど
の学習支援リソースも提供しています。

がんとの闘いにおける革新的な�
医療
Pitney Bowesは、医療費の高騰にもかかわらず、自社が提供する
福利厚生とリソースの質を高める努力を毎年行っています。Health 
Transformation Alliance（HTA）とのパートナーシップにより、米国に
おける従業員の医療問題への取り組みが強化されています。当社は、
成果を高め、従業員とその家族一人ひとりに合った効率的なエクスペ
リエンスを確保する製品・サービスを設計しながら、医療費を抑制す
る革新的な方法に引き続き注力していきます。

がんの検診と予防は、当社の教育および啓発戦略の最前線にありま
す。Johns Hopkins Work Strideの職場でのがん管理プログラムを通じ
て、（直接または介護者として）がんの診断に直面する従業員やその家
族をサポートしています。また、従業員のがん診断と治療の過程におい
て特別なガイダンスを必要とするマネージャーにもサポートを提供し
ます。複雑でまれながんを患っている人は、世界的に有名ながん研究
治療センターのAccessHopeを介した特別なサポートとガイダンスが
受けられます。

社会
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責任ある調達
当社にとって、サプライヤはお客様と同様に重要な存在
です。当社は、私たち全員の持続可能な未来を支える
循環経済に向かって目的を持って前進しており、サプラ
イヤにソリューションの不可欠な側面を担ってもらいな
がら協業しています。地球環境を保護する目的だけで
なく、あらゆる事業活動において多様性を尊重する当
社の価値観に賛同するサプライヤを求めています。

多様なサプライヤと
の取引を増やすこと
を目的としたTier II 

Subcontracting 
Programの開発 

DisabilityINとVIB Networkへの新規加盟を開始し、
マッチメーカーイベントや年次大会を通じて会員に

アクセス

DisabilityINやNGLCCなどの
会員組織と提携するメンター
シッププログラムを開始

社会
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サプライヤ行動規範
サプライヤの品質と、サプライヤとの関係は、当社が成功するための重
要な要素です。当社の製品とサービスに最高の品質を保証するため、
サプライヤにも同等の基準を課しています。サプライチェーン全体に、
労働環境が安全であること、従業員の尊厳が守られていること、製造
工程が環境的および社会的に責任あるものであることを求めていま
す。サプライヤに指針を示すため、サプライヤ行動規範を提供していま
す。当社は、Pitney Bowesへの商品およびサービスの生産に関わる下
請けのサプライヤにも、この規範を適用することを求めています。サプ
ライヤ行動規範については、こちらを参照してください。

サプライヤダイバーシティ
多様性に対する当社のグローバルな取り組みは、従業員だけでなくサ
プライヤにも及びます。私たちは、グローバルなサプライベースにおけ
るダイバーシティの高い企業によって革新的なソリューションが生ま
れ、品質、コスト、敏捷性、柔軟性、納期の面で期待以上の成果がもた
らされると考えています。

サプライヤダイバーシティプログラムは、人種差別との闘いに積極的に
関与し、好機を創出し、ビジネスを強化する機会を提示します。当社で
は今年、サプライヤダイバーシティマネージャーを採用し、Tier IIの開発
や特定の事業部門の目標に焦点を当てながら、これらのプログラムを
さらに発展させてきました。2022年にサプライヤポータルも刷新し、
多様性が強調されるようにしました。

当社は以下に重点を置いて、多様性のあるサプライヤがパートナーとし
て見なされる機会を奨励しています。

•	マイノリティ（アフリカ系アメリカ人、ヒスパニック系アメリカ人、ア
ジア系アメリカ人/アジア亜大陸、ネイティブアメリカン、アラスカ先
住民を含む）

•	女性が経営する中小/大企業

•	退役軍人、傷痍退役軍人

•	中小企業

•	HUBZone（歴史的に十分に活用されていないビジネスゾーン）にあ
り、その認定を受けている中小企業

•	レズビアン、ゲイ、バイセクシュアル、トランスジェンダー（LGBTQ+）

•	経済的に不利な中小企業（SDB）

•	障害を持つアメリカ人

2023年にエンゲージメントのルールプロセスを導入し、すべてのPitney 
Bowesのバイヤーが提案依頼書（RFP）において多様性のあるサプライ
ヤと連携することを義務付けました。同時に、多様なビジネスの成長
と持続可能性に重点を置くサプライヤ開発組織との提携を継続してい
ます。当社は、年間を通じてさまざまなサプライヤ開発イベントに参加
し、マッチメーカーイベントを通じて潜在的なサプライヤと定期的に交
流しています。

過去4年間、当社は、WBENC（Women's Business Enterprise National 
Council）が主催するWeTHRIVEプログラムを通じて、女性の企業の財
務的発展に積極的に関与してきました。

Tier IIサプライヤダイバーシティ�
レポート
サプライチェーン全体の多様性を促進するために、一部のお客様は、
直接的および間接的なサプライヤ支出（すなわち、サプライヤ自身の
サプライヤ）を監視しています。当社では、特定のダイバーシティサプラ
イヤカテゴリに配分されるそれぞれのお客様の収益割合に基づいた間
接的計算方法を使用して、年間収益1,000,000ドル以上のお客様に、
この追加レポートを提供しています。現時点のカテゴリには、中小規模
の、少数民族が経営する企業、女性が経営する企業、LGBTQ+が経営
する企業、退役軍人および傷痍退役軍人が経営する企業、中小の認定
HUBZone企業が挙げられます。

2023年、当社はトップ50プライムにTier II報告の提出を依頼するTier II
報告プログラムを導入しました。このアウトリーチプログラムにより、プ
ライムが多様性のある中小企業と行っているすべての外注支出を把握
することができます。

2022年のWBENC年次大会のマッチメーカーイベン
トで、女性が経営するリース企業、Merrimak Capital
と出会いました。商談の結果、MerimakはPitney 
Bowesと契約締結に至りました。Pitney Bowesは、�
2023年WBENC年次会議でMerimakの出展ブースを
支援するなどMerimakを後援しています。

社会

https://www.pitneybowes.com/us/supplier-information.html
https://www.wbenc.org/programs/wethrive/#more-information
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サプライヤダイバーシティ�
資格と認定
私たちは、製品とサービスに関する高い品質基準を満たすことをす
べてのサプライヤに期待しています。ダイバーシティ企業がPitney 
Bowesのサプライヤとして検討されるためには、Connecticut Supplier 
Connectionに登録することが推奨されます。Connecticut Supplier 
Connectionは、コネチカットを拠点とする他の企業と協力して設立さ
れたオンラインポータルです。このポータルを利用して、潜在的なサプ
ライヤを特定し接触することができます。サプライヤになろうとする小
規模なダイバーシティ企業にとっては、このプラットフォームを利用して
いるいずれかの会員企業に発見され採用される可能性のある機会が
得られます。サプライヤ登録の詳細については、こちらを参照してくだ
さい。

また、ダイバーシティサプライヤには、次のような認定機関による認定
を取得することも推奨しています。

•	National Veteran-Owned Business Association（NaVOBA）

•	National Minority Supplier Development Council（NMSDC）

•	Women’s Business Enterprise National Council（WBENC）

•	Small Business Administration（SBA）

•	National LGBT Chamber of Commerce（NGLCC）

•	当社は、米国の連邦、州、地方政府による認定も受け入れます。

2023年、当社はDisability:INビジネスにおける障害者の包摂と平等を
推進する世界的組織、およびVeterans in Business（VIB）の正式メン
バーとなり、それぞれのサプライヤ会議に出席するようになりました。

「サプライヤダイバーシティへのコミットメ
ントは、新製品、サービス、ソリューション
の導入を通じてイノベーションを促進する
ため、Pitney Bowesに多くの利益をもたら
します。信頼できる優れたサプライヤを得
て、あらゆる規模の企業の収益を向上さ
せ、地域社会を強化できるので、すべての
企業がお互いに有益な関係を築けます」 

Wendy Moreno 
シニアマネージャー、サプライヤダイバーシティ

サプライヤダイバーシティ法人会員

社会

https://ct.supplierone.co/
https://ct.supplierone.co/
https://www.pitneybowes.com/us/supplier-information.html
https://www.navoba.org/contact
https://nmsdc.org/
https://www.wbenc.org/
https://www.sba.gov/
https://nglcc.org/
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サプライヤダイバーシティの実績
2022年、米国を拠点とするサプライヤにPitney Bowesが支払った総
支出のうちダイバーシティサプライヤ（中小企業も大企業も含む）の占
める割合は24.8%でした。中小企業と中小のダイバーシティ企業が占
める割合は、全体の17.4%でした。

表彰と受賞
当社のサプライヤダイバーシティプログラムは、主要な業界団体や出版
物から常に高く評価され、何度も賞を受賞しています。以下に一部を紹
介します。

•	NaVOBA’s（National Veteran-Owned Business Association） – Best 
Corporations for Veteran’s Business Enterprises（2019年、2020
年、2021年、2022年）

•	WBENC - Women’s Business Enterprise National Council – 2019
年、2023年 America’s Top Corporations for Women-Owned 
Businesses

サプライチェーンの透明性
紛争鉱物
ドッド＝フランク法第1502条は、1934年証券取引所法第13条(a)項ま
たは第15条(d)項に基づき証券取引委員会に報告書を提出するすべて
の発行者に、発行者の製品の「機能または製造に必要な」スズ、タン
タル、タングステン、金（「紛争鉱物」）が、コンゴ民主共和国（DRC）
または周辺国（「対象国」）原産かどうかを申告および/または公開す
るように求めています。Pitney BowesのForm SDおよび紛争鉱物報告
書では、2023年5月に取り組んだサプライチェーンのデューデリジェン
スを公開し、当社の製品に使用された紛争鉱物がDRCの対象国原産
かどうかの判定を試みています。この報告書はこちらからダウンロード
できます。

カリフォルニア州サプライチェーン透明法/英国現代奴
隷法に基づく声明
Pitney Bowesは、カリフォルニア州サプライチェーン透明法と英国現
代奴隷法に従い、全世界のサプライチェーンから強制労働と人身売
買を排除するための当社の取り組みとして、サプライヤに求める事項
を開示しています。当社と直接取り引きするサプライヤは、サプライヤ
の行動規範に定められた基準を守ることを表明し、人身売買に加担し
ていないことを証明する情報へのアクセスを当社に許可し、行動規範
を二次受け以降のサプライヤに拡張することに契約により同意する必
要があります。カリフォルニア州サプライチェーン透明法に基づく声明�
（こちら）と英国現代奴隷法に基づく声明（こちら）をご確認くだ�
さい。

社会

https://www.sec.gov/Archives/edgar/data/78814/000007881423000022/a2023formsd.htm
https://www.pitneybowes.com/content/dam/pitneybowes/us/en/our-company/pbi-california-transparency-in-supply-chains-act-statement-2012.pdf
https://www.pitneybowes.com/content/dam/pitneybowes/uk/en/legal/modern-slavery-act-statement-2022.pdf
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お客様体験 
当社では、すべての活動でお客様を中心に据えていま
す。お客様の組織および個人としての経験に利益をもた
らすエクスペリエンスを優先し、設計し、提供します。

お客様に対する継続的なコミットメントが、すべての人
にとってより幸福感を得られる経験を生み出し、これか
らも私たちを正しい方向へと導いてくれるはずです。

2022年にお客様中心
のイノベーションに関
して2つの賞を受賞

52人のシニアリーダーが
提携し、お客様のための
チーム文化を推進

お客様の	
ためのチーム

デザイン思考の�
トレーニングを受けた
従業員数の増加率�
（前年同期比）

23%

社会
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お客様体験への影響
お客様にコミットするという方針のもと、私たちはPitney Bowesとの取
引が容易でやりがいのあるものになるよう尽力しています。当社とのビ
ジネスにおけるお客様の満足度が向上していることから、この取り組
みは成功していると言えます。

発送技術ソリューション
当社の発送技術事業は、目的意識を持って、輸送と郵送の複雑さを取
り除くことに専念しています。まず、お客様が何を必要としているかを
尋ね、その答えに注意深く耳を傾けることで、要望に応え、お客様に価
値を提供します。

2022年、当社は主要なお客様体験を合理化し、当社との取引を簡
素化するようにしました。これには以下が含まれます。

•	分析など、郵便や小包の発送に必要なソリューションにお客様が簡
単にアクセスできるようにするShipping 360 Platformを導入しまし
た。このプラットフォームは、シンプルなアカウント設定とシームレス
なアクセスを提供し、最適なお客様体験をサポートします。

•	オンラインポータルの「Your Account」に高度な検索機能を追加
し、サポートを必要とするお客様が必要な情報によりダイレクトに到
達できるようにしました。この取り組みや他の同様の取り組みを通じ
て、お客様からの電話による問い合わせが20%近く減少しました。

•	米国のお客様が「Your Account」からアクセスできるプロアクティブ
な技術サポートツールを新たに設計・開発しました。このツールは、
問題が発生した場合にお客様に通知し、解決方法をアドバイスし�
ます。

•	どのような内容であっても、お客様のニーズを迅速に解決することに
注力できるよう、アカウントチーム、技術チーム、サプライサポート�
チームの連携を図りました。

•	米国でのデジタル決済プロセスを強化し、よりシンプルで効率的な
決済にした結果、これまでで最高のお客様満足度を獲得しました。

SendPro Mailstationのお客様においては、お客様にとって最も関心の
高い革新的機能が実装されたということで、過去2年間で最も高いお
客様満足度となりました。当社は、お客様が直面する課題と、お客様

当社の発送技術事業では、60万社以上のお
客様が90万台以上の発送デバイスとSaaSソ
リューションを利用しています。当社は革新的
な製品とソリューションをお客様に提供し続
けます。

60万社以上

対象とする市場において、当社は魅力的で比
類のないエンドツーエンドの価値を提案する
ことで、平均で8年以上お客様との関係を保
持し、90%の顧客維持率を達成しています。

90%の 
維持率 

の生活を改善できる機会を把握するためにさまざまな手法を採用して
います。そのことを常に念頭に置いて、製品、サービス、機能に優先順
位をつけています。

社会
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事前仕分けサービス
Pitney Bowesの米国を拠点とする事前仕分けサービス事業は、すべて
のお客様に、他の大手企業とは一線を画すワンランク上のサービスを
提供しています。

当社は、長年収集してきたお客様の意見を反映し、より現代的で、信頼
性が高く、使いやすくい、新たなクライアントポータルを開発しました。
このサービスを展開する中で、お客様からすでに好意的なフィードバッ
クを受け取っています。具体的には、プラットフォームの強化によって、
事前仕分けサービスのアカウント管理に費やす時間を短縮し、ビジネ
スの運営により多くの時間を投じられるようになったということです。

グローバルeコマース
グローバルeコマースでは、シンプルながら非常に重要なコミットメン
ト「eコマースロジスティクス。もっと簡単にするのみ」を軸に、ブラン
ドと市場の差別化を図っています。

•	重要なホリデーシーズンのピークに小売業者のお客様の負担を軽減
するため、当社は業務を合理化して、信頼性の向上と配達時間の短
縮を実現し、標準的な配送サービスのピーク時における小包対応で
すべて期待以上の成果を上げました。

•	お客様の体験から煩雑さを取り除くことに重点を置きながら、進化
するお客様のニーズに応えるために革新と開発を続けた結果です。
たとえば、小包の発送ステータスや荷物の追跡など、消費者からの
問い合わせに対応するために手作業で行っていた調査を自動プロセ
スに置き換えました。これにより、お客様は小包のステータスや現在
地をデジタルで即座に把握できるようになり、荷物を待つ消費者か
らの問い合わせに迅速かつ簡単に対応できるようになりました。新
しい追跡機能が可視化されたことで、お客様が手作業で行う問い合
わせの処理数が43%減少しました。これに伴い、お客様満足度も向
上すると思われます。

•	毎週実施している当社のBOXpoll調査の結果から、市場や消費者へ
のコンサルティングに役立つインサイトを導き出しました。

毎週、お客様からの意見をもとに、時事問題、文
化あるいはeコマースロジスティクスなどについて
2,000人以上のオンラインショッピング利用者に
アンケートを実施しています。たとえば、返品詐欺
の懸念が高まっていることについてお客様と話し
合った後、どのような返品行為であれば社会的に
受け入れられるかを消費者に尋ねました。その結
果、オンラインショッピングをした人が配送料が
無料になる「返品理由」を選んでも気にならない
と回答した人は44%でした。

これは、お客様がビジネスを運営する際に消費
者の意見に基づいた意思決定をするのに役立ち
ます。

2,000 
BOXpoll 
調査

社会
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お客様中心主義を貫く方法
当社のグローバルなお客様をすべての活動の中心に据え続けること
は、人間性と共感をもってイノベーションを実践し、お互いの優先事項
を一致させ、関係作りのあらゆる段階でお客様の体験を考慮すること
を意味します。お客様を中心に据えている2022年の例をいくつか紹介
します。

•	デザイン思考とも呼ばれるお客様中心のイノベーションは、当社の事
業部門における主要な戦略的取り組みの不可欠な要素となっていま
す。そして、このような取り組みにおける幹部の支援は著しく大きく
なっていると見られています。資格のあるPitney Bowes従業員の7%
が、お客様中心のイノベーションの実践とアプローチに関する詳細
なトレーニングを受講しています。これにより、共感力を持って革新
に取り組み、解決すべき問題に正しく優先順位を付け、お客様の意
見を常に前面に出して協力することができます。

•	数十人のシニアリーダーの大半が、お客様のためにチーム文化を推
進するプロジェクトに従事しています。これらのプロジェクトの多く
は、Pitney Bowesの全従業員がお客様との共感を高めることに重点
を置いています。

•	インドのチームは、事業所から地理的に離れた多くのクライアント
と仕事をしています。当社のお客様中心主義プログラムは、クライア
ント認識セッションを通じて、お客様の視点をソリューション開発に
取り入れています。

•	グローバルeコマースチームは、お客様のビジネス目標とより密接に
つながり、より良いサービスを提供する方法を特定するために、デザ
イン思考を利用しています。その結果、有益なプロセスの変更を見出
し、従業員大使（Employee Ambassador）という新しい役割を立ち
上げました。

We walk in our clients’ 
shoes in all that we do

to enable their success. 

Client

We find new ways to create 
value through innovative 
solutions, processes and 

business models.

Innovate

Our people work together 
across Pitney Bowes with 

heart, humanity, and focus.

Team

To achieve profitable growth, 
we build teams committed

to win… win with our
clients, win against 

competition, and win with 
operational excellence.

Win

We do
the right thing,
the right way.

クライアントエクスペリエンス
（CX）デー
10月の第1火曜日は、業界全体でお客様を称える「クライアントエク
スペリエンスデー」と呼ばれる日です。今年は「クライアントのための
チーム作り」に焦点を当て、お客様体験に影響を与えて変化をもたら
している人たちの体験談や事例をビジネス全体で共有しました。当社
は、優れたお客様体験を推進するために従業員が使用できるシンプル
で実践的なスキルについての社内向けビデオシリーズを公開しました。

このCXデーでは、消費者にクラス最高のeコマースエクスペリエンスを
提供するお客様を表彰するため、第1回ベストオーダーエクスペリエン
ス（BOX）アワードを開催しました。これには、チェックアウト、追跡、
開梱、返品の4つのカテゴリがあります。また、卓越したお客様体験の
提供やお客様の成功の支援において、グローバルeコマースサイトの従
業員が果たす役割も評価し、称えました。

社会
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アクセス性とインクルーシブ性の�
最大化
アクセス性
お客様に最大の価値を提供するために、当社はお客様の体験をさま
ざまな技術で支援するツールを作成しています。社内の「アクセシビリ
ティセンター・オブ・エクセレンス」は、アクセス性の要件について当社
の製品とサービスを評価し、プロジェクトチームと協力し、スタッフ向
けにアクセシビリティトレーニングを実施して、組織全体でアクセス性
に対する意識を高めています。

グローバルなインクルーブ性
世界中のお客様基盤にわたって体験の継続性を確保する取り組みも
行っています。当社の専任グローバリゼーションチームは、当社のサー
ビスを国際化する計画プロセスの早い段階から事業部門と協力し、
ウェブコンテンツおよびマーケティングから請求およびアカウントサ
ポートに至るまで、コンテンツをローカライズし、新規および既存の
お客様へのサポートを強化しています。2022年、当社はローカライズ
のプロセスを改善しました。また、英語が第一言語ではない従業員を
支援するため、機械翻訳ソリューションも提供しました。現在、文字
を読む能力が限られている従業員をサポートするために、従業員の翻
訳コミュニケーションをさらに強化するAIソリューションを模索してい
ます。

Box賞
クライアントエクスペリエンスデーにちなんで、優れた消費者
体験を提供した複数のお客様を表彰しました。さまざまなオプ
ション、日付指定配達を見積もれる複数の発送方法、店舗での
受け取りなどの代替配送方法、また、大切な人にサプライズを
届けるためのギフトオプションなど、効率的にチェックアウト体
験を提供する小売業者を評価しました。優れた受賞者のうち2
社を紹介します。

BOXトラッキング賞：Etsy

Etsyは、消費者に、パッケージ全体の工程を1つの簡単なイン
ターフェイスで表示する、大きくインタラクティブなマップを提
供しています。これに加え、Etsyは、追跡用のAPIを持つPitney 
Bowesデザイン配送サービスを利用して、電子メール、SMS、
ソーシャルメッセージサービス経由でブランディングした通知を
送信するなど、お客様体験を最適化するためのさまざまな機能
を提供しています。

BOXアンボックス賞：BarkBox 

ペット用のおもちゃの定期便を発送しているBarkBoxは、その箱
を開ける体験に、驚きと楽しさあふれるパーソナライズされた
テイストを加えました。BarkBoxは、Designed Fulfillmentサー
ビスを通じて、複雑なボックス要件に対応できるAIロボットを活
用し、お客様にユニークでカスタマイズされた開封体験を提供
しています。

カリフォルニア州ストックトンのチームメンバーは、お客様の成功に
果たした役割が認められ、CXデーに表彰されました。

Pitney Bowesのお客様であるBarkBoxは、充実したお客様体験の提
供が認められ、BOX賞を受賞しました。

社会

https://www.pitneybowes.com/us/shipping-and-mailing/ecommerce/order-fulfillment.html
https://www.pitneybowes.com/us/shipping-and-mailing/ecommerce/order-fulfillment.html
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お客様体験をより深く理解する
Pitney Bowesは、多国間のインテリジェンスプログラムを使用して、お
客様との接点を調査し、お客様体験を評価しています。発見された問
題は、迅速かつ効果的に改善されるように対応しています。

2022年には、お客様からのフィードバックを取得する方法を改善しま
した。デジタル製品内でフィードバックを共有する機能を増やしたこと
で、メールアンケートの送信数を減らし、お客様体験を向上させること
ができました。これまでの6倍以上の回答が寄せられ、お客様のニーズ
を理解してそれに応えるための重要なコンテンツとデータを収集する
ことができました。

受賞
•	お客様中心のイノベーションプログラムは、お客様を中心に据えた
手法、ツール、リソースを用いて全社の従業員を体系的にサポートす
るもので、デザイン主導の文化的変革に対するDesign & Innovation
賞を受賞しました。この受賞は、共感とデザイン思考を通じてお客様
を中心に据えるという組織全体の考え方の変化が評価されたもの
です。

•	PitneyShip Cubeソリューションは、オフィス機器製品デザイン部門
で最高位となる2022年国際デザイン賞（金賞）を受賞しました。競
争の激しいこの分野での受賞は、ターゲット市場で使用され、価値
を認められ、愛用される製品を作るために注いだ戦略的思考と想像
力が評価されたと受け止めています。

社会
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地域社会への 
影響
当社の慈善活動は、社会的、経済的不平等に直面しが
ちな恵まれない学区を支援し、識字と教育を促進する
ことに重点を置いています。慈善活動、パートナーシッ
プ、ボランティア活動を通じて、すべての生徒・学生が潜
在能力を最大限に発揮する平等な機会が得られるよう
に支援しています。使命や目的が当社のそれと一致す
る、信頼できる非営利団体と提携することで、有意義な
協力関係を育んでいます。

教育格差
解消に向けた 

連携

Dedication to Education 
（教育への貢献）： 

8か国 
43コミュニティ 
1,400人以上の 

ボランティア 
51プロジェクト 
による地域社会の強化 
および明るい未来の構築

3,182,257

210,222 

3,313

生徒・学生向け�
学力向上活動時間数 

到達した学生数

サポートした教師数

176万4千ドル
従業員のボランティア活動の�

総評価：

18,000時間以上

社会
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有意義な影響を	
創り出す
当社のグローバルコミュニティ参加パートナーであるUnited Wayと
Pitney Bowes財団の助成金受給者支援により、地域、国、そして世界
レベルで地域社会にプラスの影響を与えることができます。識字率向
上や教育の推進のほか、災害救援活動や保健・福祉サービスへのアク
セスの提供など、地域社会の重要なニーズに取り組む団体への支援も
行っています。当社は、世界中の地域社会に価値を創造する社会的責
任ある投資決定を下すことを目標にしています。こうした取り組みに
従業員が参加することは、当社の長年の文化に根付いた行動です。昨
年、当社の主要なチームボランティアプログラムであるDedication to 
Educationは、8か国43コミュニティで展開され、1,400人以上のPitney 
Bowesボランティアが51のボランティアプロジェクトに参加し、地域社
会の強化と明るい未来の構築に励みました。

公正と公平は、真の意味でインクルーシブな社会を構築するための基
本です。しかし、あまりに多くの子供たちが、人種、家族の収入、属す
る地域社会の苦境など、自分ではどうにもできない要因によって将来
が制限されることに直面しています。これらの制限を克服してすべての
子供たちが機会にアクセスできるよう改善するための最も強力な手段
となるのが、識字と教育です。

企業の慈善活動と全社従業員による惜しみない活動を通じて、子供た
ちの学び、成長、未来の労働力として備えられるように支援することに
重点を置いた実証済みのプログラムと革新的な試験的取り組みをサ
ポートしています。

社会
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教育公平性の構築
すべての子供には、健全で創造力のある大人へと成長する機会が与え
られるべきです。

•	当社が事業を営む地域の学区内で、すべての生徒・学生の教育機会
を強化できるように、教育に関する社会奉仕活動に力を入れていま
す。当社の取り組みの多くは、幼児向けの早期識字教育プログラム
を通じて保護者の関わりを奨励し、言語および識字能力の発達を促
進し、向学心を育むことに焦点を当てています。

•	未就園児から中学生までの子供たちには、学校単位と放課後の両
面で年間を通したプログラムを実施しています。識字、科学、数学、
芸術、技術、工学を含む学校教育のカリキュラムをサポートしてい
ます。

•	夏季学習に重点を置き、学校が休みの間の学力低下を最小限に抑え
るためのプログラムも支援しています。

•	高校レベル以上では、高等教育や職業選択に向けた生徒の意欲を高
め、それに備えるプログラムをサポートしています。

直接の助成に加えて、自身の才能や専門知識を生かしたボランティ
ア活動に寄与することを従業員に奨励しています。実地ボランティア
活動からスキルベースの活動、メンタリングや非営利団体への参加ま
で、Pitney Bowesのボランティアは、地域社会の子供や家族が豊かに
暮らせるように、毎年数千時間を充てています。

教育公平性のための事業連携 
近年私たちが目の当たりにしている深刻な社会的格差から、企業も
個人も同様に学んだことがあります。それは、共に成功するために
は、団結して前向きな変化を起こす行動を取らねばならないというこ
とです。Pitney Bowesは、Fairfield County Business Collaborative 
for Education Equityと連携し、他の地元企業と協力して、Fairfield 
County Business Collaborative for Education Equityを立ち上げ、地
域全体の都市部学区のプログラムのための資金集めに協力しました。

このCollaborativeは、フェアフィールド郡で最も弱い立場にある未就
園児から高校生までを対象に、地域の生徒、親、保護者、教師、スタッ
フをサポートすることで、教育格差を軽減および解消することを目的と
した複数年にわたる事業です。今年Collaborativeは第2ラウンドの資
金提供を発表し、3人の新しいメンバーを迎えました。サポート方法に
は、金銭的貢献、従業員のボランティア活動、ビジネスの専門知識、メ
ンターシップ、インターンシップの機会、支援運動などがあります。

Fairfield County Business Collaborative for Education Equityは、�
2020年秋の設立以来、次のような活動を行ってきました。

•	資源や設備に恵まれない生徒を学校現場でサポートする非営利団体
を支援しました。

•	約250のプロジェクトで39校25,000人近くの生徒の学校生活を支
援したDonors Chooseキャンペーンを通じて、公立学校の教師に教
室資料を提供しました。

•	従業員のボランティア活動を通じて、公立学校の生徒向けの1,000台
超のノートパソコンの準備に協力しました。

•	将来の教育プログラムをサポートするために、7つの設立会社から
140万ドルを調達しました。

2022年、フェアフィールド郡の10の非営利団体が、Collaborativeから
新たに40万ドルの資金を獲得しました。

Fairfield County Business Collaborative for Education Equityの詳細
はこちらを参照してください。

Marc Lautenbach最高経営責任者（CEO）	
のコメント：
「フェアフィールド郡のビジネスコミュ
ニティによるこの投資は、地域の青少年
のために日々熱心に活動している非営利
パートナーへの重要な支援です。これは、
今日の若者への投資であるだけでなく、
郡の未来の経済への投資の機会でもあ
ります」

社会
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幼児および識字教育
Pitney Bowes財団の助力によって、Reach Out and Readはジョージ
ア州アトランタ、ワシントン州スポケーン、コネチカット州ブリッジポー
ト、ダンベリー、スタンフォードの低所得地域の医師と協力できるよう
になりました。Reach Out and Readは小児医療に本を取り入れ、家族
が一緒に音読することを奨励することで、子供たちが入学後に問題な
く学校生活を送れるように支援しています。Reach Out and Read の医
療提供者は、小児科検診の際、乳児期から就学前までの子供に本を贈
ります。

また、Pitney Bowes財団はRead to Growを支援し、コネチカット州ブ
リッジポートの幼児の読み書きを促進するために、ブリッジポートの病
院で生まれた赤ちゃんの家族に読み書きセットを提供したり、Books 
for BabiesやBooks for Kidsプログラムを通じて市内の非営利団体が
主催する「Book Places」で児童書を無料で提供したりしています。

年間を通じて行われるChildren’s Learning Centers（CLC）のフェア
フィールド郡のヘッドスタート終日プログラムに対する当社の長年の支
援は、スタンフォード市内の低所得者家庭（その多くは英語学習者）
のために役立てられています。当社の助成金により、子供が幼稚園の
入園準備のための特別支援を受けている間、保護者はフルタイムで働
くことができます。CLCの総合的なアプローチには、栄養価の高い食事
やお菓子の提供、家族支援サービス、社会性と情緒面の発達に関する
カリキュラムなどがあります。

メンタリングと青少年リーダーシッ
プ開発
2007年以降、当社はRead to a Child National Partner（子供への読
み聞かせナショナルパートナー）として、十分なサービスを受けてい
ない地域の子供たちの読書への愛を育み、読み書きのスキルを向上
させ、社会性と情緒の幸福をサポートする識字プログラムとメンタリ
ングプログラムを支援しています。2022年3月（全米読書月間）に、
当社は「Spark Something Meaningful – Help Kids in Need Love to 
Read（率先して有意義なことをしよう - 恵まれない子供に読書の楽し
みを広める）」を支援するため、Read to a Childの全国デジタル募金
キャンペーンのビジョナリースポンサーを再び務めました。また、Pitney 
Bowes財団の助成金で、Read to a Childが全国で実施する昼休みの読
書奨励プログラムの拡大をサポートしました。

全米のBig Brothers/Big Sisters支部もサポートしており、若者が夢を
実現するためにメンターの助けを借りられるように支援します。2022
年、Pitney Bowes財団は再びコネチカット州南西部の支部に助成金を
提供しました。

2000年以降、Pitney Bowes社とPitney Bowes財団は、Network For 
Teaching Entrepreneurship（NFTE）を全国規模でサポートしていま
す。NFTEプログラムは、低所得者地域の若者が、起業スキルを習得
し、事業を立ち上げ、体験学習を教育プログラムに結び付けるように
支援することを目的としています。Pitney Bowes財団の助成金は、�
NFTE の World Series of Innovation：Sustainable Development 
Goals Online Challengeのほか、ダラス、ワシントンD.C.、ニューヨーク
市、ボストンのSummer Biz Camps and Innovation Daysを支援してい
ます。また、NFTEのGlobal Showcaseおよび特徴的な地域イベントもサ
ポートしてきました。

2022年、当社は再びコネチカット州に拠点のある非営利団体LiveGirl
と提携しました。この団体は、世界に良い影響を与えるためのスキル、
コミュニティ、つながりを女性が持てるようにすることによって、自信を
持ったインクルーシブな女性リーダーを育成しています。Pitney Bowes
の最高財務責任者であるAna ChadwickがLiveGirlの取締役を務めて
います。

2022年、Pitney Bowesタレントアドバイザーは再びアクロン大学と
提携し、高校生を対象に、履歴書の書き方、特定の求人に的を絞っ
た履歴書の内容、履歴書を提出できない場合に目を引く応募方法に
ついて教えるバーチャルセッションを行いました。ここで開発され、
共有されたコンテンツは、シェルトン高校キャリアで開催されるJunior 
Achievementのキャリアフェアに参加する学生をサポートするために
も使用されます。
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当社は1992年以来、米国の都市部の学生が視野を広げて重要な技能
を身に付けられるように支援するグローバルな非営利団体buildOnを
支援しています。その特徴的なプログラムでは、生徒・学生が開発途上
国の学校建設に携わることで、自分自身だけでなく他の人々にもさまざ
まな機会を生み出します。

夏期学習および課外/学校外プログ
ラム
Pitney Bowes財団は長年にわたり、累積的な学習損失を防ぐことを目
的とした74の学校外学習および強化プログラムのネットワークである
Horizons National Student Enrichment Programに全国的な支援を
行ってきました。Horizonsのプログラムでは、幼稚園から高校までの生
徒が毎年、夏の6週間と通年の校外学習、お祝い会、仲間とのつなが
りのために戻ってくることができます。子供たちは、社会性と情動の学
習、校外学習や文化体験、健康増進活動、コミュニティ形成、水泳レッ
スンなどを取り入れた質の高い学習を体験し、実際に成果を上げてい
ます。

当社は、コネチカット州の非営利団体SoundWatersも長年にわたって
支援しています。SoundWatersは、セーリング、STEM活動、修学旅行、
キャンプなどのプログラムを通じて、子供たちがロングアイランド湾に
ついて学び、探検する機会を提供しています。Pitney Bowesは1990
年代に創立時の法人スポンサーとなり、それ以来、このグループと強
固なパートナーシップを築いてきました。最近では、複数年にわたる
SoundWatersへの取り組みにより、12,800平方フィートの敷地に新し
くCohen SoundWaters Harbor Centerがオープンしました。この建物
は、SoundWaters’ Young Mariners Academy（中学校）、Research 
Intensive（高校）、およびHarbor Corps（職業訓練）の各プログラムの
ニーズを満たすよう設計されています。

米国全土のBoys & Girls Clubは、当社従業員のボランティアによるサ
ポートと、Pitney Bowes財団による資金提供を受けています。2022年
に財団は、スポケーン郡（ワシントン州）、グレーターダラス（テキサス
州）、スタンフォード（コネチカット州）、ツインシティー（セントポール/
ミネアポリス、ミネソタ州）のBoys & Girls Clubsに助成金を提供して、
生徒の識字率向上と学業の成功を支援しました。

STEM（科学、技術、工学、数学）�
および芸術教育
2015年から、Pitney Bowes財団はMIND Research Instituteと提携
して、未就学児から8年生までを対象にしたST MATHという斬新な数
学体験を提供しています。ST MATHは厳しくも魅力的な数学体験であ
り、児童・生徒が価値あるスキルを育み、クリエイティブに問題を解決
する能力を身に付けられるように促します。このプログラムの特許取
得済みのアプローチには、難易度の高いパズル、非定型的な問題の解
決、有益なフィードバックが組み合わされています。最新の助成金は、
幼稚園から8年生までの生徒に数学の確かな基礎を身に付けさせ、専
門的な学習を通じて教育者を訓練することを目的としています。

当社はまた、コネチカット州の学生が音楽を通して生活スキルを伸ば
せるようにする異文化間音楽教育組織であるIntempoをはじめ、芸術
教育プログラムを積極的に支援していることを誇りにしています。
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成人の識字および教育/労働力開発
Pitney BowesとPitney Bowes財団は、世界最大級の青少年支援NGO
であるJunior Achievement（JA）との長年にわたるパートナーシップ
を誇りとしています。JAは、雇用可能性、雇用創出、経済的成功への道
筋を作る実践的な体験学習を提供しています。当社は、従業員のボラ
ンティア活動と、Pitney Bowes財団の助成金という2つの方法でJAをサ
ポートしています。今年は、コネチカット州のブリッジポート、シェルト
ン、ダンベリー、スタンフォード、ノーウォークで、金融知識教育とキャ
リア準備メンター制度を支援しました。

コネチカット州スタンフォードのWomen’s Mentoring Network of 
Stamfordは、30年以上にわたり、メンタリングと教育プログラムを通
じて女性とその家族の生活を変えることに貢献してきました。Pitney 
Bowesは、当初からこれらの取り組みを支援してきました。Pitney 
Bowes財団のWMNへの最近の助成金は、第4回Powerプログラム
（Education-教育、Employment-雇用、Economic Security-経済安全

保障、Empowerment-エンパワーメント）のEを支援するために使用さ
れます。

10年以上前から、Pitney Bowes財団は、Creating IT Futures（CITF）
をサポートしています。これは、女性、非白人、退役軍人など、IT労働
力としてこれまで過小評価されてきたコミュニティに高給の情報技術
系の仕事を約束するものです。Pitney Bowes財団は、CITFのIT-Ready
キャリアプログラムに寄付しています。このプログラムでは、成人がコ
ンピューターユーザーサポートスペシャリストとしてトレーニングを受
け、認定を取得し、8週間以内に技術系キャリアに就業できます。

Pitney Bowes財団はNAF（National Academy Foundation）も長年支
援しており、教育、ビジネス、地域社会のリーダーが協力して高校での
経験を変革するというNAFの取り組みをサポートしています。当社の最
近の助成金は、NAF Academies of Engineeringの次世代エンジニア
の育成と多様化の取り組みのために提供されました。

集団的影響力のあるパートナー
シップ
Pitney BowesとPitney Bowes財団は、Stamford Cradle to Career 
Collaborativeの創設時からのサポーターです。これは、全国的な
知名度を誇る、地域社会のステークホルダー同士が協力するための
StriveTogether Frameworkに基づくイニシアチブです。Collaborative
は、若者がその可能性を最大限に活かせるように、Community Action 
Networksを利用して乳幼児期の健康と発達から高校卒業後のカレッ
ジ進学や就職に至るまでの主要な段階において、学校の成績の問題や
身体的、社会的、感情的要因に焦点を当て、成長を支援するリソース
を調整してます。当社の助成金は、Collaborativeの作業の基礎となる
データ収集と分析をサポートしています。

Pitney Bowes財団が支援するその他のプログラム分野には、保護者と
家族のエンゲージメントプログラム、健康とサポートサービス、最近の
移民のサポートなどがあります。

社会



77社長兼CEOからのご挨拶目次 ESGへの取り組み ガバナンス 環境 付録

In October 2014, we partnered with United Way of Western
Connecticut to create a new volunteer service initiative at our home
o�ce communities of Stamford, Shelton, Danbury and Bridgeport.
This signature program expanded globally in 2017, and over the 
last 9 years has made a di�erence in 12 countries (Australia, 
New Zealand, Brazil, UK, France, India, Israel, Japan, Poland, 
United States, Ireland, & Canada), with more than 7500 
Pitney Bowes volunteers participating in more than 450 projects.

Dedication to Education

2022 Year in Review

Career mentorship  

Our impact

STEM enrichment 

Early literacy tutoring and 
building literacy kits

Social-emotional wellbeing

Inspiring young entrepreneurs 

1400+ 
volunteers 

51 
projects

8 
countries

In 2022, our D2E celebration spanned 51 projects in 43 communities in 8 countries Australia, 
New Zealand, Brazil, Canada, Japan, Poland, the United Kingdom and the United States.
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Pitney Bowesの 
ボランティア活動
Pitney Bowesのチームメンバーは、長年ボランティア活動に熱心に取
り組んできました。従業員は個人またはグループで、早期識字教育、�
STEM教育、メンタープログラム、キャリア開発、環境問題、フードドラ
イブ、献血運動などを支援するボランティア活動を行っています。従業
員は、実地やスキルベースのボランティア活動によって生活が豊かにな
り、キャリア開発が強化され、世界観が広がったことを認めています。
それと同時に地域社会が強化され、子供たちと家族の機会も拡大して
います。当社は、Pitney Bowes財団からのチームおよび個人のボラン
ティア助成金を通じてこうした取り組みを支援しています。

Pitney Bowesのボランティアとの�
連携
当社は、ボランティア活動は強力な地域社会の構築に不可欠であると
考えています。よって、従業員ボランティアに対し、以下のようなさまざ
まなサポートを提供しています。

ボランティア助成金
•	個別ボランティア助成金：従業員がボランティア活動を行う非営利
団体に助成金を支援することで、従業員のボランティア活動を称え
ています。これらの助成金は、25時間の奉仕で125ドル、100時間超
の奉仕で500ドルという範囲で米国と英国で支給されます。

•	チーム助成金：当社が事業展開しているすべての国で、3人以上の
Pitney Bowesチームによるボランティア活動にも、資材と消耗品の
費用として助成金を提供しています。

非営利団体役員会に所属
従業員が地域社会を支援する最も効果的な方法の1つは、当社がサ
ポートする組織の役員として奉仕することです。2022年は、Pitney 
Bowesの従業員64名が非営利の地域組織、全国組織、またはグロー
バル団体の役員を努めました。

ボランティア推進者と地域社会リーダーシップ/ 
CSRチーム
従業員は、推進者として、または地域貢献リーダーシップ/CSRチームで
活動することで、人々がそれぞれの地域社会でボランティア活動に積
極的に参加するような良い影響を与えることができます。Pitney Bowes
財団の助成金は、チームプロジェクトの取り組みを支援しています。こ
の取り組みには、メンタリング、読み聞かせ、献血活動、地域社会で困
窮している人々のための食糧、衣類、書籍、新学期用品の収集など、地
域社会に不可欠な活動の指導を含む、幅広い活動が含まれます。

特徴的なボランティアプログラム
Dedication to Education（D2E）
2014年にコネチカット州で立ち上げられたD2Eプログラムは、それ以
降、世界各地で当社の地域社会を支援しています。Pitney Bowesの
ボランティア推進者が、包括的なツールキットの支援とPitney Bowes
財団の助成金を受けて、影響力の大きいチームプロジェクトを考え、
実施します。United Wayの地元支部、ボランティアセンター、財団の
助成金受給者などが、プロジェクトに協力します。すべての活動とプロ
ジェクトは、当社の慈善活動および地域社会活動の中心である教育を
支援しています。2022年における当社のD2Eは、オーストラリア、ニュー
ジーランド、ブラジル、カナダ、日本、ポーランド、英国、米国の43の拠
点の51のプロジェクトに及びました。非常に熱心な従業員ボランティ
ア、優れた非営利パートナー、そしてPitney Bowes財団からのチームプ
ロジェクト助成金に支えられたこのプログラムは、非営利パートナーと
そのサービスを受けるクライアントに変革的影響を与えています。
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これらのプロジェクトは、さまざまな地域の推進者によって主導されて
おり、音読からメンタリング、技術支援、校庭の美化など、幅広く活動
を行っています。各プロジェクトは、地域社会の若者の成長を支援した
いという従業員ボランティアの情熱により、地域のニーズに合わせてそ
れぞれ調整されています。

Share the Message:Read!

2004年以来、Pitney BowesとPitney Bowes財団は、米国最大の子供
の識字教育団体、Reading Is Fundamental（RIF）の重要な活動を支
援してきました。

この長年のパートナーシップを通じて、Pitney Bowes財団は「Share the 
Message:Read!毎年、従業員ボランティアは小学生と直接触れ合い、�
読書の楽しさを広めています。ボランティアは、必要なものがすべて
入ったトートバックを受け取ります。これにはグループでの読み聞かせ
用の本、関連する工作アイテム、生徒が持ち帰ることのできる年齢に応
じた本などが含まれています。持ち帰り用の本は、子供の興味に合わせ
てさまざまなテーマにわたっています。現在提供されているものには、
テクノロジー、イノベーション、コーディング、通信に関する本などがあ
ります。このプログラムは、子供たちに読書の楽しさを伝え、生涯にわ
たる発見と学力向上に導く大きなきっかけとなることが証明されてい
ます。2022年も当社のボランティアが訪問できなかった学校や地域社

会パートナーは多くありますが、当社は十分なサービスを受けていな
い地域の子供たちの読書欲と学習欲を支援するため、RIFの図書を提
供し続けました。

全社的なボランティア活動
2022年、従業員は現地で直接ボランティア活動に参加したほか、バー
チャルの機会を活用し、地域社会で支援を必要としている児童や家族
を支援しました。

2022年4月、当社は再び#GlobalVolunteerMonthを実施し、社会の
最大の課題に取り組んでコミュニティをより強く、より活気づけようと
するボランティア活動の力を訴えました。従業員には、対面形式から
バーチャルなものまで、また短期的なマイクロボランティアから長期
的なメンタリングまで、さまざまな機会を検討することを奨励しまし
た。その1か月間、興味深い記事を連載し、従業員に#Act（ボランティ
ア活動に参加する）、#Learn（団体やボランティアの機会について学
ぶ）、#Share their stories（自分の体験を話して共有する）、#Inspirit 
others to volunteer and make the difference（他の従業員にボラン
ティアに参加して変化を起こすことを奨励する）を呼びかけました。

ボランティアが捧げる時間と才能は、地域社会のさまざまなニーズへ
の対応に取り組む慈善団体にとって欠かせないリソースです。ボラン
ティア活動は、従業員と会社にとっても有益です。当社はボランティア
サービスを効果的な能力開発ツールであると考えています。活動に参
加するボランティアは、職場の内外でスキルを高め公私のネットワーク
を拡大することによって、多くの学びを得ることができます。そして、こ
れらすべてを実現しながら、地域社会に真の改善をもたらすこともで
きるのです。
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2023年1月17日（火）のInternational Mentoring Day（国際メンタリ
ングデー）を記念して、従業員が地域社会の子供たちをバーチャル、
グローバル、全国レベル、地元レベルで指導する機会を持ちました。
グローバルメンタリングイニシアチブからmentoring.orgまで、起業家
教育ネットワークからJunior Achievementまで、FIRSTロボティクスか
らコネチカット発明大会まで、YMCAからBoys & Girlsクラブまで、当社
の事業所がある地域の多数の地元非営利団体や非常に多くの非営利
パートナーが、子供たちの生活をより良いものに変えるための機会を提
供しています。

ボランティア活動は、現在のスキルを活用するとともに新しい能力を
構築するための最も効果的な方法の1つです。ある調査では、学びの
90%は、課題に挑戦することおよび他者に教えることから得られると
示されています。このプロセスを強化するために、特定のスキルセット
とボランティアの機会をマッチングさせてそのスキルを実践できるよ
う、当社は従業員を支援するリソースを提供しています。

当社は引き続き、以下のような柔軟なバーチャルボランティアの機会を
従業員に提供することで、従業員が都合の良いときにどこからでも活
動できるよう支援しています。たとえば次のような機会があります。

•	Read to a Childメンタープログラム

•	First Robotics

•	Junior Achievement

•	国連ボランティアプログラム（UNV）

•	United Wayのオンライン読書プラットフォーム

•	Missing Maps人道支援プロジェクト

私たちは、ウェブサイトのデザインからアプリケーション開発、ソー
シャルメディアの宣伝、グラフィックデザイン、データ入力まで、さまざ
まな方法で支援を検討するよう従業員に勧めています。

2022年も引き続き、長期のボランティア活動は難しい従業員のために
短期のボランティア機会を紹介してきました。このような短期ボラン
ティアの機会は、新しいことにボランティアを参加させることで長期的
な関与への道を開くと同時に、非営利パートナーのミッションも推進
します。

オーストラリア
Pitney Bowesオーストラリアチームは、United Wayを支援するため
共有の読書用眼鏡を使っています。チームメンバーは、Dolly Parton’s 
Imagination Libraryビデオシリーズ活動の一環として10冊の本を
朗読しました。このビデオは、United Way Australiaのウェブサイト
にある「Parent Resource Hub（保護者のためのリソースハブ）」に
アップロードされ、季刊ニュースレター「Dolly Parton’s Imagination 
Library」を通じて、何千人もの親や保護者に共有されました。
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ブラジル
Pitney Bowesブラジルの従業員が他社のボランティアと一緒にUnited 
Way of BrazilのDay of Actionに参加し、同組織のBorn Learningプロ
グラムを引き続き支援しました。ボランティアたちは、サンパウロの公
立学校で一日を費やし、子供たちのための学習スペースを作る作業に
あたりました。

英国
Pitney Bowes英国の従業員20名がハーローに集まり、支援が必要な
子供や大人にサポートを提供する地元の慈善団体「Plant Pots and 
Wellies」の労働作業に協力しました。チームは手袋をはめ、泥除けの
長靴を履き、広い庭の割り当てスペースで熱心に働きました。子供用エ
リアの柵を作り、ペンキを塗って雰囲気を明るくし、新しい小屋に断熱
材を入れ、子供用小屋の周りにデッキを作り、新しいビニルハウスを作
り、新しい用途のための場所を清掃し、新しい温室用のリサイクルボト
ルを準備しました。

英国の従業員は、ホームレス状態に直面している若者を支援する組織
Herts Young Homelessをサポートしました。このサポートは今回で
4年目となりました。2022年の取り組みでは、若者がホリデーシーズ
ンを祝うために役立つ必需品やホリデーアイテムを提供することを目
的とした「クリスマスパック」の詰め合わせ作業などを行いました。ク
リスマスパックの主な内容は、毛布、もこもこの靴下、手袋と帽子、マ
グカップとホットチョコレート、個人用バスアメニティ、小さなゲーム/
カード、収納ケース、ノートと文房具です。当社のボランティアは、自宅
でアイテムをパックに詰め、支援のメッセージを添えました。その後、
パックはUnited Wayによって収集され配布されました。また、United 
Wayによる「Making Something that Matters」を通じてHerts Young 
Homelessも支援しました。この活動でも、ホームレスになりかねない
若者のための今年も「スターターパック」の詰め合わせ作業を行いま
した。

インド
Pitney Bowesインドは今年、NGOのFUEL（Friends  Union  for 
Energizing Lives）と戦略的な慈善パートナーシップを結びました。�
Pitney BowesとFUELとの提携により、6校以上の100人の生徒を対象
に120時間以上のSTEM個別指導を実施しました。科学、数学、英語、
社会科学などの学力を向上させるための、構造化されたアプローチで
生徒を指導しました。生徒は、Courseraや BYJU’Sなどのオンライン学
習プラットフォームを使うこともできました。

日本
ピツニーボウズジャパンチームは、公益財団法人日本郵趣協会と協
力し、手紙を手書きすることの大切さに焦点を当てた子供向けのお手
紙ワークショップ、コンテスト、表彰式を実施しました。お手紙ワーク
ショップでは、子供たちは友人や家族に手紙を書き、当社のSendPro C
という発送技術を使って手紙を郵送しました。ピツニーボウズのブース
には、子供たちだけでなく、切手収集家も訪れ、郵便コレクションの一
環として当社の証印を集めていました。イベント内ではコンテストが行
われ、子供たちの手紙に特別賞が贈られました。

社会
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さらにジャパンチームは、東京、品川花街道の花壇に2種類のコスモ
スの種を蒔く植栽プロジェクトにも参加しました。この取り組みは、
東京都品川区に本社または事業所を置く企業80社以上で構成される
「品川CSR推進協議会」が主催しており、ピツニーボウズジャパンもメ
ンバーとなって地域での社会貢献活動を進めています。

ポーランド
ポーランドのチームは最近、ビエルスコ・ビャワ市の学校が主催する
「LAL」（ワオ！）というプロジェクトに参加しました。このプロジェク
トは、人々がソファから立ち上がり、家を出て、出会う人から刺激を受
け、新しい趣味を見つけることを奨励するのを目標としていました。
熱意のある人々がボランティアとして自分の趣味についての講座を開
き、一般の人々が参加して視野を広げることができる活動カレンダーが
作成されました。当社の従業員2人がこのイベントのポスターとパンフ
レットをデザインし、Pitney Bowes財団からの助成金で印刷し、地域
のすべての学校とコミュニティセンターに配布しました。10名のPitney 

Bowesの従業員が協力して、講師が自分のクラスを安全に登録できる
イベントウェブサイトを作成しました。次に、イベントカレンダーを作成
し、広告資料を作成しました。

さらに、2人の従業員がズンバとサルサのクラスを開き、地域の人々や
同僚がこれに参加し、サンバ、チャチャ、ジャイブ、ワルツ、そして地域
の踊りのステップ要素を取り入れた13の短い振付を3時間レッスンしま
した。クラスの最後に、参加者がこれからさらにサルサのスキル向上を
目指してくれるよう、講師による短い発表の場を設けました。

このイベントはまた、グループが自分たちのダンススキルを活かして、
障害のある人々をダンスに誘うダンスループ「DanceX」を立ち上げる
きっかけにもなりましたPitney Bowes財団からの助成金により、ダン
ス用に改造された特別な車椅子を購入することができました。これに
より、参加者は自分の車椅子を損傷させるリスクを負うことなくダンス
に参加できます。障害を持つ地元のパフォーマーの音楽に合わせて、
振付師が特別な振付を作りました。

ニュージーランド
Catalytic FoundationとのパートナーシップとPitney Bowes財団から
の助成金により、ニュージーランドの従業員はリュックサック、弁当
箱、水筒、文房具など、さまざまな学用品を購入しました。6人のスタッ
フが1日ボランティアとしてリュックに品物を詰め、ホームレスの家族を
支援するDe Paul Houseに届けました。さらに、資金提供によって、15
世帯が子供の教育用Chromebook購入のために負っていたローンの残
額を完済しました。また、当社のボランティアはCatalytic Foundation 
Warmer Winterキャンペーンの一環として、衣類の寄付を仕分け、必
要としている家族に配りました。

社会
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多国間プロジェクト：Missing Maps MapSwipe

ドイツ、フランス、米国全土から26人の従業員がオンラインで集まり、
ペルーの首都リマから約290キロ離れた西海岸のイカ地方にある地震
の多い都市、ピスコの正確な地図を作成しました。このMapSwipeアプ
リによって、ボランティアは衛星画像を確認し、建物や構造物の位置を
マークできます。ここから、当社のパートナーである赤十字社などの救
助・救援団体は正確な情報を入手し、自然災害時に効果的に対応でき
るようになります。

米国
北米の23市場で400人を超えるチームメンバーが300時間以上かけて
1,735個の「本の友」を梱包するボランティア活動を行いました。キット
の中身は、ボランティアが綿をつめたテディベアと絵本、従業員が飾り
付けした栞、読書のヒント、励ましのメッセージなどです。

United WayとのCareer Connectionsプログラム
Pitney Bowesのチームメンバーはバーチャルボランティアセッション
に参加し、United Wayについて詳しく学び、Career Connectionsと呼
ばれるライブのバーチャルボランティアに参加しました。参加者は、�
United WayのバーチャルのCareer Connectionsプラットフォームを通
じて、中学生と高校生からのキャリアに関する質問に答えました。提出
された原稿は、電子書籍の作成に使用されます。この電子書籍は、生
徒が学習できるように地元のUnited Waysとそのパートナーに配布さ
れる予定です。Pitney Bowesの従業員16名が、高校卒業後の進路、�
STEM、マネジメント、マーケティング、オペレーション、ロジスティクス
などに関する質問に対し、143件の回答を提出しました。約3,200人の
生徒がその知見から学びました。

コネチカット州
昨年、Pitney Bowesは再度、コネチカット州全土の中・高校生を対象と
したJunior Achievementの仮想職業フェアJA Inspireに参加しました。�
取締役副社長兼最高財務責任者のAna Chadwickは、対外広報担当シ
ニアマネージャー、Marifer Rodriguezから、スペイン語でそれぞれの
キャリアの歩み、Pitney Bowesでの役割、趣味、学生へのアドバイスな
どについてインタビューを受けました。

社会
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コネチカット州発明大会
Pitney Bowesイノベーションチームのボランティアは、コネチカット州
発明大会の審査員を務め、1年間に1万人以上のコネチカット州の発明
家を支援しました。6年生のMiaはPitney Bowesイノベーター賞を受賞
しました。これは、Pitney Bowesの特徴であるイノベーションと創造性
のテーマに沿った、優れた若いイノベーターを表彰する賞です。Miaが
デザインしたのは、内蔵されたヒーターとマッサージによって肩や背中
の痛みを和らげるリュックサック「ヒートパック」でした。

ミネソタ州ニューブライトン
ミネソタ州ニューブライトンの当社のチームは、放課後や休日、夏季
に、危険にさらされている子供たちに対する大人の監視を強化するこ
とに尽力している団体「Community Partners with Youth」に、屋外
で楽しめるアイテム（スポーツボール、シャボン玉、歩道用チョーク、フ
ラフープ、縄跳びなど）を寄付しました。

ペンシルバニア州レディング
レディングの従業員たちは、地元のUnited Wayと協力してブックドラ
イブを実施しました。350冊近くの本が、保育園、学校、放課後プログ
ラムの生徒たちに寄贈されました。

バージニア州リッチモンド
バージニア州リッチモンドのチームは最近、地域の新入園児のために
80個の識字キットを作成しました。Pitney Bowes財団からの助成金
で賄われた支給品に加え、チームは時間をかけて教材を丁寧に飾り付
け、子供たちはそれぞれ新学期を始めるにふさわしいキットを受け取
りました。年間を通して使える識字キットにより、生徒と家族は就学準
備と読み書き能力を強化するリソースを確実に利用できるようになり
ました。各キットには、学用品、年齢に応じた本、家族向けの情報が含
まれています。
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変化をもたらす活動
Pitney Bowesの従業員は毎年、十分なサービスを受けていない生徒・
学生とその家族を支援するため、現地で活動や献金を行って地域社会
を支援しています。2022年には、Pitney Bowesの10か所以上の拠点
で季節に則したキャンペーンが実施されました。こうした取り組みを主
導したすべての推進者と、バーチャルに、またはソーシャルディスタン
スを保って参加した多くの従業員に感謝します。

オーストラリアのシドニーではウィルモットパブリックスクールのた
めに、コネチカット州スタンフォードではBoys & Girlsクラブのため
に、新学期に向けた奉仕活動が行われました。ノースカロライナ州
シャーロットのボランティアは、「Classroom Central」を支援するた
め、2週間にわたって鉛筆と紙を集める活動を行いました。集まった学
用品は、地元の教師がクラスのために無料で入手できます。コネチカッ
ト州シェルトンの従業員たちは、コネチカット州ダービーのアービング
校とブラッドレー校の教師たちの要望に応えました。

フードドライブは、コネチカット州スタンフォードの従業員によって
Food Bank of Lower Fairfield Countyのために、ウィスコンシン州マ
ディソンの従業員によってThe River Food Pantryのために、それぞれ
実施されました。The River Food Pantryは毎週2,000人以上の人々に
食事を提供している、ウィスコンシン州中南部で最も活動的なフードパ
ントリーです。

Catalytic Foundationが支援する子供たちのために、ニュージーラン
ドでホリデーギフトドライブが実施されました。子供たちはそれぞれ、
好きなもの、遊ぶもの、学校で使うもの、身につけるもの、そして歯ブ
ラシ/歯磨き粉、シャンプー/リンス、ボディソープといった必需品を受け

取りました。ポーランドでは、支援を必要としている19人の高齢者が、
食料、掃除用品、介護用品、お菓子、クリスマスケーキ、果物、暖かい
毛布、新しいポットなどが入ったケアパッケージを受け取りました。コ
ネチカット州スタンフォード、フロリダ州オーランドとマイアミ、ネバダ
州ラスベガスの従業員たちは、Toys for Totsを通じて地域の子供たち
におもちゃを寄付しました。テキサス州グランドプレーリーの従業員た
ちは、Mission of Arlington Metroplexを通じて、食べ物を必要として
いる家庭に食料とおもちゃを寄付しました。ペンシルベニア州レヴィッ
トタウンの従業員たちは、救世軍と協力し、冬季に手袋、靴下、帽子、
マフラー、家族用ボードゲームを必要としている家族に提供しました。
カリフォルニア州ランチョドミンゲスのチームメンバーは、ある家族を
迎えて、5人の子供たちの願いを叶えました。また、Children’s Hospital 
Los Angelesに入院している子供たちのためにおもちゃを集める支
援をしました。アリゾナ州フェニックスのチームメンバーは、Arizona 
Helping Handsを通じておもちゃを寄付しました。コネチカット州シェ
ルトンの従業員は、Team Inc.のToys 4 Kids年次ホリデードライブに寄
付しました。ペンシルベニア州レディングの従業員は、61世帯216人の
子供たちにおもちゃを配布しました。

ポーランドの従業員たちは、高齢者やウクライナからの難民のために
ケアパッケージを作成しました。寄付された品目には、衣類、寝具、食
品、掃除用品、小型家電製品、台所用品、救急用品、そしてピュエルマ
ラにあるThe Care Centerなどの団体を介した困っている人たちへの
贈り物が含まれていました。

寄付された品物には、しばしば従業員たちが書いた励ましの言葉が添
えられていました。
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世界中のチームメンバーにより寄付
が倍増する
毎年、米国、英国、カナダ、オーストラリア、インド、日本のPitney 
Bowesの従業員は、寄付プログラムを通じて慈善団体に惜しみない寄
付を行っています。当社がUnited Way Worldwideと協力し、75年以上
にわたって毎年行っている募金キャンペーンでは、従業員が特定のイニ
シアチブや団体に寄付すると、それと同額の資金をPitney Bowes財団
が上乗せして拠出しています。中でも一貫して高い優先順位を保って
いるのが、教育、労働力開発、健康です。

前回のキャンペーンでは、従業員の寄付金と財団からのマッチングギ
フトのおかげで、United Way、Pitney Bowes救済基金、赤十字社/赤
新月社、その他世界中の1,000以上の慈善団体に140万米ドルの寄付
を行うことができました。いくつかの国では、マッチングギフトプログラ
ムを通じて、従業員の給与控除による寄付を促しています。またPitney 
Bowes財団は、すべての参加拠点で従業員の寄付に同額の寄付を上
乗せしています。すべての管理費を当社が負担するため、従業員の寄
付金とPitney Bowes財団が拠出する同額の資金の100%が慈善団体
にそのまま寄付されます。私たちは、United Wayとのパートナーシップ
を通じてキャンペーン意識を高め、地域社会のニーズについて従業員
に広く知らせるために、Pitney Bowesの全事業所と施設で特別イベン
トを開催してこの長い伝統を祝いました。創造的なキャンペーン活動
は、ウォーカソン（寄付集めの長距離行進）からサイレントオークショ
ン、ペニーウォーズから教育プログラム（United Wayのバーチャル貧困
シミュレーション体験など）、仮装コンテストや雑学コンテスト、秋祭
り、ハロウィーン、感謝祭、ディワリの祭典など多岐にわたります。

Pitney Bowesのボランティアについての詳細は、こちらを参照してく
ださい。
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地域社会を支える
困窮者の支援
教育に重点を置くことに加えて、当社は災害支援から困難に直面し
ている家族の支援まで、地域社会の差し迫ったニーズに応えるために
助成金を提供しています。この取り組みは、Pitney Bowes救済基金、�
Pitney Bowes財団、および困難に見舞われている地域社会にサービス
を提供する保健・福祉サービス組織を通じて行っています。

食料の安全性
世界中のさまざまな地域社会における食糧不安に対処するためには、
資源の拡大が不可欠です。COVID-19（新型コロナウイルス感染症）に
対応してきた社会支援プログラムの多くが終了しつつある中、サプライ
チェーンの問題とインフレにより食料費の高騰が懸念されています。こ
の状況に対応するため、Pitney Bowesは2023年、食料の寄付やボラン
ティア活動を通じて地元の自治体/NGOを支援し、Feeding Americaを
通じてフードバンクを支援する新たな取り組みを開始しました。

毎年恒例の事業部キックオフミーティングでは、軽食パックの組み立
てボランティア活動が行われました。当社の事前仕分けサービスチー
ムは、ネバダ州ラスベガスの子供たちに必要な栄養を提供するため、
約300個の軽食パックを組み立てました。当社のグローバルeコマース
チームとSendTechチームは、それぞれテキサス州オースティンとコネチ
カット州スタンフォードの学生を対象に同様の活動を行いました。

2022年には、多くの事業所がボランティア活動の一環として、フードド
ライブを実施し、学生のために健康的な軽食キットを作りました。さら
に、財務部と米国本社の従業員は、地元のUnited Waysと協力して、学
生たちに健康的な軽食パックを配布しました。

パートナーシップ

United Wayは、1955年以降、私たちのボランティア活動や寄付プログ
ラムにおいて非常に重要な役割を果たしてきました。世界中の地域社
会の思いやりの力を結集させて地域社会の共通の利益、教育、識字を
向上させることで暮らしを改善するというUnited Wayの使命は、当社
の理念と一致しています。United Wayが深い専門知識を持ち、世界的
に活動を展開し、地域社会の重要なニーズを理解していることによっ
て、私たちの寄付、支援活動、ボランティア活動の効果は大幅に高まっ
ています。去年1年間を通じて、United Wayの211のネットワークが、必
要とされる地域のリソースや情報を何百万人もの人々につなげる支援
を続けました。

当社は、自然災害や個人的な悲劇に見舞われた人々に救命サービス
を提供しているアメリカ赤十字社の使命を支援しています。米国では
1950年代から、従業員による年次寄付キャンペーンを通じて赤十字社
を支援してきました。さらに2022年には、数か国の従業員チームが赤
十字社のMissing Mapsプロジェクトに参加しています。このプロジェ
クトは、人道支援団体が災害や危機のリスクにさらされている人々の
ニーズに応えようと努力している地域の地図を作成する、オープンで協
力的な取り組みです。
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災害支援
Pitney Bowesとその従業員は、自然災害やその他の悲劇にみまわれ
た人々に深い思いやりを持ち、惜しみなく支援します。米国内では、�
Pitney Bowes救済基金を通じて、従業員と公的慈善団体を支援して
います。米国外では、赤十字社や赤新月社などの組織への支援を全世
界に訴え、それで集まった寄付金と同額の資金をPitney Bowes財団が
拠出します。近年、全世界に対する当社のアピールを通じて対処して
きたのは、オーストラリアの森林火災、ハイチ/中国/イタリアの地震、
日本の地震と津波、パキスタンの洪水、フィリピンの台風といった災害
です。2022年には同様のキャンペーンでウクライナの人道危機を支援
し、2023年にはトルコの地震による被災者を支援しました。

献血
当社は長年にわたり、災害発生時に命を救う資源を確実に利用できる
ようにするために、定期的献血が可能な従業員には献血を行うよう奨
励してきました。

食料、避難所、医療の提供
Pitney Bowes救済基金とPitney Bowes財団は、低所得者と家族が、
健康的で栄養のある食料、低料金の医療と心のケア、失業者向け
シェルター、危険にさらされている女性と子供のための特別サービス
を利用できるように支援する団体に対し、定期的な資金援助を行っ
ています。たとえば、United Wayとは、困窮している個人や家族を支
援することを目的としたALICE（Asset Limited, Income Constrained, 
Employed）などのプログラムを通じて長年にわたって提携してい
ます。

ウクライナの人道支援

ウクライナの人道危機および難民危機に際して、どのように支援でき
るかという質問が世界中のPitney Bowes従業員から寄せられたため、�
2022年に、赤十字国際委員会、国際救済委員会（IRC）、セーブ・ザ・チ
ルドレンを支援する世界的呼びかけを開始しました。

インド、アッサム州の洪水救援
アッサム州は2022年に壊滅的な洪水と地滑りに見舞われました。�
Pitney Bowesのアッサム洪水災害への対応は、United Wayムンバイと
協力し、アッサムの地域社会が「より良い復興を遂げる」ことを支援し
ました。United Wayムンバイは、緊急支援と長期的な復興対策で対応
しました。当社の従業員は、衛生キット、配給キット、非食糧品、非電
化浄水器、医療キャンプなど、緊急支援活動をサポートしました。

1992年に設立されたPitney Bowes救済基金は米国の公共の慈善団
体です。自然災害や個人的不運で生活が崩壊した従業員やその家族
などを支援しています。財源は、毎年恒例の米国の従業員募金キャン
ペーンで集まった従業員の寄付金と、それに上乗せされる同額の拠出
金です。今日までにこの基金から、食料、避難所、衣類、医療を提供す
るために支出された金額は300万ドルを超えています。また、さらなる
支援のために、地域社会に根差したリソースの紹介も行っています。管
理費はすべてPitney Bowesが負担するため、従業員の寄付金とそれに
上乗せされる同額の拠出金の100%が困窮者の支援に充てられます。

ハリケーンフィオナとイアンによりフロリダとプエルトリコが壊滅的な
被害に合ったことを受け、Pitney BowesとPitney Bowes救援基金は救
援と復興活動を支援するため、赤十字社への助成金を迅速に提供しま
した。2022年、救済基金は再びフードバンク、アメリカ赤十字社（テキ
サス州の吹雪の際の支援を含む）、米国ユニセフ基金（難民児童およ
び移民サービス）、California Community Foundation（カリフォルニ
ア山火事救済）、Silver Source（弱者の立場にいる本社地域コミュニ
ティ内の高齢者を支援）、およびFeeding America（アメリカの飢餓対
策ネットワーク）に支援を提供しました。

社会
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表彰

Governor’s Prevention Partnership（コネチカット州）
2022年12月、Pitney Bowesおよびグローバルガバメントアフェア担当
副社長のLeigh Waltonは、特別な青少年集団にメンタリングの機会
を提供するというミッションへの長年の功績が評価され、Governor’s 
Prevention Partnership（コネチカット州）から表彰されました。Leigh
は2010年以来、Pitney Bowesを代表してPartnershipの取締役会に参
加し、最近では共同議長を務めています。1989年、当社はPartnership
の前身組織である「DRUGS DON'T WORK！」に設立資金を提供し、
以来、若者の安全と成功への道を守るため、積極的に支援してきまし
た。直近では、Pitney Bowes財団は、メンタリングの実践にLGBTQ+コ
ミュニティが含まれるように保証するパイロットプログラムの創設パー
トナーとなり、Partnershipの2020年Champions of Inclusivity Award 
（包括性における最優秀賞）を受賞しました。

United Wayグレーターリッチモンドおよびピーターズ
バーグ（バージニア州）
Pitney Bowesは、地域社会への継続的な支援と、地域社会の生活
を変えるための献身的な取り組みが評価され、2022年United Way 
Steps to Success Awardsの一環としてUnited Way Group Community 
Impact Awardを受賞しました。この賞は、10年近くにわたりUnited 
Wayとのパートナーシップを献身的に支えてきたAllen Davisによって受
賞されました。

Girl Scouts of Connecticut 
（コネチカット州のガールスカウト）
Polly O’Brien Morro（グローバル企業シチズンおよび慈善活動の
シニアプログラムマネージャー兼Pitney Bowes財団バイスプレジ
デント）が、ガールスカウト110周年を祝う昼食会で、Girl Scouts of 
Connecticut（GSOFCT）からLegacy of Leadership Award（リーダー
シップの遺産賞）を受賞しました。この賞は、地域社会や職場でガール
スカウトの価値観の模範となり、地域社会のすべての少女が活躍でき
る道を切り開いたリーダーシップのある女性を称えるものです。Pitney 
BowesでのPollyの仕事を通じて、Pitney Bowes財団はガールスカウト
のロボティクスプログラムを支援してきました。このプログラムは、少
女たちの内なる積極性、革新性、リスクを負える責任感、リーダーシッ
プを育成するものです。

社会
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メンバーシップ
当社は、企業の社会的責任の分野で専門家の仕事をサポートする多く
の組織に加入しています。それぞれに独自のサービスと視点があり、そ
れらが相まって、当社の慈善活動と地域社会サービスに付加価値をも
たらすのに役立ちます。

CECP：Chief Executives for Corporate Purpose
cecp.co
CECPは、企業が従業員、地域社会、投資家、顧客などの主要ステーク
ホルダーと関わり合うための社会的戦略を策定するのを支援するCEO
主導の連合です。CECPは、俳優で慈善家のポール・ニューマンによって
1999年に設立され、200社を超える世界の大企業が参加する運動に
成長しました。

ACCP：Association of Corporate 
Citizenship Professionals
accp.org

Association of Corporate Citizenship Professionals には、コーポ
レートシチズンシッププログラムに重点を置く企業と財団が集まって
います。ACCPのツールと研修は、メンバー組織がコーポレートシチズ
ンシップを効果的に実践し、業務の効率化と有効化を図るのに役立っ
ています。

Boston College Center for Corporate Citizenship
ccc.bc.edu

Boston College Center for Corporate Citizenshipは、環境、社会、ガ
バナンス面の投資からビジネス価値と社会的価値を最大限に引き出せ
るよう企業を支援しています。同センターのメンバーである当社は、シ
チズンシッププログラムの強化に役立つ教育や研究、情報にアクセス
できます。

Candid
candid.org

毎年、何百万もの非営利団体が世界中で何兆ドルもの資金を費やして
います。Candidは、研究、コラボレーション、トレーニングを通じて、
世界を変えたいと願う人々を、そのために必要なリソースに結び付け
ています。2019年にFoundation CenterとGuideStarが力を合わせて
Candidになりました。

Council on Foundations
cof.org

Council on Foundationsは、公益のために活動している財団リーダー
同士のネットワーキングの機会など、民間および企業の財団の活動を
強化するリソースを提供します。

Points of Light Foundation
pointsoflight.org

Points of Light Foundationは、世界的なボランティア文化の創造と、
各団体がボランティアサービスやプログラムの効果を最大限に発揮で
きるよう支援することを目的とした国際的な非営利団体です。

Mentor
当社は、学校から職場まであらゆる場所の若者をつなぎ、その機会
を拡大することに尽力しているNational Mentoring Honor Roll of 
MENTORに参加していることが評価されました。

社会
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2022年実績
寄付金合計
•	Pitney Bowes財団、Pitney Bowes救済基金、企業献金：360万ドル

•	Pitney Bowes財団識字および教育関連助成金：190万ドル

•	Pitney Bowes財団ボランティア助成金：153,000ドル

•	従業員の寄付およびマッチングギフトを通じた寄付金の合計：�
米国、カナダ、英国、インド、日本、オーストラリア、ニュージーランド
の非営利団体への経済的支援：140万ドル

•	慈善目的のための企業献金：532,000ドル

従業員のボランティア活動の合計価値：176万4千ドル/18,000時間超
（実地およびスキルベースのボランティア活動に加え、非営利団体0の
役員活動も含む）

(A) 2019年から2020、2021年までの増加には、仮想学習コンポーネントの影響によって参加可能な学生数が増えたことが反映されています。
(B) 2020年のCOVIDの影響により、想定タイムフレーム内のプログラミング完全実施や学習時間の追跡がすべての機関で可能だったわけではありません。​2021年には、各機関
がプログラムを仮想学習環境に適応させたため、生徒の充実した学習時間が増加すると予想されます。

2021 2020 2019年 2018年 2017年

助成金を受給した組織の数 100 114 137 136 135

Pitney Bowesの補助金によって�
直接的な恩恵を受けた学生の数 210,222 (A) 196,865 (A)​ 117,704 111,253 154,785

Pitney Bowesの助成金によって�
直接的な恩恵を受けた教師の数 3,313 3,652​ 3,421 3,388 4,142

生徒・学生向け学力向上活動時
間数 3,182,257 (B)  2,178,272 (B)​  4,004,567 4,015,636 4,299,947

Pitney Bowes財団助成金プログラム実績

社会
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付録
このセクションの内容

• �国連の持続可能な開発目標の支援
• GRIコンテンツインデックス
• �気候関連財務情報開示に関するタスクフォース
• EEO-1概要
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Pitney Bowesでは、お客様、従業員、地域社会を含むすべてのステークホルダーの幸福に貢献する方法で事業を行うよう努めています。�
当社の活動は、公衆衛生または環境に重大な脅威をもたらす物質の使用、生産、または排出に直接関与しません。

当社は、RoHS、REACH、WEEE、およびPOPの各法律を含む適用可能な外部基準に確実に準拠するために、環境製品コンプライアンスプロセスを採用しています。�
また、当社の車両フリートの増大に関連する潜在的なリスクを最小限に抑えることにも積極的に取り組んでいます。

今日、当社はPitney Bowes財団の活動と従業員の惜しみない貢献を通じて、公平性、パートナーシップ、社会奉仕という価値観を世界中に伝えています。

当社は、識字と教育の慈善活動に力を入れており、十分なサービスを受けていない学区における社会的・経済的不平等を克服するためのプログラムを支援しています。

当社の助成金、ボランティア活動、および実績のある非営利団体とのパートナーシップは、識字、STEM（科学、技術、工学、数学）、起業教育など、幼児期から労働能力開発までのあらゆる段
階に及びます。

Pitney Bowesは、強力な補償、福利厚生、心身の健康プログラム、ならびに従業員とその地域社会とのつながりを築くプログラムによって支えられ、成長と能力開発の公平な機会が与えられ
る、ダイバーシティとインクルージョンが実現された安全な職場を維持することに努めています。

私たちは、多様な労働力とリーダーシップが当社の成功に不可欠であると考えています。当社は、さまざまな国、文化、年齢、人種、民族、性自認、性的指向、能力、視点が集まった多彩な従業
員構成を尊重し、人間性を発揮でき、個人としての差別化を図ることが、当社のビジネスを発展させる強みと考えています。

当社の拠点では、再生可能エネルギーへの依存度を高めることに取り組んでいます。当社は、2040年までにカーボンニュートラルを達成することを全体的な目標として掲げ、事業全体でエネ
ルギー効率の改善に取り組んでいます。

SDG

国連の持続可能な開発目標の支援
Pitney Bowesは、国連の持続可能な開発目標（SDGs）に尽力しており、持続可能な未来を築く上でのその重要性を認識しています。明確な目的意識を持ち、�
前進するためのイニシアチブを積極的に推進しています。当社は、国連の17のSDGsのうち、当社のビジネスの重点に一致していて、目標に向けた進展に影響�
する最も大きな機会が含まれているものを9つ特定しました。該当するSDGは次のとおりです。

付録
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当社は、優秀な人材を獲得して育てることで成長することを目指しています。当社は、候補者を多様化し、堅牢で合理的な候補者体験を提供することで、社内の流動性を高めると同時に外部
の人材を採用するための戦略的アプローチを組み合わせています。

職業訓練校や専門学校、その他の組織と提携して多様な人材にアプローチすること、直接の施設訪問、面接、インターンシップに代わる仮想プロセスを開発すること、全従業員のために心身
の健康に関する新しいソーシャルコンテンツを開発することなどの取り組みを続けています。

当社は、従業員を保護し、施設全体の労働条件を最適化するため、包括的な安全衛生管理システムを採用しています。�
当社のサプライヤ行動規範には、サプライヤの商慣行と人権に関する明確で比較可能な期待が明示されています。

当社のダイバーシティとインクルージョンへの取り組みには、成長と能力開発、そして当社の成功への貢献のための機会を全従業員に提供する幅広いプログラムが含まれます。�
当社は、職業能力開発イニシアチブ、トレーニング、体験学習、インクルージョンネットワークを通じて、各個人および会社全体の成長を積極的に支援しています。�
インクルージョンネットワークは、指定されたコミュニティ間とより大きな企業全体の両方で対話、理解、アライシップを促進します。

当社は、天然資源を慎重に扱い、リサイクル可能な物質を優先的に使用し、サプライヤにも環境への責任を負わせることで、製品と梱包の環境への影響を低減するよう努めています。�
当社は、RoHS、REACH、WEEE、POPなどの国際的な環境および公衆衛生の規制と基準を監視、調査、および実施する環境製品コンプライアンスプログラムを採用しています。当社は、�
廃棄物階層に従って、使用する材料の量を最小限に抑えながら、使用後にリサイクルされる資源と再利用可能な資源の割合を最大化することを目指しています。当社は、製品を長いラ�
イフサイクルで設計しており、長年にわたって再生、再利用、リサイクル、廃棄物低減に取り組んでいます。当社は、環境パフォーマンスを定期的に報告し、当社の慣行の改善に継続的�
に取り組んでいます。これには、新しい長期的な持続可能性の目標を定義し、当社の報告を最新の国際基準に合わせて調整するための現在の取り組みが含まれます。

当社は、気候関連の事象の潜在的に有害な影響を認識しています。持続可能性プログラムを通じて、その影響を軽減するよう努めています。

当社は、使用する梱包材の量と梱包材生産が自然環境に与える影響の両方を最小限に抑えるよう努めています。�
当社は、責任ある段ボール梱包サプライヤと提携しており、持続可能性認定製品を優先的に使用しています。

付録
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GRI 2：一般開示2021

2-1 組織の詳細
Pitney Bowes Inc.：3001 Summer Street, Stamford, Connecticut 06926
世界中の施設：施設所在地の一覧は当社のウェブサイトを参照してください。
ニューヨーク証券取引所（PBI）上場企業。

2-2 組織のサステナビリティ報告の�
対象となる事業体 本報告書は、Pitney Bowes Inc.およびその子会社を対象としています。

2-3 報告期間、報告頻度、連絡先
報告期間：2022年1月1日～2022年12月31日
頻度：年次
問い合わせ先：community.involvement@pb.com

2-4 情報の修正・訂正記述 2022年に情報の修正再表示はありませんでした。

2-5 外部保証 CDPを通じて報告される当社のGHG排出量（スコープ1、2、3）およびエネルギー使用量データは、外部機関による限定的保証検証を受けています。

2-6 活動、バリューチェーン、その他の取引関係

Pitney Bowes Inc.（ピツニーボウズ、私たち、我々、または当社）は、世界中の中小企業、フォーチュン500の90%以上の大企業、小売業者および政府機
関に、テクノロジー、ロジスティクス、金融サービスを提供する世界的な発送・郵送会社です。これらのお客様が、郵便物や小包の発送における複雑さを
解消し、業務の効率性を高めるために当社を利用しています。追加情報については、10-Kを参照してください。�
�https://www.investorrelations.pitneybowes.com/node/28396/html

一般的な標準と開示 対応/掲載場所

GRIコンテンツインデックス
Pitney Bowesの2022年1月1日から2022年12月31日までの報告は、GRI基準に準拠しています。

付録

mailto:community.involvement%40pb.com?subject=
https://www.investorrelations.pitneybowes.com/node/28396/html
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GRI 2：一般開示2021

2-7 従業員 従業員総数：11.000人以上
詳しくは、チームの歩み（35ページ）を参照してください。

2-8 従業員以外の労働者 当社は、需要の変動に対応するため、フルタイムの従業員を補う臨時の時間給従業員の力にも頼っています。
詳しくは、2022年の年次報告書を参照してください。https://www.investorrelations.pitneybowes.com/financial-information/annual-reports

2-9 ガバナンス構造と構成 ガバナンス（9～10ページ）を参照してください。

2-10 最高ガバナンス機関における指名と選出 ガバナンス（9～10ページ）を参照してください。

2-11 最高ガバナンス機関の議長 ガバナンス（9～10ページ）を参照してください。

2-12 インパクトのマネジメントの監督における
最高ガバナンス機関の役割 ガバナンス（9～10ページ）を参照してください。

2-13 インパクトのマネジメントに関する責任の
移譲 ガバナンス（9～10ページ）を参照してください。

2-14 サステナビリティ報告における最高ガバナ
ンス機関の役割 ガバナンス（4ページ）を参照してください。

2-15 利益相反 ガバナンス（9ページ）を参照してください。

2-16 重大な懸念事項の伝達 Pitney Bowesのビジネス慣行ガイドライン（10ページ）を参照してください。

2-17 最高ガバナンス機関の集合的知見 ガバナンスのセクションを参照してください。

2-18 最高ガバナンス機関のパフォーマンス評価 ガバナンスのセクションを参照してください。

2-19 報酬方針 2022年の役員報酬に関する情報は、2023年委任勧誘状（81～103ページ）に掲載されています。

一般的な標準と開示 対応/掲載場所

付録

https://www.investorrelations.pitneybowes.com/financial-information/annual-reports
https://www.investorrelations.pitneybowes.com/static-files/593b0914-c109-4846-863c-2e39d1e650a6
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GRI 2：一般開示2021

2-20 報酬の決定プロセス 2022年の役員報酬に関する情報は、2023年委任勧誘状（81～103ページ）に掲載されています。

2-21 年間報酬総額の比率 2022年のCEOの年間報酬総額と従業員の中央値の年間総報酬比率は131:1でした。�
詳細については、2023年委任勧誘状（96ページ）を参照してください。

2-22 持続可能な開発戦略に関する声明 社長兼CEOからのご挨拶（3ページ）を参照してください。

2-23 方針声明
• Pitney Bowesのビジネス慣行ガイドライン
• グローバル人権ポリシー
• グローバル環境・衛生・安全ポリシー

2-24 方針声明の実践 ガバナンス（9～10ページ）を参照してください。

2-25 マイナスのインパクトの是正プロセス 環境の管理責任セクションを参照してください。

2-26 助言を求める制度および懸念を提起する
制度 Pitney Bowesのビジネス慣行ガイドライン（10ページ）を参照してください。

2-27 法規制遵守 2022年、Pitney Bowesには法規制に対する重大な違反はありませんでした。

2-28 会員資格を持つ団体 Advocacy：https://www.pitneybowes.com/us/our-company/corporate-responsibility/advocacy.html

2-29 ステークホルダーエンゲージメントへの�
アプローチ

当社は、責任ある企業市民として行動し、環境、社会、およびガバナンス（ESG）の問題に関する特定の責任に取り組むための包括的な措置を講じていま
す。当社の取り組みは、環境の持続可能性、従業員の安全、多様性、公平性、一体性、倫理、コンプライアンス、地域社会への関与、慈善活動を含む広範
なESG分野に及びます。これらの責任に取り組む際に、お客様、従業員、ベンダー、当社が事業を運営している地域社会などの複数のステークホルダーを
考慮します。ステークホルダーに効果的に支援を提供するために、当社は管理プロセスを確立し、当社の責任について全体像を維持しながらあらゆる側
面を監督できるようにしました。これらのプロセスには、常設の管理職レベルの委員会、Pitney Bowesガバナンス委員会、Pitney Bowes取締役会全体が
含まれます。また、取締役会全体または特定の委員会のいずれかとの間でESGの特定の問題について深く掘り下げます。

2-30 労働協約 Pitney Bowesの従業員の権利に対する支援は、当社のグローバル人権ポリシーに明示されています。

一般的な標準と開示 対応/掲載場所

付録

https://www.investorrelations.pitneybowes.com/static-files/593b0914-c109-4846-863c-2e39d1e650a6
https://www.investorrelations.pitneybowes.com/static-files/593b0914-c109-4846-863c-2e39d1e650a6
https://www.pitneybowes.com/content/dam/pitneybowes/us/en/our-company/business-practices-guidelines.pdf
https://www.pitneybowes.com/content/dam/pitneybowes/us/en/our-company/Global%20Human%20Rights%20Policy.pdf
https://www.pitneybowes.com/content/dam/pitneybowes/us/en/our-company/corporate-responsibility/global-environmental-health-and-safety-policy-2020.pdf
https://www.pitneybowes.com/us/our-company/corporate-responsibility/advocacy.html
https://www.pitneybowes.com/content/dam/pitneybowes/us/en/our-company/Global%20Human%20Rights%20Policy.pdf
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GRI 3：マテリアルな項目2021

3-1 マテリアルな項目の決定プロセス ESGへの取り組み（4ページ）を参照してください。

3-2 マテリアルな項目のリスト ESGへの取り組み（5～6ページ）を参照してください。

3-3 マテリアルな項目のマネジメント ESGへの取り組み（4ページ）を参照してください。

GRI 301：マテリアル2016 301-3 再生品とその梱包材 環境の管理責任（25ページ）を参照してください。

GRI 302：エネルギー2016

302-1 組織内のエネルギー消費量 環境の管理責任（31ページ）を参照してください。

302-2 組織外のエネルギー消費 環境の管理責任（31ページ）を参照してください。

302-3 エネルギー原単位 環境の管理責任（31ページ）を参照してください。

302-4 エネルギー消費量の削減 環境の管理責任（31ページ）を参照してください。

302-5 製品とサービスのエネルギー必要量の
削減 環境の管理責任（22ページ）を参照してください。

一般的な標準と開示 対応/掲載場所

付録
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303：水と廃水2018

303-1 共有資源としての水との相互作用  環境の管理責任（28ページ）を参照してください。

303-2 排水に関連するインパクトの�
マネジメント  環境の管理責任（28ページ）を参照してください。

303-3 取水  環境の管理責任（32ページ）を参照してください。

303-4 排水  環境の管理責任（32ページ）を参照してください。

303-5 水消費  環境の管理責任（32ページ）を参照してください。

GRI 304：生物多様性2016

304-1保護地域内、保護地域外の生物多様性の
価値が高い地域内、またはそれらに隣接する地
域で所有、リース、管理されている事業所

 環境の管理責任（25ページ）を参照してください。

304-2 活動、製品、サービスが生物多様性に与
える著しいインパクト  環境の管理責任（25ページ）を参照してください。

304-3 生息地の保護・復元  環境の管理責任（25ページ）を参照してください。

304-4 事業の影響を受ける地域に生息する
IUCNレッドリストならびに国内保全種リスト対
象の生物種

 環境の管理責任（25ページ）を参照してください。

一般的な標準と開示 対応/掲載場所

付録
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GRI 305：排出2016

305-1 直接的な温室効果ガス（GHG）排出量�
（スコープ1）  環境の管理責任（29ページ）を参照してください。

305-2 間接的な温室効果ガス（GHG）排出量�
（スコープ2）  環境の管理責任（29ページ）を参照してください。

305-3 その他の間接的な温室効果ガス（GHG）
排出量（スコープ3）  環境の管理責任（29ページ）を参照してください。

305-4 温室効果ガス（GHG）排出原単位  環境の管理責任（29ページ）を参照してください。

305-5 温室効果ガス（GHG）排出量の削減  環境の管理責任（29ページ）を参照してください。

305-6 オゾン層破壊物質（ODS）の排出量  環境の管理責任（29ページ）を参照してください。

305-7 窒素酸化物（NOX）、硫黄酸化物
（SOX）、およびその他の重大な大気排出物  環境の管理責任（29ページ）を参照してください。

GRI 306：廃棄物2020

306-1 廃棄物の発生と廃棄物関連の�
著しいインパクト  環境の管理責任（33ページ）を参照してください。

306-2 廃棄物関連の著しいインパクトの管理  環境の管理責任（33ページ）を参照してください。

306-3 発生した廃棄物  環境の管理責任（33ページ）を参照してください。

306-4 処分されなかった廃棄物  環境の管理責任（33ページ）を参照してください。

306-5 処分された廃棄物  環境の管理責任（33ページ）を参照してください。

一般的な標準と開示 対応/掲載場所

付録
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GRI 308：サプライヤの�
環境面のアセスメント2016

308-1 環境基準により選定した新規サプライヤ  責任ある調達（62ページ）を参照してください。

308-2 サプライチェーンにおけるマイナスの環
境インパクトと実施した措置  責任ある調達（62ページ）を参照してください。

GRI 403：労働安全衛生2018

403-1 労働安全衛生マネジメントシステム  チームの歩み（51～54ページ）を参照してください。

403-2 危険性（ハザード）の特定、リスク評価、
事故調査  チームの歩み（52ページ）を参照してください。

403-3 労働衛生サービス  チームの歩み（51～54ページ）を参照してください。

403-4 労働安全衛生における労働者の参加、�
協議、コミュニケーション  チームの歩み（51～54ページ）を参照してください。

403-5 労働安全衛生に関する労働者研修  チームの歩み（51～54ページ）を参照してください。

403-6 労働者の健康増進  チームの歩み（51～54ページ）を参照してください。

403-7 ビジネス上の関係で直接結びついた�
労働安全衛生の影響の防止と軽減  チームの歩み（51～54ページ）を参照してください。

403-8 労働安全衛生マネジメントシステム  
の対象となる労働者  チームの歩み（51～54ページ）を参照してください。

403-9 労働関連の傷害  チームの歩み（55ページ）を参照してください。

403-10 労働関連の疾病・体調不良  チームの歩み（55ページ）を参照してください。

一般的な標準と開示 対応/掲載場所

付録
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GRI 404：研修と教育2016 404-1 従業員1人あたりの年間平均研修時間 チームの歩み（49～51ページ）を参照してください。

GRI 405：ダイバーシティと機会
均等2016

405-1 ガバナンス機関および従業員の�
ダイバーシティ チームの歩み（36ページ）を参照してください。

GRI 413：地域コミュニティ2016
413-1 地域コミュニティとのエンゲージメント、
インパクト評価、開発プログラムを実施した事
業所

地域社会への影響（71～91ページ）を参照してください。

GRI 416：顧客の安全衛生2016

416-1 製品・サービスのカテゴリーに対する安
全衛生インパクトの評価 環境の管理責任（23ページ）を参照してください。

416-2 製品・サービスの安全衛生インパクトに
関する違反事例 環境の管理責任（23ページ）を参照してください。

GRI 417：マーケティングとラベリ
ング2016

417-1 製品・サービスの情報とラベリングに関す
る要求事項 環境の管理責任（23ページ）を参照してください。

417-2 製品・サービスの情報とラベリングに関す
る違反事例 環境の管理責任（23ページ）を参照してください。

417-3 マーケティング・コミュニケーションに関
する違反事例 環境の管理責任（23ページ）を参照してください。

GRI 418：顧客プライバシー2016
418-1 顧客プライバシーの侵害および顧客デー
タの紛失に関して具体化した不服申立 ガバナンス（11ページ）を参照してください。

一般的な標準と開示 対応/掲載場所

付録
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気候関連財務情報開示に関するタスクフォースの対応表とCDPの回答

コア要素 開示 CDPカバレッジ

ガバナンス G.a) 気候関連問題の監督における組織の取締役会の役割を開示する。 C1.1、C1.1a、C1.1b

G.b) 気候関連問題の評価と管理における経営の役割を開示する。 C1.2、C1.3、C1.3a、C2.2

戦略 S.a) 組織が短期的、中期的、長期的に特定した気候関連のリスクと機会を開示する。 C2.3、C2.3a、C2.4、C2.4a

S.b) 組織の事業、戦略、財務計画に対する気候関連のリスクと機会の影響を開示する。 C2.3、C2.3a、C2.4、C2.4a、C3.3、C3.4

S.c) 2℃以下の場合のシナリオを含む、さまざまな気候関連のシナリオを考慮して、組織の戦略の回復力を開示する。 C3.1、C3.2、C3.2a

リスク管理 R.a) 気候関連リスクを特定するための組織のプロセスを説明する。 C2.1、C2.1a、C2.2、C2.2a

R.b) 気候関連リスクを管理するための組織のプロセスを説明する。 C2.2、C2.2a

R.c) 気候関連リスクを特定、評価、管理するプロセスが、組織の全体的リスク管理にどのように統合されているか説明する。 C2.2、C2.2a、C3.1、C3.1a

指標およびターゲット M.a) 戦略およびリスク管理プロセスに沿って気候関連のリスクと機会を評価するために、組織が使用した指標を開示する。 C4.1a、C4.1b、C4.2、C4.2a、C4.2b、C4.2c

M.b）スコープ1、スコープ2、および該当する場合はスコープ3の温室効果ガス（GHG）排出量、および関連するリスクを開示する。
C6.1、C6.2、C6.3、C6.4、C6.5、C7.1、C7.1a、C7.2、�
C7.3、C7.3a、C7.3c、C7.5、C7.6、C7.6a、C7.6c、C7.9、�
C7.9a、C7.9b

M.c) 気候関連のリスクおよび機会ならびに目標に対するパフォーマンスを管理するために、組織が使用した目標について説明する。 C4.1、C4.1b、C4.2、C4.2a、C4.2b、C4.2c

付録
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2022年EEO-1概要 
正しいことを、正しい方法で行うという信条には、公平性、ダイバーシティ、インクルージョンを促進する方法で行動することが含まれます。当社は、社会に貢献して世
界に良い変化をもたらす上で企業には重要な役割があると考えています。当社は、透明性と誠実さを通して自身の説明責任を維持します。

EQUAL EMPLOYMENT OPPORTUNITYCO=

U=

SECTION C - TEST FOR FILING REQUIREMENTSECTION B - COMPANY IDENTIFICATION

2.a.1.

SECTION E - ESTABLISHMENT INFORMATION
c.

SECTION D - EMPLOYMENT DATA
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SECTION F - REMARKS
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3001 SUMMER STREET
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3001 SUMMER STREET
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DATES OF PAYROLL PERIOD: 12/18/2021 THRU 12/31/2021
SECTION G - CERTIFICATION CERTIFIED DATE [EST]:  5/16/2022 1:48 PM

CERTIFYING OFFICIAL: Kathryn Carrigan
EMAIL: kathryn.carrigan@pb.com

EEO1 REPORT CONTACT PERSON: Kathryn Carrigan
EMAIL: kathryn.carrigan@pb.com

TITLE: EEO, AA & HR Compliance Manager
PHONE: 203-922-6166

TITLE: EEO, AA & HR Compliance Manager
PHONE: 203-922-6166

付録
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